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沖縄県・台湾海岸漂着物対策交流事業 

モニタリング調査手法の検討のためのアンケート 
 

1 月 31 日のワークショップでは、このアンケートに沿った内容での意見交換を行い

ます。モニタリング調査手法とその活用方法について、ご自分の考えを整理するつも

りでアンケートにご記入ください。記入したアンケート用紙は、ワークショップ当日

に会場にお持ちください。 
 
 

お名前： 

ご所属： 

 

1. 海岸清掃活動について 

① あなたの団体では、海岸清掃活動を実施していますか？ 
 

a. 主な活動として実施 （年に   回程度） 

b. ときどき企画して実施 （年に   回程度） 

c. 過去に実施したことがある （   年間に   回程度） 

d. 実施していない 

e. その他 （                            ） 

 

2. 海岸漂着物のモニタリング調査について 

① 回収した海岸漂着物の種類や数量の記録を取っていますか？ 

 

a. 定期的に記録を取っている （年   回程度） 

b. ときどき記録を取っている （年   回程度） 

c. 過去に記録を取ったことがある （   年間に   回程度） 

d. 記録は取らない 

e. その他 （                            ） 

 

② どのような記録を取っていますか？ 

（例：ICC に準拠、項目の数や種類、重量や容量、個数 など） 
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③ 記録を取る目的と、その活用方法を教えてください。 

 （例：ごみ量の経年変化の観察、環境教育への応用 など） 

 
 

3. 沖縄県と台湾、その他の地域での共同調査について 

① 今後、台湾・沖縄・その他の地域で、共通して調べたい、または比較し

たい項目はありますか？（例：全体の重量、ペットボトルの生産国別個数 等） 

 
 

② その記録を取るには、どのような手法が考えられますか？ 

 
 

③台湾・沖縄・その他の地域間でその記録をどのように活用したいと思い

ますか？ 

 
 

アンケートへのご記入、ありがとうございました。ワークショップでの
意見交換を楽しみにしています。  

                     沖縄県環境部 
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沖繩與台灣海漂垃圾對策交流事業 

探討監控調查手法之問卷 
 

    於 1 月 31 日的專題討論中，將會依本問卷的內容進行意見交換。請事先將有關監控

調查手法以及其活用方法填入問卷內，以助於釐清本身想法。請記得將填寫完的問卷，

於專題討論當天攜至會場。 

 
 

姓  名： 

隸屬單位： 

 

1. 關於淨灘活動 

① 貴單位有實施淨灘活動嗎？ 

 

a. 作為主要活動內容實施 （一年約   次） 

b. 時常策劃實施         （一年約   次） 

c. 過去曾實施過         （   年內約   次） 

d. 未曾實施 

e. 其他   （                            ） 

 

2. 關於海岸漂流物的監控調查 

① 針對回收後的海岸漂流物有進行種類以及數量等記錄嗎？ 

 

a. 總是進行記錄             （一年約   次） 

b. 時常進行記錄             （一年約   次） 

c. 過去曾進行過記錄         （   年內約   次） 

d. 未曾記錄 

e. 其他  （                            ） 

 

② 進行哪些記錄？ 

（例如：遵循 ICC 基準的各項目數量或種類、重量或容量、件數等） 
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③ 請說明進行記錄的目的以及其活用方法。 

 （例如：觀察垃圾的逐年變化趨勢、應用於環境教育等） 

 
 

3. 關於沖繩縣與台灣、其他地區的共同調查 

① 今後於台灣、沖繩、其他地區，是否有想進行共同調查或是想比較的項目？    

（例如：整體重量、寶特瓶製造國別之件數等） 

 
 

② 為了進行此項記錄，有哪些手法可行？ 

 
 

③您認為於台灣、沖繩、其他地區之間，能如何活用此項記錄？ 

 
 

非常感謝您在百忙之中撥冗回答本問卷，我們由衷企盼研討會進行順利， 
並期待能達成深具意義的意見交流。 

沖繩縣環境部 
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化
さ
れ
る

前
に
年
に
3
、
4
回
の
海
岸
清
掃
に
お
い
て
IC
C
に
準
拠
し
た
記
録
を

と
っ
て
い
た
。
現
在
は
、
不
定
期
に
IC
C
こ
準
拠
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。

石
垣

市
の

分
別

で
仕

分
け
し
て
袋

（
4
5
L
）
の

個
数

で
数

を
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
。

・
1
1
種
類
（
も
や
す
、
も
や

さ
な
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

、
漁
具
、
電
球
・
蛍
光
灯
、
び
ん
、
缶
、
わ
れ
も
の
、
危
険
物
、
ブ
イ
大
き

い
も
の

）
・
袋
の
数

・
個
数
（
袋
に
入
ら
な
い
も
の

）

・
1
5
項

目
＋

そ
の

他
に
分

別
し
容

量
（
4
5
L
袋

に
統

一
）
で
計

算
1
5
項
目
：
①
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
②
ロ
ー
プ
、
漁
網
③
ブ
イ
④
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
⑤

そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
⑥

ガ
ラ
ス
製

品
⑦

電
球

⑧
缶

類
⑨

危
険

缶
類

⑩
電

池
類

⑪
電

化
製

品
⑫

金
属

製
品

⑬
布

製
品

⑭
ゴ
ム

製
品

⑮
紙

製
品

そ
の
他
：
医
療
系
、
廃
油
ボ
ー
ル
、
ラ
イ
タ
ー

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ラ
ベ
ル
あ
る
／
な
し
に
分
別
し
て
カ
ウ
ン
ト

ラ
ベ
ル

の
あ
る
も
の

は
バ

ー
コ
ー
ド
か

ら
生

産
国

を
識

別
し
、
個

数
を

カ
ウ
ン
ト

③
目

的
と

活
用

方
法

多
い
ゴ
ミ
の
種
類
、
数
の
経
年
変
化
を
観
察
し
、
海
岸
清
掃
活
動
の
前

で
の

説
明

の
時

や
環

境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
応

用
す
る
。

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
参

加
し
た
方

へ
報

告
。

将
来
に
つ
な
げ
る
た
め

活
用

は
ま
だ
さ
れ

て
い
ま
せ

ん

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
参

加
者

へ
ど
の

よ
う
な
漂

着
ご
み

が
あ
る
の

か
知
っ
て
も
ら
う
。

・
八

重
山

環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

年
に
一

度
報

告
・
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い

・
ゴ
ミ
の
種
類
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
生
産
国
の
経
年
変
化
の
観
察
の
た
め

・
行

政
へ

情
報

を
提

供
す
る
た
め

・
環

境
教

育
へ

の
応

用

①
共

通
し

て
調
べ
た

い
項

目

分
類
し
て
比
較
し
た
い
項
目
と
し
て
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
国
別
個
数
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
た
ば
こ
、
食
品
包
装
、
ブ
イ
な
ど

ゴ
ミ
の
処
理
の
し
か
た
。

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ゴ
ミ
の
量
が
台
湾
は
少
な
い
と
聞
い
た
の

で
、
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
影
響
で
ど
の
く
ら
い
の
量
に
な
る
の
か
日
本
（
沖
縄
）
と
台
湾

で
比
較
し
て
み
た
い
で
す

①
漂
着
物
の
上
位
5
～
6
位

く
ら
い
ま
で
の

品
目

（
種

類
）
と
個

数
②
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
調
べ
る
（
堆
積
状
況
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
生
産
国
別
個
数

・
共
通
の
分
別
方
法
で
各
国
の
東
西
南
北
に
面
し
た
ビ
ー
チ
で
、
同
面

積
内
で
の
ゴ
ミ
の
種
類
と
量
を
調
べ
る
。
（
年
4
回
程
度
）

②
手
法

共
通
の
デ
ー
タ
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
四
半
期
に
、
島
の
北
部
と
南
部
な

ど
違

う
環

境
の

ビ
ー
チ
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
都
市
の
海
岸
と
、
そ
う
で
な
い
海

岸
、
沖
縄
の
海
岸
を
同
じ
広
さ
で
拾
っ
て
か
ず
を
し
ら
べ
る
。

定
期

的
に
デ
ー
タ
を
と
っ
て
い
く
。

①
年
に
数
回
（
1
回
で
も
）
同
日
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
行

っ
た
際
に
（
各

地
分
別
方
法
が
違
う
の
で
統
一
す
る
か
、
違
っ
て
い
て
も
状
況
が
わ
か
れ

ば
O
K
）
漂
着
し
て
い
る
状
況
の
写
真
撮
影
と
回
収
し
た
デ
ー
タ
を
と

る
。

②
写

真
撮

影
と
ど
の

く
ら
い
の

範
囲

に
あ
る
の

か
調

べ
る
。

民
間
団
体
で
担
当
の
ビ
ー
チ
を
決
め
て
、
同
時
期
に
同
一
手
法
で
一

度
に
行

う
。

③
活

用
方

法
両
国
で
結
果
が
違
う
理
由
、
同
じ
理
由
を
考
え
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
い
く

た
め
の

ル
ー
ル

づ
く
り
、
し
く
み

づ
く
り
の

参
考

に
し
て
い
く
。

沖
縄
（
石
垣
）
の
海
岸
は
特
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
漂
着
ゴ
ミ
が
多
い
の

で
、
台
湾
の
デ
ー
タ
で
リ
サ
イ
ク
ル
（
も
し
く
は
有
料
で
買
い
取
る
）
こ
と

が
ゴ
ミ
を
少

な
く
す
る
と
わ

か
れ

ば
石

垣
市

に
出

来
る
事

か
ら
取

り
入

れ
て
い
っ
て
ほ

し
い
。

・
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
知
っ
て
も
ら
う
。
（
人
体
へ
の
影
響
も
あ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
含
め
）

（
ニ
ュ
ー
ス
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
も
）

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
素
材
へ
の
研
究
等
、
企

業
や
行
政
？
へ
の
問
題

提
起

自
国

や
第

三
国

へ
向

け
て
の

発
信

参
加

者

2
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調

査
に
つ
い
て

3
.台

湾
と

沖
縄
県

お
よ
び
そ
の

他
地
域

と
の
共
同

調
査
に
関
し

て
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台
湾

台
湾

台
湾

台
湾

1
.海

岸
清

掃
活

動
に

つ
い

て

①
清

掃
活

動
実

施
の

有
無

a (一
年

約
1
8
次

)
a (一

年
約

2
次

)
a (一

年
約

2
次

)
b (一

年
約

8
次

）

①
記

録
の

有
無

b (一
年

約
2
次

）
a (一

年
約

2
次

)
b (一

年
約

3
次

）
a (一

年
約

8
次

)

②
記

録
の

種
類

1
.IC

C
の
內

容
を

以
っ

て
、

全
種

類
と

数
量

を
記

録
す

る
か

、
あ

る
い

は
環

境
保

護
署

の
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

活
動

記
録

表
を

使
用

し
て

、
全

種
類

と
数

量
を

記
録

す
る

。
2
.商

品
の

バ
ー

コ
ー

ド
の

前
3
桁

を
識

別
し

、
製

造
国

家
を

知
る

。

回
収

し
た

ゴ
ミ

の
中

か
ら

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

、
ス

チ
ー

ル
缶

、
ア

ル
ミ

缶
、

ガ
ラ

ス
瓶

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

、
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

、
漁

網
等

に
分

類
す

る
。

そ
の

中
で

比
較

的
深

刻
な

の
は

以
下

3
種

類
：
1
.ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

2
.発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

、
3
.ビ

ニ
ー

ル
袋

。
こ

れ
ら

が
現

在
生

態
環

境
に

影
響

を
与

え
て

い
る

海
上

漂
着

ゴ
ミ

で
あ

る
。

IC
C

基
準

記
録

表
に

従
い

5
大

発
生

源
に

区
分

す
る

：
「
海

岸
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
と

日
常

生
活

」
、

「
海

上
活

動
と

船
舶

」
、

「
喫

煙
」
、

「
廃

棄
物

の
投

棄
」
、

「
医

療
/
個

人
の

衛
生

用
品

」
。

さ
ら

に
各

項
目

の
数

量
を

統
計

す
る

。

※
台

湾
の

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
で

よ
く
見

ら
れ

る
項

目
に

基
づ

い
て

数
量

調
査

を
行

い
、

該
当

の
活

動
で

拾
っ

た
総

重
量

を
計

量
し

記
+
G

6
器

、
非

食
品

瓶
缶

や
容

器
、

ビ
ニ

ー
ル

の
手

提
げ

袋
、

食
品

包
装

袋
、

ス
ト

ロ
ー

、
テ

イ
ク

ア
ウ

ト
飲

料
カ

ッ
プ

、
使

い
捨

て
食

器
、

ス
チ

ー
ル

ア
ル

ミ
缶

、
ア

ル
ミ

箔
/
テ

ト
ラ

パ
ッ

ク
、

ガ
ラ

ス
瓶

、
歯

ブ
ラ

シ
、

注
射

器
/
注

射
針

、
た

ば
こ

の
吸

い
殻

、
ラ

イ
タ

ー
、

釣
り

道
具

、
漁

業
用

浮
き

/
フ

ロ
ー

ト
/
釣

り
船

フ
ェ

ン
ダ

ー
、

漁
網

や
ロ

ー
プ

、
地

元
の

懸
念

廃
棄

物
—

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
破

片
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

—
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

、
地

元
の

懸
念

廃
棄

物
—

衣
類

や
靴

及
び

布
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

—
電

球
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

—
タ

イ
ヤ

、
地

元
の

懸
念

廃
棄

物
—

金
属

類
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
建

材
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
大

型
家

具
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

そ
の

他
。

③
目

的
と

活
用

方
法

廃
棄

物
の

種
類

と
数

量
を

統
計

す
る

。
1
.特

定
の

使
用

者
に

対
し

て
呼

び
か

け
を

行
う

。
例

え
ば

ガ
ラ

ス
の

空
き

瓶
は

ア
ル

コ
ー

ル
飲

料
と

カ
フ

ェ
イ

ン
飲

料
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

り
、

ゆ
え

に
漁

民
や

釣
り

客
に

呼
び

か
け

を
行

う
。

2
.環

境
教

育
の

中
で

活
用

す
る

。
多

数
の

廃
棄

物
に

対
し

使
用

す
る

時
点

で
廃

棄
物

の
使

用
を

削
減

す
る

よ
う

教
育

す
る

。
例

え
ば

使
い

捨
て

食
器

や
カ

ッ
プ

飲
料

が
占

め
る

廃
棄

物
の

割
合

は
比

較
的

多
く
、

こ
の

よ
う

な
製

品
の

使
用

を
減

ら
す

よ
う

教
育

す
る

。

記
録

の
目

的
:海

上
漂

着
ゴ

ミ
が

ど
こ

か
ら

来
る

か
を

理
解

す
る

た
め

。
環

境
へ

の
影

響
に

つ
い

て
提

言
す

る
。

政
府

に
問

題
の

解
決

に
有

効
な

政
策

を
制

定
さ

せ
る

。

環
境

教
育

活
動

を
使

っ
て

IC
C

調
査

記
録

を
推

進
さ

せ
る

。
河

川
の

全
体

や
海

岸
の

ゴ
ミ

の
主

な
発

生
源

を
観

察
し

、
発

生
源

に
対

し
規

制
や

呼
び

か
け

の
強

化
を

行
う

。
例

え
ば

大
き

な
排

出
口

に
は

ゴ
ミ

の
流

入
を

防
ぐ

ネ
ッ

ト
を

設
置

し
た

り
、

地
域

の
定

期
巡

回
検

査
と

連
携

し
て

、
市

街
地

に
あ

る
不

衛
生

な
場

所
で

に
告

示
看

板
等

を
設

置
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

活
動

に
参

加
し

て
い

る
住

民
が

ゴ
ミ

の
主

な
発

生
源

は
誰

で
あ

る
か

、
ど

こ
か

ら
来

た
か

を
知

り
、

住
民

の
環

境
保

護
の

意
識

を
高

め
て

ゴ
ミ

を
捨

て
な

い
、

ゴ
ミ

を
減

ら
す

よ
う

に
す

る
。

黒
潮

は
海

ゴ
ミ

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
の

記
録

ポ
イ

ン
ト

を
花

蓮
渓

の
河

口
に

定
め

、
異

な
る

月
の

資
料

を
基

に
各

季
節

の
人

の
活

動
を

対
比

さ
せ

る
上

、
一

年
間

の
資

料
を

基
に

変
化

の
傾

向
を

比
較

す
る

。
こ

れ
に

よ
っ

て
地

方
政

府
に

対
し

て
政

策
の

改
善

に
用

い
て

、
海

に
出

る
ゴ

ミ
の

量
を

削
減

す
る

こ
と

を
希

望
す

る
。

①
共

通
し

て
調

べ
た

い
項

目

1
.廃

棄
物

の
種

類
 (
IC

C
分

類
に

よ
る

)
2
.廃

棄
物

の
製

造
国

両
国

の
共

同
調

査
、

協
力

、
交

流
に

よ
り

意
見

交
流

が
で

き
る

。
調

査
方

法
を

理
解

し
、

問
題

の
解

決
方

法
を

模
索

す
る

。
海

ゴ
ミ

の
「
発

生
源

（
製

造
国

）
」
 、

「
種

類
」
お

よ
び

「
数

量
」
に

対
し

、
共

同
調

査
し

、
対

応
策

を
相

互
に

交
流

す
る

。
黒

潮
は

今
ま

さ
に

“
2
0
1
6
年

野
生

動
物

が
海

洋
廃

棄
物

か
ら

受
け

る
影

響
”
の

調
査

の
準

備
段

階
に

あ
る

。
目

的
は

動
物

の
海

洋
廃

棄
物

に
よ

る
死

傷
関

連
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

し
、

政
府

に
改

善
策

作
成

の
た

め
の

有
益

な
情

報
を

提
供

す
る

。
ほ

か
に

も
人

々
が

こ
の

テ
ー

マ
と

接
す

る
敷

居
を

低
く
し

、
環

境
教

育
教

材
に

で
き

る
こ

と
を

希
望

。
ご

興
味

が
あ

れ
ば

、
沖

縄
で

も
類

似
の

調
査

を
行

い
海

洋
廃

棄
物

と
海

洋
生

物
間

の
相

互
影

響
を

理
解

す
る

こ
と

が
可

能
。

②
手

法
1
.定

期
調

査
2
.フ

ォ
ー

ム
の

統
一

3
.主

催
者

側
が

定
期

的
に

資
料

を
整

理
す

る
。

発
生

源
を

分
類

、
識

別
し

、
記

録
す

る
。

1
.地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

連
携

し
て

定
期

的
な

巡
回

、
検

査
を

記
録

し
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

き
っ

か
け

を
提

供
す

る
。

2
.政

府
の

ゴ
ミ

運
搬

シ
ス

テ
ム

と
連

携
し

て
そ

の
後

の
廃

棄
物

処
理

プ
ロ

セ
ス

を
ス

ム
ー

ズ
に

す
る

。
3
.各

学
校

が
組

み
入

れ
た

毎
年

4
時

間
の

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

合
わ

せ
て

。
近

く
の

河
川

、
海

岸
の

ゴ
ミ

の
内

訳
を

調
査

す
る

。

現
在

の
黒

潮
が

行
っ

て
い

る
記

録
の

方
法

は
以

下
の

通
り

：
1
.関

連
す

る
動

物
救

護
機

構
や

団
体

及
び

研
究

組
織

と
連

携
す

る
。

2
.資

料
を

黒
潮

に
持

ち
帰

り
整

理
、

記
録

、
分

析
し

、
報

告
書

を
作

成
す

る
。

3
.予

定
で

は
毎

年
、

期
中

と
期

末
に

発
表

を
行

う
こ

と
を

予
定

す
る

。

③
活

用
方

法
1
.ト

ッ
プ

3
の

製
造

国
に

対
し

て
、

そ
の

国
に

海
辺

で
の

ポ
イ

捨
て

を
減

ら
し

、
も

し
く
は

ポ
イ

捨
て

を
減

ら
す

対
策

を
す

る
よ

う
要

請
す

る
。

2
.記

録
を

活
用

し
て

、
特

定
の

セ
グ

メ
ン

ト
に

対
し

て
ポ

イ
捨

て
を

し
な

い
よ

う
に

呼
び

か
け

を
強

め
る

。

交
流

の
活

動
か

ら
台

湾
と

沖
縄

地
域

に
は

共
通

認
識

が
あ

り
、

双
方

で
ゴ

ミ
を

減
ら

し
、

漂
着

ゴ
ミ

を
減

ら
す

方
法

を
共

有
し

た
い

。
1
.調

査
デ

ー
タ

を
登

録
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

し
、

調
査

結
果

を
記

録
、

分
析

す
る

。
全

台
湾

、
沖

縄
及

び
そ

の
他

の
地

域
の

海
ゴ

ミ
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
を

蓄
積

す
る

。
2
.科

学
的

な
方

法
を

用
い

て
、

海
ゴ

ミ
の

内
訳

と
発

生
源

の
観

察
と

記
録

を
進

め
、

定
期

的
に

統
計

の
成

果
を

発
表

し
、

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

と
教

育
を

普
及

す
る

た
め

の
参

考
と

す
る

。
3
.環

境
教

育
活

動
交

流
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

構
築

し
、

住
民

の
環

境
意

識
を

高
め

る
。

1
.地

域
、

大
人

へ
の

教
育

案
を

構
築

し
、

社
会

一
般

の
人

々
に

ゴ
ミ

の
問

題
の

危
害

に
つ

い
て

認
識

し
て

も
ら

う
。

と
っ

く
に

ゴ
ミ

は
汚

い
と

い
う

レ
ベ

ル
で

は
な

い
。

2
.地

方
政

府
に

資
料

や
改

善
の

方
法

を
提

供
す

る
。

3
.台

湾
と

沖
縄

県
お

よ
び

そ
の

他
地

域
と

の
共

同
調

査
に

関
し

て

参
加

者

2
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

つ
い

て

資3-167



台
湾

台
湾

台
湾

台
湾

1
.海

岸
清

掃
活

動
に

つ
い

て

①
清

掃
活

動
実

施
の

有
無

a (一
年

約
1
～

2
次

)
a (一

年
約

1
2
次

)
a　

(一
年

約
1
2
次

)
ｂ
　

(一
年

約
3
次

)
c
　

(1
0
年

内
約

1
3
0
次

)

a (一
年

約
7
次

)

①
記

録
の

有
無

a (一
年

約
1
次

)
a (一

年
約

1
2
次

)
a　

(一
年

約
1
2
次

)
c
　

(1
0
年

内
約

1
2
0
次

)
a (一

年
約

7
次

)

②
記

録
の

種
類

※
台

湾
の

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
で

よ
く
見

ら
れ

る
項

目
に

基
づ

い
て

数
量

調
査

を
行

い
、

該
当

の
活

動
で

拾
っ

た
総

重
量

を
計

量
し

記
録

す
る

。
※

2
0
1
5
年

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
活

動
記

録
は

IC
C

表
を

簡
略

化
し

、
例

年
よ

く
見

ら
れ

る
項

目
、

例
え

ば
使

い
捨

て
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
(容

器
、

食
器

、
包

装
)や

漁
業

用
具

な
ど

を
記

録
し

、
ま

た
あ

ま
り

見
ら

れ
な

い
ヘ

ル
メ

ッ
ト

、
レ

イ
ン

コ
ー

ト
、

文
房

具
な

ど
の

項
目

は
削

除
あ

る
い

は
整

合
す

る
。

※
2
0
1
5
年

に
記

録
し

た
項

目
に

は
：

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
の

キ
ャ

ッ
プ

、
そ

の
他

飲
料

や
食

品
容

器
、

非
食

品
瓶

缶
や

容
器

、
ビ

ニ
ー

ル
の

手
提

げ
袋

、
食

品
包

装
袋

、
ス

ト
ロ

ー
、

テ
イ

ク
ア

ウ
ト

飲
料

カ
ッ

プ
、

使
い

捨
て

食
器

、
ス

チ
ー

ル
ア

ル
ミ

缶
、

ア
ル

ミ
箔

/
テ

ト
ラ

パ
ッ

ク
、

ガ
ラ

ス
瓶

、
歯

ブ
ラ

シ
、

注
射

器
/
注

射
針

、
た

ば
こ

の
吸

い
殻

、
ラ

イ
タ

ー
、

釣
り

道
具

、
漁

業
用

浮
き

/
フ

ロ
ー

ト
/
釣

り
船

フ
ェ

ン
ダ

ー
、

漁
網

や
ロ

ー
プ

、
地

元
の

懸
念

廃
棄

物
—

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
破

片
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

—
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

、
地

元
の

懸
念

廃
棄

物
—

衣
類

や
靴

及
び

布
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

—
電

球
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

—
タ

イ
ヤ

、
地

元
の

懸
念

廃
棄

物
—

金
属

類
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
建

材
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
大

型
家

具
、

地
元

の
懸

念
廃

棄
物

そ
の

他
。

1
.IC

C
基

準
に

基
づ

い
た

各
項

目
の

数
量

あ
る

い
は

種
類

、
重

量
或

い
は

容
量

、
件

数
(関

連
表

は
附

属
の

歴
年

観
測

表
を

参
照

)。
2
.2

0
1
6
年

の
統

計
の

予
測

で
は

テ
イ

ク
ア

ウ
ト

飲
料

カ
ッ

プ
の

数
量

：
カ

ッ
プ

が
無

傷
か

破
損

に
よ

り
区

分
し

、
材

質
別

に
数

量
を

記
録

し
て

い
る

（
材

質
：
紙

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
、

複
合

素
材

）

1
.漁

業
用

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
。

2
.使

い
捨

て
飲

料
容

器
、

例
え

ば
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

コ
ッ

プ
、

ガ
ラ

ス
の

瓶
、

ス
ト

ロ
ー

、
キ

ャ
ッ

プ
な

ど
。

3
.ビ

ニ
ー

ル
袋

。
4
.そ

の
他

。
5
.毎

月
毎

回
の

件
数

と
季

節
に

よ
る

変
化

。

IC
C

基
準

の
記

録
を

修
正

す
る

。
以

下
を

含
む

：
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

の
場

所
、

日
時

、
方

法
。

海
外

か
ら

の
特

殊
な

ゴ
ミ

。
グ

ル
ー

プ
の

人
数

。
生

活
ゴ

ミ
と

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ゴ
ミ

。
漁

業
ゴ

ミ
と

レ
ジ

ャ
ー

釣
り

ゴ
ミ

。
医

療
個

人
衛

生
用

品
。

喫
煙

と
ビ

ン
ロ

ウ
。

そ
の

他
廃

棄
物

。
困

っ
て

い
る

動
物

。

③
目

的
と

活
用

方
法

記
録

を
通

し
て

、
海

岸
の

漂
着

ゴ
ミ

の
種

類
に

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
か

、
ど

こ
の

国
か

ら
流

れ
て

来
た

か
理

解
す

る
こ

と
が

出
来

、
解

決
方

法
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
例

え
ば

2
0
0
5
か

ら
2
0
1
3
年

に
お

い
て

、
7
万

以
上

の
飲

料
カ

ッ
プ

と
使

い
捨

て
食

器
を

拾
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

に
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

材
を

飲
料

カ
ッ

プ
に

使
用

す
る

こ
と

を
禁

止
す

る
サ

ポ
ー

ト
が

得
ら

れ
、

環
境

保
護

署
も

「
発

砲
ス

チ
ロ

ー
ル

飲
料

コ
ッ

プ
管

理
措

置
」
の

草
案

作
成

に
着

手
し

、
飲

料
店

に
対

し
て

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
カ

ッ
プ

の
使

用
禁

止
を

提
議

し
た

。

記
録

す
る

目
的

：
主

と
し

て
海

岸
の

ゴ
ミ

が
月

に
よ

っ
て

異
な

る
か

ど
う

か
を

観
察

し
た

。
（
オ

ン
シ

ー
ズ

ン
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

、
天

気
な

ど
が

影
響

を
与

え
る

）
活

用
の

方
法

：
海

岸
全

体
の

中
で

一
部

の
砂

浜
及

び
砂

州
を

選
び

、
定

点
観

測
を

行
う

。
毎

年
そ

の
結

果
を

分
析

し
、

数
量

面
で

差
異

が
あ

る
か

、
ゴ

ミ
の

内
訳

が
同

じ
か

を
確

認
す

る
。

そ
の

結
果

を
住

民
に

説
明

し
、

海
ゴ

ミ
の

発
生

源
の

多
く
は

陸
上

の
人

の
行

為
に

よ
る

も
の

だ
と

理
解

し
て

も
ら

う
。

1
.季

節
と

の
関

係
。

2
.産

業
と

の
関

係
。

3
.説

明
員

の
改

善
希

望
。

4
.改

善
の

提
案

を
行

う
。

5
.参

加
者

を
現

場
に

連
れ

て
行

き
、

実
際

の
活

動
参

加
に

よ
っ

て
理

解
し

て
も

ら
う

。
6
.写

真
を

撮
っ

て
お

き
、

環
境

教
育

に
用

い
る

。

●
環

境
保

護
(海

の
生

き
物

が
誤

飲
す

る
漂

着
ゴ

ミ
を

減
ら

す
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

粒
子

を
減

ら
し

、
現

地
の

砂
浜

を
き

れ
い

に
し

、
漂

着
ゴ

ミ
が

再
び

海
に

流
れ

る
の

を
防

ぐ
)

●
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
や

学
校

で
の

呼
び

か
け

 (
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
や

学
校

で
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

の
雰

囲
気

と
習

慣
を

作
り

、
長

期
に

わ
た

る
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

教
育

の
協

力
関

係
を

構
築

し
海

岸
養

生
計

画
を

推
進

す
る

。
●

海
の

漂
着

ゴ
ミ

資
料

の
統

計
 (

澎
湖

海
域

海
の

漂
着

ゴ
ミ

統
計

デ
ー

タ
と

分
析

報
告

を
作

成
)

①
共

通
し

て
調

べ
た

い
項

目

可
能

な
ら

、
使

い
捨

て
の

プ
ラ

チ
ッ

ク
製

品
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

粒
子

お
よ

び
地

域
間

で
共

同
の

海
の

漂
着

ゴ
ミ

に
関

す
る

共
同

調
査

や
比

較
で

き
る

こ
と

を
希

望
す

る
。

国
家

間
の

共
同

調
査

：
各

国
の

砂
浜

の
海

ゴ
ミ

の
発

生
源

の
国

や
そ

の
種

類
に

つ
い

て
知

り
た

い
。

T
E
IA

協
会

は
目

下
、

カ
ッ

プ
飲

料
に

着
目

し
て

い
る

。
台

湾
で

は
現

在
カ

ッ
プ

飲
料

が
流

行
。

移
動

中
に

飲
む

も
の

で
あ

る
た

め
に

、
か

な
り

の
確

率
で

カ
ッ

プ
が

ポ
イ

捨
て

さ
れ

、
環

境
汚

染
を

も
た

ら
し

て
い

る
。

収
集

し
た

デ
ー

タ
に

よ
っ

て
現

在
す

で
に

使
い

捨
て

の
飲

料
カ

ッ
プ

の
回

収
が

問
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

政
策

を
そ

れ
に

合
わ

せ
て

修
正

す
る

必
要

性
に

つ
い

て
さ

ら
に

検
討

す
る

。

1
.海

の
漂

着
ゴ

ミ
を

議
題

に
協

力
す

る
「
例

え
ば

ラ
イ

タ
ー

」
2
.飲

料
の

ビ
ン

や
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

カ
ッ

プ
の

比
較

を
記

録
す

る
。

3
.プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
粒

子
の

調
査

や
研

究
は

日
本

側
の

協
力

が
必

要
。

●
全

体
の

重
量

。
●

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

製
造

国
別

の
記

録
。

●
季

節
別

の
主

要
な

海
の

漂
着

ゴ
ミ

の
種

類
。

②
手

法
※

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

の
調

査
を

行
う

際
に

、
材

質
、

種
類

、
製

造
国

別
な

ど
の

基
本

デ
ー

タ
を

同
時

に
記

録
す

る
。

※
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
粒

子
の

調
査

は
篩

や
網

を
使

用
し

て
濾

し
、

分
類

し
て

数
量

を
統

計
す

る
こ

と
が

可
能

。
※

興
味

の
あ

る
中

高
生

に
呼

び
か

け
て

関
連

の
調

査
や

記
録

を
行

い
、

研
究

成
果

を
ま

と
め

る
。

1
.定

期
的

、
定

点
で

、
統

一
し

た
フ

ォ
ー

ム
に

よ
る

記
録

。
2
.毎

回
の

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
で

デ
ー

タ
の

差
異

が
大

き
く
な

り
す

ぎ
な

い
よ

う
に

、
一

区
域

に
区

分
け

し
て

記
録

を
行

え
ば

よ
い

。
3
.国

家
間

で
共

有
で

き
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
必

要
。

1
.毎

年
同

様
の

期
間

、
例

え
ば

冬
や

夏
の

記
録

と
分

析
を

行
う

。
2
.国

家
間

で
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

流
通

や
共

有
を

進
め

る
。

3
.テ

ー
マ

別
に

専
用

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

構
築

す
る

な
ど

。

●
毎

回
の

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
で

確
実

に
個

別
総

量
を

記
録

す
る

。
●

ほ
か

の
国

か
ら

流
れ

て
き

た
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

つ
い

て
は

特
別

に
記

録
す

る
。

●
夏

や
冬

に
よ

っ
て

海
の

漂
着

ゴ
ミ

の
違

い
を

観
察

す
る

。

③
活

用
方

法
※

蓄
積

し
て

き
た

調
査

資
料

で
海

外
の

漂
着

ゴ
ミ

の
発

生
源

に
つ

い
て

さ
ら

に
理

解
進

め
、

影
響

を
受

け
る

地
域

の
範

囲
を

推
測

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

そ
れ

が
生

物
や

生
態

系
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
に

つ
い

て
、

調
査

デ
ー

タ
を

通
じ

て
、

政
府

や
関

連
団

体
に

対
し

て
、

海
の

漂
着

ゴ
ミ

問
題

の
対

策
や

措
置

を
策

定
す

る
よ

う
促

進
す

る
。

※
ま

た
海

岸
周

囲
の

学
校

に
対

し
て

積
極

的
に

、
海

ゴ
ミ

に
関

連
す

る
調

査
や

研
究

に
加

わ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
.資

源
の

共
有

。
2
.政

府
機

関
を

通
じ

て
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

報
告

を
公

表
し

、
海

ゴ
ミ

の
発

生
国

家
へ

参
考

に
提

供
し

、
同

時
に

国
内

の
法

規
や

関
連

す
る

執
行

、
監

督
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

穴
が

な
い

か
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

1
.都

市
間

の
協

力
や

提
唱

、
普

及
を

進
め

る
。

一
つ

の
項

目
ま

た
は

い
く
つ

か
の

項
目

を
選

ん
で

、
協

力
す

る
。

2
.環

境
教

育
の

方
法

に
つ

い
て

情
報

共
有

す
る

。
3
.政

策
ま

た
は

法
律

上
の

修
正

ま
た

は
制

定
に

つ
い

て
情

報
共

有
す

る
。

（
改

善
の

共
有

）

海
の

漂
着

ゴ
ミ

の
現

状
に

つ
い

て
さ

ら
に

理
解

す
る

。
ど

ん
な

時
に

、
ど

ん
な

場
所

で
ど

ん
な

も
の

が
漂

着
し

て
い

る
の

か
？

環
境

保
護

、
環

境
教

育
、

政
策

推
進

に
お

い
て

、
よ

り
実

際
に

近
い

方
法

で
行

う
こ

と
が

可
能

。

参
加

者

2
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

つ
い

て

3
.台

湾
と

沖
縄

県
お

よ
び

そ
の

他
地

域
と

の
共

同
調

査
に

関
し

て
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沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄

1
.關

於
淨

灘
活

動

①
單

位
有

實
施

淨
灘

活
動

嗎
？

a (一
年

約
2
次

全
国

）
a (一

年
約

9
次

）
a (一

年
約

6
次

）
a (一

年
約

2
次

）

①
針

對
回

收
後

的
海

岸
漂

流
物

有
進

行
種

類
以

及
數

量
等

記
錄

嗎
？

a (一
年

約
1
次

全
国

）
a (一

年
約

9
次

）
a (一

年
約

6
次

）
a　

(一
年

約
2
次

）
ｂ
　

(一
年

約
1
次

）
e
　

學
校

有
綜

合
學

習
等

課
題

的
情

況

②
進

行
哪

些
記

錄
？

(例
如

:遵
循

IC
C

基
準

的
各

項
目

數
量

或
種

類
、

重
量

或
容

量
、

件
數

等
)

實
行

IC
C

的
手

法
。

（
代

表
IC

C
日

本
的

國
家

級
聯

絡
人

，
擔

任
日

本
國
內

海
岸

、
海

裡
、

河
川

、
湖

沼
等

的
活

動
召

集
與

總
籌

業
務

。
）

以
IC

C
母

體
美

國
T
h
e
 O

c
e
an

 C
o
n
se

rv
an

c
y所

製
作

的
世

界
共

通
記

錄
卡

為
基

礎
，

並
在

取
得

同
意

的
情

況
下

，
採

用
加

上
日

本
常

見
品

項
的

日
文

記
錄

卡
。

於
每

個
參

加
會

場
選

擇
任

意
的

面
積

回
收

垃
圾

，
並

依
據

記
錄

卡
的

品
項

統
計

並
記

錄
數

量
。

重
量

垃
圾

的
種

類
①

可
燃

垃
圾

（
寶

特
瓶

、
塑

膠
類

、
保

麗
龍

、
塑

膠
袋

、
打

火
機

、
紙

・
布

類
、

木
材

等
）
＝

（
○

○
袋

〉
②

不
可

燃
垃

圾
（
罐

、
瓶

、
橡

膠
、

玻
璃

、
金

屬
類

等
）
＝

（
○

○
袋

）
③

大
型

廢
棄

物
（
電

視
、

冰
箱

、
電

腦
、

棉
被

、
家

具
等

）
＝

（
○

○
1

台
）

分
類

為
這

3
種

類
,紀

錄
數

量
及

重
量

。
※

使
用

宇
流

麻
市

指
定

的
垃

圾
袋

（
志

工
專

用
袋

）
。

滿
足

垃
圾

處
理

業
者

的
要

求
。

依
據

各
鄉

鎮
處

理
的

分
類

方
法

以
及

重
量

、
數

量
、

可
燃

、
不

可
燃

…
等

③
請
說

明
進

行
記

錄
的

目
的

以
及

其
活

用
方

法
。

(例
如

:觀
察

垃
圾

的
逐

年
變

化
趨

勢
、

應
用

於
環

境
教

育
等

)

藉
由

世
界

通
用

的
手

法
進

行
記

錄
，

掌
握

世
界

全
體

海
漂

垃
圾

的
傾

向
與

特
徵

、
問

題
點

等
。

由
市

民
參

與
調

查
，

對
參

與
者

進
行

海
漂

垃
圾

問
題

的
啟

蒙
與

教
育

。
與

其
他

地
區

或
國

家
相

比
較

,並
觀

察
長

期
變

遷
。

將
調
查

結
果

運
用

於
斷

絕
垃

圾
的

根
源

。
（
針

對
特

別
有

問
題

的
品

項
，

向
相

關
製

造
商

等
要

求
進

行
相

關
改

善
等

）
將

調
查

結
果

的
考

察
內

容
製

作
成

資
料

，
活

用
於

環
境

教
育

與
普

及
啟

蒙
。

藉
由

刊
載

於
部

落
格

提
升

意
識

・
垃

圾
量

的
長

期
變

遷
（
依

季
節

不
同

有
所

變
化

）
・
利

用
於

環
境

教
育

（
活

用
於

地
區

孩
童

會
、

中
小

學
生

・
高

中
生

的
體

驗
學

習
・
專

題
討

論
會

）

・
作

為
環

境
對

策
的

一
環

，
用

於
製

作
報

告
書

。
・
因
鄉

鎮
的

協
助

可
將

長
期

變
遷

的
趨

勢
進

行
數

據
化

①
今

後
於

台
灣

、
沖

繩
、

其
他

地
區

,是
否

有
想

進
行

共
同

調
查

或
是

想
比

較
的

項
目

?(
例

如
:

整
體

重
量

、
寶

特
瓶

製
造

國
別

之
件

數
)

因
於

台
灣

也
有

實
行

IC
C

，
故

認
為

可
調
查

IC
C

無
法

掌
握

的
項

目
。

①
選

擇
數

種
為

共
同

的
品

項
且

想
抑

制
產

生
的

日
常

生
活

用
品

（
例

如
　

飲
料

容
器

、
塑

膠
袋

、
瓶

蓋
等

）
並

計
算

數
量

等
。

比
較

檢
討

這
些

品
項

的
利

用
形

態
、

有
無

回
收

系
統

等
，

相
互

提
出

能
有

效
抑

制
產

生
的

提
案

。
我

們
認

為
於

原
有

活
動

中
順

道
實

行
負

擔
較

少
的

簡
易

調
查

較
佳

。
②

實
行

漂
流

至
海

岸
的

微
小

塑
膠

製
品

的
調

查
，

做
為

東
亞

共
同

調
查

的
開

端
。

此
外

，
活

用
於

各
個

地
區

的
啟

蒙
資

料
。

垃
圾

的
漂

流
種

類
與

漂
流

到
的

地
點

⇒
觀

察
傾

向
⇒

檢
討

改
善

對
策

。
・
想

運
用

條
碼

檢
討

比
較

各
製

造
國

海
漂

垃
圾

的
材

質
、

種
類

及
數

量
。

・
想

藉
由

隨
手

亂
扔

垃
圾

的
實

際
狀

況
調

查
（
材

質
、

種
類

、
數

量
）

進
行

檢
討

比
較

。
・
於

海
漂

物
觀

測
及

專
題

研
討

會
等

利
用

兩
國

的
記

錄
。

・
如

兩
國

的
小

孩
能

進
行

交
流

的
話

，
想

活
用

於
雙

方
的

「
環

境
教

育
」
教

材
。

對
環

境
的

意
識

、
積

極
性

等

②
為

了
進

行
此

項
紀

錄
,有

哪
些

手
法

可
行

?

於
各

地
進

行
淨

灘
活

動
時

，
針

對
調
查

對
象

品
項

另
行

個
別

計
算

並
統

計
結

果
後

，
進

行
檢

討
比

較
。

我
們

認
為

減
少

對
象

品
項

的
種

類
，

不
進

行
回

收
而

採
用

目
測

的
方

式
或

許
較

容
易

參
與

。
不

僅
拘

泥
於

海
灘

，
在

市
街

道
、

公
園

、
廣

場
等

人
多

的
地

方
也

可
實

行
同

樣
的

調
查

（
可

藉
此

比
較

散
亂

於
街

道
的

垃
圾

與
海

漂
垃

圾
的

數
量

，
抑

或
能

考
察

垃
圾

的
移

動
及

外
流

的
情

形
）
。

 關
於

微
小

塑
膠

製
品

，
可

以
請

研
究

人
員

提
供

建
議

。

目
視

海
漂

垃
圾

調
查

(範
例

）
日

期
：
○

年
○

月
○

日
　

地
點

：
沖

繩
縣

○
○

海
岸

每
月

海
漂

垃
圾

調
查

表
（
　

　
）
月

問
卷

調
查

等

③
您

認
為

於
台

灣
、

沖
繩

、
其

他
地

區
之

間
,能

如
何

活
用

此
項

紀
錄

?

事
先

決
定

調
查

期
間

，
完

成
後

約
一

個
月

進
行

統
計

並
共

享
。

關
於

物
品

的
利

用
形

態
及

回
收

系
統

等
，

由
各

地
區

進
行

資
料

收
集

的
負

責
團

體
決

定
。

這
些

調
查

結
果

可
做

為
往

後
交

流
事

業
的

資
料

，
以

利
進

行
減

量
對

策
的

研
議

。
例

如
，

在
海

灘
常

見
垃

圾
散

亂
度

極
高

的
街

道
上

，
可

以
實

行
【
不

從
街

道
排

放
垃

圾
到

大
海

的
活

動
】
，

從
街

道
至

大
海

徹
底

實
行

清
潔

活
動

。
台

灣
的

話
，

可
以

提
及

在
夜

市
大

量
消

費
的
拋

棄
式

容
器

等
問

題
。

活
用

於
改

善
對

策
等

各
地

區
的

記
錄

除
了

可
用

於
解

決
環

境
問

題
（
垃

圾
問

題
）
之

外
，

還
可

活
用

於
追
查

當
地

的
汙

染
源

及
研

擬
對

策
上

。
我

認
為

這
還

是
有

助
於

兩
國

交
流

事
業

互
動

的
重

要
數

據
。

能
進

而
促

進
抑

制
發

生
的

活
動

3
.關

於
沖

繩
縣

與
台

灣
、

其
他

地
區

的
共

同
調

查

参
加

者

2
關

於
海

岸
漂

流
物

的
監

控
調

查

素
材

種
類

数
国

外
備

考
（

国
外

数
）

ペ
ッ

ト
ボ
ト

ル
50

5
台
湾

0
　
韓

国
3
…

発
泡

ス
チ
ロ

ー
ル

弁
当

容
器
・

破
片

プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
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沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄

1
.關

於
淨
灘

活
動

①
單

位
有

實
施

淨
灘

活
動

嗎
？

a (一
年

約
1
0
次

）
a (一

年
約

1
5
次

）
a (一

年
約
7
～
8
次
）

a (一
年

約
1
2
次

）

①
針

對
回

收
後

的
海

岸
漂

流
物

有
進

行
種

類
以

及
數

量
等

記
錄

嗎
？

ｃ (一
年

約
1
次

）
a (一

年
約

1
5
次

）
a (一

年
約
7
～
8
次
）

a (一
年

約
1
2
次

）

②
進

行
哪

些
記

錄
？

(例
如

:遵
循

IC
C
基
準
的

各
項

目
數

量
或

種
類

、
重

量
或

容
量
、
件
數

等
)

在
每
年
約
進
行
1
0
次
的
淨
灘
活
動
中
，
僅
記
錄
總
容
量
及
總
袋
數
。

在
過
去
團
體
尚
未
法
人
化
前
，
每
年
進
行
3
、
4
次
時
，
採
用
以
IC
C

為
準
的
方
式
記
錄
。
現
在
則
不
定
期
採
用
以
IC
C
為
準
的
方
式
進
行

監
測

。

依
石
垣
市
分
類
方
法
進
行
分
類
，
並
根
據
垃
圾
袋
(4
5
L
)的

個
數
計

算
數
量
。

・
1
1
種

（
可

燃
、
不

可
燃

、
寶

特
瓶

、
保

麗
龍

、
漁

具
、
燈

泡
・
螢

光
燈
、
瓶
、
罐
、
易
碎
品
、
危
險
物
品
、
大
浮
標
）

・
袋
子
數
量

・
個
數
（
無
法
裝
入
袋

子
的

物
品

）

・
以

1
5
品

項
＋

其
他

分
類

容
量

（
統

一
為

4
5
L
袋

）
計

算
1
5
品
項
：
①
保
麗
龍
②
繩
索
、
漁
網
③
浮
標
④
寶
特
瓶
⑤
其
他
塑
膠

製
品

⑥
玻

璃
製

品
⑦

燈
泡

⑧
罐

類
⑨

危
險

罐
類

⑩
電

池
類

⑪
電

化
產

品
⑫

金
屬

製
品

⑬
布

製
品

⑭
橡

膠
製

品
⑮

紙
製

品
其
他
：
醫
療
類
、
廢
油
球
、
打
火
機

寶
特

瓶
以

有
標

籤
／

無
標

籤
做

分
類

計
算

有
標

籤
則

以
條

碼
辨

識
製

造
國

並
計

算
數

量

③
請
說

明
進

行
記

錄
的

目
的

以
及

其
活

用
方
法
。
(例

如
:觀

察
垃

圾
的

逐
年

變
化

趨
勢

、
應

用
於

環
境

教
育

等
)

觀
察
數
量
多
的
垃
圾
種
類
、
數
量
的
長
期
變
遷
，
將
其
應
用
於
淨
灘

活
動

前
的
說

明
或

環
境

教
育

課
程

。
向
淨
灘
活
動
的
參
與
人
員
報
告
。

為
了
銜
接
至
未
來
的
活
動

尚
未
被
活
用

・
讓
淨
灘
活
動
參
與
者
瞭

解
有

哪
些

海
漂

垃
圾

。
・
於

八
重

山
環

境
N
e
tW

o
rk
進

行
年

度
報

告
・
尚
未
被
活
用

・
為

了
觀

察
垃

圾
種

類
及

寶
特

瓶
製

造
國

的
長

期
變

遷
・
為

了
向

行
政

機
關

提
供

資
訊

・
應

用
於

環
境

教
育

①
今

後
於

台
灣
、
沖

繩
、
其
他
地

區
,是

否
有

想
進

行
共

同
調

查
或

是
想

比
較

的
項

目
?(
例

如
:

整
體

重
量

、
寶

特
瓶

製
造

國
別

之
件

數
)

想
分
類
並
比
較
的
品
項
為
，
寶
特
瓶
的
製
造
國
別
數
量
、
寶
特
瓶
瓶

蓋
、
香
菸
、
食
品
包
裝
、
浮
標
等

處
理
垃
圾
的
方
法
。

聽
說
台
灣
寶
特
瓶
垃
圾
的
數
量
很
少
，
想
比
較
日
本
（
沖
繩
）
與
台

灣
的
情
況
，
調

查
回
收
等
對
垃
圾
量
的
影
響
。

①
海
漂
物
前
5
～
6
名

的
品

項
（
種

類
）
與

數
量

②
調
查

微
小
塑
膠
製

品
（
推

積
狀

況
）

・
寶

特
瓶

製
造

國
別

數
量

・
採
用
相
同
方
法
於
各
國
東
西
南
北
的
海
灘
，
調
查

相
同

面
積
內

的
垃
圾
種
類
與
數
量
。
（
一
年
約
4
次
）

②
為

了
進

行
此

項
紀

錄
,有

哪
些

手
法

可
行

?

製
作
共
同
記
錄
卡
，
每
一
季
在
島
的
北
部
與
南
部
等
不
同
環
境
的

海
灘

進
行

監
測

。
於
有
回
收
寶
特
瓶
都
市
的
海
岸
、
未
回
收
的
海
岸
、
沖
繩
的
海
岸
，

在
相
同
大
小
的
面
積
內
撿
拾
並
調
查

數
量
。

定
期
記
錄
數
據
。

①
每
年
數
次
(1
次
也
可

)於
同

一
天

進
行

淨
灘

活
動

時
（
因

各
地

分
類
方
法
不
同
，
可
統
一
方
法
或
是
即
使
方
法
不
同
只
要
瞭
解
狀
況

即
可
)，
拍
攝
漂
流
狀
況
的
照
片
與
記
錄
回
收
數
據
。

②
進
行
照
片
拍
攝
，
並
調
查

有
多

大
的

範
圍

。

各
民
間
團
體
決
定
負
責
的
海
灘
，
於
同
時
期
用
相
同
手
法
進
行
一

次
。

③
您

認
為

於
台
灣
、
沖

繩
、
其
他
地

區
之

間
,能

如
何

活
用

此
項

紀
錄

?

探
討
兩
國
結
果
相
異
及
相
同
的
理
由
，
將
其
用
作
製
作
垃
圾
減
量

規
則

與
框

架
時

的
參

考
。

沖
繩
（
石
垣
）
的
海
岸
寶
特
瓶
的
海
漂
垃
圾
特
別
嚴
重
，
如
能
藉
由

台
灣
數
據
判
斷
回
收
（
或
是
收
購
）
可
減
少
垃
圾
的
話
，
希
望
石
垣

市
從
能
學
習
的
地
方
一
步
一
步
做
起
。

・
透
過
媒
體
讓
大
眾
瞭
解
。
（
包
含
可
能
對
人
體
產

生
的

影
響

）
（
新
聞
、
廣
告
等
皆
可
）

・
向
企
業
或
行
政
單
位
？
進
行
提
議
，
促
其
推
進
將
塑
膠
製
品
轉
換

成
可
回
收
再
利
用
素
材

的
研

究
等

。

向
本

國
或

是
第

三
國

發
送

資
訊

2
關
於
海

岸
漂
流
物
的

監
控
調
查

3
.關

於
沖

繩
縣
與
台

灣
、

其
他
地

區
的
共
同

調
查

参
加

者
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台
湾

台
湾

台
湾

台
湾

1
.關

於
淨
灘

活
動

①
單

位
有

實
施

淨
灘

活
動

嗎
？

a (一
年

約
1
8
次

)
a (一

年
約

2
次

)
a (一

年
約

2
次

)
b (一

年
約

8
次

）

①
針

對
回

收
後

的
海

岸
漂

流
物

有
進

行
種

類
以

及
數

量
等

記
錄

嗎
？

b (一
年

約
2
次

）
a (一

年
約

2
次

)
b (一

年
約

3
次

）
a (一

年
約

8
次

)

②
進

行
哪

些
記

錄
？

(例
如

:遵
循

IC
C
基
準
的

各
項

目
數

量
或

種
類

、
重

量
或

容
量
、
件
數

等
)

1
.以

IC
C
內

容
，
記
錄
總
類
與
數
量
或
使
用
環
保
署
的
淨
灘
活
動
記

錄
表
，
記
錄
總
類
與
數
量
。

2
.辨

識
商
品
條
碼
前
三
碼
，
得
知
製
造
國
家
。

從
撿
回
垃
圾
中
做
分
類
有
保
特
瓶
、
鐵
罐
、
鋁
罐
、
玻
璃
瓶
、
塑
膠

類
、
保
麗
龍
、
漁
網
等
。

其
中
比
較
嚴
重
的
有
3
類
：
1
.保

特
瓶
、
2
.保

麗
龍
、
3
.塑

膠
袋
。
目
前

是
影
響
環
境
生
態
的
海
漂
物
。

遵
循
IC
C
基
準
記
錄
表
區
分
為
五
大
來
源
：
「
海
岸
遊
憩
日
常
生

活
」
、
「
海
上
活
動
與
船
隻
」
、
「
抽
煙
」
、
「
傾
倒
廢
棄
物
」
、
「
醫
療
/
個

人
衛
生
用
品
」
並
統
計
各

項
目

數
量

。

遵
循
IC
C
基
準
的
各
項
目
數
量
及
種
類
、
件
數
，
並
注
記
淨
灘
地

點
、
時
間
、
總
重
等
資
訊
。

③
請
說

明
進

行
記

錄
的

目
的

以
及

其
活

用
方
法
。
(例

如
:觀

察
垃

圾
的

逐
年

變
化

趨
勢

、
應

用
於

環
境

教
育

等
)

統
計

廢
棄

物
的

種
類

及
數

量
1
.針

對
特
定
使
用
者
進
行
宣
導
，
如
玻
璃
空
瓶
以
酒
精
性
及
提
神
飲

料
居
多
，
故
對
漁
民
及
釣
客
進
行
宣
導
。

2
.運

用
於
進
行
環
境
教
育
，
對
多
數
的
廢
棄
物
從
源
頭
教
育
減
少
使

用
廢
棄
物
，
如
免
洗
餐
具
及
手
搖
飲
料
杯
站
廢
棄
物
比
例
多
，
教
育

減
少

使
用

該
類

產
品

。

記
錄
目
的
:是

要
了
解
海
漂
物
從
哪
裡
來
。
對
環
境
的
影
響
提
出
建

議
。
讓
政
府
來
制
定
有
效
政
策
解
決
問
題
。

藉
由
環
境
教
育
活
動
推
進
IC
C
調
查

記
錄
，
觀
察
整
段
河
川
及
海
岸

垃
圾
主
要
的
來
源
，
針
對
來
源
進
行
管
制
或
是
加
強
宣
導
，
例
如
大

排
排
放
口
設
置
攔
截
網
、
結
合
在
地
社
區
定
期
巡
檢
、
熱
區
髒
亂
點

設
置
告
示
牌
等
，
也
能
於
活
動
中
讓
參
加
活
動
的
民
眾
瞭
解
垃
圾

主
要
貢
獻
者
是
誰
、
來
自
於
哪
，
讓
民
眾
提
高
環
保
意
識
達
到
垃
圾

不
落
地
及
垃
圾
減
量

。

黑
潮
固
定
海
廢
淨
灘
記
錄
地
點
為
花
蓮
溪
出
海
口
，
可
藉
由
不
同

月
份
資
料
作
為
春
夏
秋
冬
人
為
活
動
比
對
，
及
以
整
年
份
資
料
比

對
變
化
趨
勢
，
希
望
得
以
向
地
方
政
府
做
為
政
策
改
善
使
用
，
減
少

出
海

口
垃

圾
量

漫
佈

情
形

。

①
今

後
於

台
灣
、
沖

繩
、
其
他
地

區
,是

否
有

想
進

行
共

同
調

查
或

是
想

比
較

的
項

目
?(
例

如
:

整
體

重
量

、
寶

特
瓶

製
造

國
別

之
件

數
)

1
.廢

棄
物
之
種
類
(依

IC
C
分
類
)

2
.廢

棄
物

之
製
造

國
透
過
兩
國
共
同
調
查

合
作
交
流
可
以
意
見
交
流
。
了
解
調
查

方
法
，

尋
求
解
決
方
法
。

針
對
海
漂
垃
圾
的
「
來
源
(製

造
國
)」
、
「
種
類
」
及
「
數
量
」
，
共
同
調

查
彼
此
交
流
因
應
對
策

。
黑

潮
目

前
正

在
籌

備
進

行
“
2
0
1
6
野

生
動

物
受

海
洋

廢
棄

物
影

響
”

的
調

查
，
目
的
是
希
望
建
立
一
個
有
關
動
物
因
為
海
洋
廢
棄
物
而

傷
亡
的
資
料
庫
，
成
為
可
供
政
府
改
善
、
使
用
的
有
用
資
訊
。
另
外

也
希
望
可
以
降
低
民
眾
接
觸
此
議
題
的
門
檻
，
成
為
環
境
教
育
的

教
材
。
或
許
沖
繩
有
興
趣
可
進
行
類
似
調
查

了
解

海
洋

廢
棄

物
與

海
洋

生
物

間
相

互
影

響
。

②
為

了
進

行
此

項
紀

錄
,有

哪
些

手
法

可
行

?

1
.定

期
調

查
2
.統

一
表

格
3
.主

導
方

定
期
將

資
料

統
整

分
類
、
辨
別
來
源
、
作
記
錄
。

1
.結

合
在
地
社
團
定
期
巡
檢
記
錄
，
提
供
奬
勵
誘
因
。

2
.結

合
政
府
垃
圾
清
運
系
統
，
暢
通
後
續
垃
圾
處
理
流
程
。

3
.結

合
各
級
學
校
納
入
每
年
4
小
時
環
境
教
育
課
程
，
就
近
調
查

附
近
河
川
、
海
岸
之
垃
圾
組
成
。

目
前

黑
潮

進
行

記
錄

的
方

法
是

：
1
.串

聯
相
關
動
物
救
傷
機
構
、
團
體
以
及
研
究
組
織
。

2
.回

傳
資
料
到
黑
潮
彙
整
、
記
錄
、
分
析
、
產

出
報

告
.

3
.預

計
每

年
進

行
期

中
與

期
末

的
發

表
。

③
您

認
為

於
台
灣
、
沖

繩
、
其
他
地

區
之

間
,能

如
何

活
用

此
項

紀
錄

?

1
.針

對
前

3
名

之
製

造
國

,請
該

國
減

少
於

海
邊

亂
丟

廢
棄

物
及
該

廢
棄

物
減

少
被

丟
棄

之
對

策
。

2
.應

用
記
錄
，
針
對
特
定
族
群
宣
導
，
不
亂
丟
垃
圾
。

從
交
流
活
動
認
識
台
灣
與
沖
繩
地
區
都
有
共
識
，
彼
此
想
把
垃
圾

減
少
，
海
漂
物
的
減
少
作
法
分
享
。

1
.建

立
調
查

資
料
登
錄
平
台
，
記
錄
分
析
調

查
結
果
，
累
積
全
台

灣
、
沖
繩
、
其
他
地
區
之
海
洋
廢
棄
物
監
測
數
據
。

2
.以

科
學
方
法
觀
察
並
記
錄
海
洋
廢
棄
物
的
組
成
與
來
源
，
定
期
發

表
統
計
成
果
，
作
為
訂
定
行
動
策
略
與
教
育
推
廣
的
參
考
。

3
.建

立
環
境
教
育
活
動
交
流
機
制
，
提
升
民
眾
環
境
素
養
。

1
.設

計
針
對
社
區
、
成
年
人
的
教
案
，
讓
社
會
大
眾
了
解
垃
圾
議
題

的
危
害
，
早
已
不
只
是
髒
亂
。

2
.提

供
地

方
政

府
資

訊
與

改
善

的
方

法
。

参
加

者

2
關
於
海

岸
漂
流
物

的
監
控
調

查

3
.關

於
沖

繩
縣
與
台

灣
、

其
他
地

區
的
共
同

調
查
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台
湾

台
湾

台
湾

台
湾

1
.關

於
淨

灘
活
動

①
單

位
有

實
施

淨
灘

活
動

嗎
？

a (一
年
約
1
～
2
次

)
a (一

年
約
1
2
次
)

a　
(一

年
約
1
2
次
)

ｂ
　
(一

年
約

3
次

)
c
　
(1
0
年
内
約
1
3
0
次
)

a (一
年

約
7
次

)

①
針
對
回

收
後
的
海

岸
漂
流
物

有
進
行
種

類
以
及
數

量
等
記
錄

嗎
？

a (一
年
約
1
次
)

a (一
年
約
1
2
次
)

a　
(一

年
約
1
2
次
)

c
　
(1
0
年
内
約
1
2
0
次
)

a (一
年

約
7
次

)

②
進
行
哪

些
記
錄
？

(例
如

:遵
循

IC
C
基
準
的

各
項
目
數

量
或
種
類
、

重
量
或
容

量
、
件
數

等
)

※
針
對
台
灣
淨
灘

常
見

項
目

進
行

數
量

調
查

，
並

秤
重

以
記

錄
該
次

活
動
撿
拾
總
重
量

。
※
2
0
1
5
年
淨
灘
活
動
記
錄
簡
化
了
IC
C
表
，
針
對
歷
年
常
見
項
目
如

一
次
性
塑
膠
(容

器
、
餐

具
、
包

裝
)與

漁
業

用
具

等
做

記
錄

，
並

刪
掉

或
整
合
較
少
見
的

安
全

帽
，
雨

衣
，
文

具
等

類
別

的
項

目
。

※
2
0
1
5
年
記
錄
的

項
目

有
：

塑
膠
瓶
蓋
、
其

他
飲

料
與

食
物

容
器

、
非

食
物

的
瓶

罐
與

容
器

、
塑

膠
提
袋
、
食
品

包
裝

袋
、
吸

管
、
外

帶
飲

料
杯

、
免

洗
餐

具
、
鐵

鋁
罐

、
鋁

箔
包

/
利

樂
包

、
玻

璃
瓶

、
牙

刷
、
針

筒
/
針

頭
、
菸

蒂
,打

火
機

、
釣

魚
用

具
、
漁

業
浮

球
/
浮

筒
/
漁

船
防

碰
墊

,漁
網

與
繩

子
,當

地
關

心
的

廢
棄

物
-
-
塑

膠
碎

片
,當

地
關

心
的

廢
棄

物
-
-
保

麗
龍

、
當

地
關
心
的
廢
棄
物

-
-
衣

物
鞋

子
布

、
當

地
關

心
的

廢
棄

物
-
-
燈
泡
、

當
地
關
心
的
廢
棄

物
-
-
輪

胎
、
當

地
關

心
的

廢
棄

物
-
-
金

屬
類
、
當

地
關
心
的
廢
棄
物

-
-
建

材
、
當

地
關

心
的

廢
棄

物
-
-
大

型
家

具
、
當

地
關
心
的
廢
棄
物

-
-
其

他
。

1
.遵

行
IC
C
基
準
的
各
項
目
數
量
或
種
類
、
重
量
或
容
量
、
件
數
(相

關
表
格
見
附
件
歷
年
監
測
表
格
)。

2
.預

計
於

2
0
1
6
年

統
計

外
帶

飲
料

杯
的

數
據

：
依

據
杯

子
完

整
、
破

碎
來
區
分
，
分
別
依
照
材
質
記
錄
數
量
(材

質
：
紙
、
塑
膠
、
保
麗
龍
、

複
合
材
質
)

1
.漁

業
用

保
麗

龍
。

2
.一

次
性

飲
料

容
器

、
例

如
塑

膠
杯

、
玻

璃
瓶

、
吸

管
、
瓶

蓋
等

。
3
.塑

膠
袋

。
4
.其

他
。

5
.每

個
月

每
次

的
件

數
及

季
節

的
變

化
。

修
改
IC
C
基
準
之
記
錄

包
含

：
淨

灘
地

點
、
日

期
、
方

式
。
來

自
海

外
的

特
殊

垃
圾

。
組

別
人

數
。
生

活
垃

圾
與

遊
憩

行
為

垃
圾

。
漁

業
與

休
閑

釣
魚

垃
圾

。
醫

療
個

人
衛

生
用

品
。
抽

煙
與

檳
榔

。
其

他
廢

棄
物

。
受

困
的

動
物

。

③
請
說
明

進
行
記
錄

的
目
的
以

及
其
活
用

方
法
。
(例

如
:觀

察
垃

圾
的
逐
年

變
化
趨
勢
、

應
用
於
環

境
教
育
等
)

透
過
記
錄
、
可

以
瞭

解
海

岸
漂

流
物

的
類

型
有

哪
些

、
可

能
是

從
哪

些
國
家
漂
流
過
來

的
，
進

而
擬

定
解

決
方

式
，
例

如
2
0
0
5
-
-
2
0
1
3
年

來
,共

撿
到

七
萬

件
以

上
的

飲
料

杯
與

免
洗

餐
具

，
因

而
發

起
響

應
支

持
「
禁

用
發

泡
材

質
飲

料
杯

」
，
環

保
署

也
著

手
擬

定
«
發

泡
塑

膠
類

飲
料

杯
管

制
措

施
»
草

案
,擬

禁
用

飲
料

店
使

用
保

麗
龍

杯
。

記
錄
目
的
：

主
要
觀
察
海
灘
上
垃
圾
的
變
化
，
是
否
有
可
能
隨
月
份
變
化
。
(可

能
影
響
：
淡
旺
季
、
天
氣
)

活
用
方
法
：

在
整
片
沙
灘
中
，
挑
選
沙
灘
，
以
及
河
岸
中
的
沙
洲
進
行
固
定
的
監

測
，
每

年
分

析
結

果
，
確

認
是

否
數

量
上

有
差

異
,廢

棄
物

組
成

的
比

例
是
否
不
同
，
藉
向
民
眾
說
明
海
洋
廢
棄
物
的
來
源
，
應
有
一
大
部

分
是
來
是
陸
地
上
的
行
為
。

1
.和

季
節

的
關

係
。

2
.和

產
業
之
間
的
關
係
。

3
.遊
說
官
員
希
望
改
進
。

4
.提

出
改

善
建

議
。

5
.帶

大
家

到
現

場
,實

際
參

與
及

瞭
解

。
6
.累

積
照

片
做

為
環

境
教

育
使

用
。

●
環

境
保

護
(減

少
海

洋
生

物
誤

食
海

漂
物

,減
少

塑
膠

粒
子
產

生
、

淨
美

化
當

地
沙

灘
、
避

免
海

漂
物

再
次

流
入

大
海

)
●

社
區

及
學

校
宣

導
(培

養
社

區
及

學
校

淨
灘

氛
氛

圍
與

習
慣

、
建

立
長

期
淨

灘
教

育
合

作
關

係
、
推

動
海

灘
認

養
計

劃
)

●
海

漂
物

資
料

統
計

(建
立

澎
湖

海
域

海
漂

物
統

計
數

據
與

分
析

報
告

)

①
今
後
於

台
灣
、
沖

繩
、
其
他
地

區
,是

否
有

想
進
行
共

同
調
查
或

是
想
比
較

的
項
目
?(
例

如
:整

體
重

量
、
寶
特
瓶

製
造
國
別

之
件
數
)

希
望
能
針
對
一
次

性
塑

膠
製

品
、
塑

膠
微

粒
以

及
地

區
間

共
同
的
海

岸
漂
流
物
項
目
共

同
調

查
與

比
較

。
跨
國
共
同
調
查
：

比
較
想
知
道
各
國
沙
灘
上
的
廢
棄
物
的
國
家
來
源
、
類
別
。

環
資
目
前
想
推
行
：

台
灣
手
搖
杯
飲
料
盛
行
，
因
為
這
次
屬
於
移
動
中
飲
用
的
，
因
此
也

有
部
分
的
機
率
被
會
被
隨
意
遺
棄
，
容
易
造
成
環
境
污
染
。
收
集
數

據
已
了
解
目
前
一
次
性
飲
料
杯
使
用
與
回
收
問
題
，
進
一
步
檢
討
政

策
是
否
需
搭
配
修
改
。

1
.海

洋
漂

流
議

題
合

作
<
如

:打
火

機
>
。

2
.飲

料
瓶

、
保

麗
龍

杯
的

比
較

記
錄

。
3
.塑

膠
微

粒
的

調
查
及
研

究
需

要
日

本
較

多
的

協
助

。

●
整

體
重

量
。

●
寶

特
瓶

製
造

國
別

之
記

錄
。

●
季

節
別

的
主

要
海

漂
垃

圾
種

類
。

②
為
了
進

行
此
項
紀

錄
,有

哪
些

手
法
可
行
?

※
一
次
性
塑
膠
製

品
調

查
時

,可
同

時
記

錄
材

質
、
類

別
、
出

產
國

等
基
礎
資
訊
。

※
塑
膠
微
粒
調
查

，
可

利
用

篩
網

進
行

過
濾

，
挑

選
與

統
計

數
量
。

※
啟
動
有
興
趣
之

國
高

中
生

進
行

相
關

之
調

查
記

錄
並

成
為

研
究

成
果
。

1
.定

期
、
定

點
、
固

定
格

式
記

錄
。

2
.為

避
免

每
次

淨
灘

數
據

差
異

過
大

，
建

議
劃

定
一

塊
區

域
進

行
記

錄
即
可
。

3
.需

有
國

際
共

享
之

資
料

庫
。

1
.每

年
同

樣
的

時
間

、
冬

季
、
夏

季
的

記
錄

及
分

析
。

2
.國

際
間

塑
膠

的
流

通
、
分

享
。

3
.主

題
議

題
的

專
門

網
站

等
。

●
於

每
次

淨
灘

確
實

記
錄

個
別

總
重

。
●

特
別

記
錄

來
自

他
國

的
寶

特
瓶

。
●

分
夏

季
、
冬

季
觀

察
海

漂
垃

圾
。

③
您
認
為

於
台
灣
、
沖

繩
、
其
他
地

區
之

間
,能

如
何

活
用

此
項

紀
錄
?

※
累
積
的
調
查
資

料
，
可

更
瞭

解
海

岸
漂

流
物

的
來

源
、
推

估
可
能

影
響
的
地
區
範
圍

，
以

及
其

可
能

對
生

物
或

生
態

環
境

造
成

的
危

害
，
透
過
調
查

數
據

，
促

使
政

府
與

相
關

單
位

面
對

海
岸

漂
流

物
的

問
題
，
進
而
擬

定
對

應
措

施
與

政
策

。
※
也
可
以
讓
海
岸

周
圍

的
學

校
能

積
極

投
入

海
廢

之
相

關
調

查
與

研
究
.

1
.資

源
共

享
。

2
.透

過
政

府
單

位
提

出
淨

灘
報

告
，
供

海
廢

來
源

國
家

參
考

、
並

檢
討
其
國
內
法
規
或
是
相
關
執
行
、
監
督
機
制
是
否
有
漏
洞
。

1
.城

市
間

的
合

作
及

倡
議

、
推

廣
。

可
以
挑
一
個
項
目
或
幾

個
項

目
合

作
。

2
.環

境
教

育
手

法
的

分
享

。
3
.政

策
或

法
律

上
的

修
正

或
制

定
的

分
享

<
改

進
的

分
享

>
。

可
更

加
瞭

解
海

漂
物

的
現

狀
之

何
時

、
何

地
、
何

物
，
在

環
境

守
護

、
環

境
教

育
、
政

策
推

動
能

有
更

正
確

更
接

近
實

際
的

作
法

作
為

產
生

。

参
加
者

2
關
於
海
岸

漂
流
物
的

監
控
調
查

3
.關

於
沖

繩
縣
與
台
灣
、

其
他
地
區

的
共
同
調

查
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沖縄県による漂着ごみのモニタリング調査 
 

沖縄県 環境部 環境整備課 

業務受託者：日本エヌ・ユー・エス(株)・(株)沖縄環境保全研究所 

 

 

1．調査の目的 

本調査は、県内各地域の代表的な海岸において漂着ごみの定期的なモニタリング調査

を実施し、県内の広域に渡る漂着状況及び発生状況を可能な限り把握すると共に、その

情報を広く共有化し、漂着ごみの効果的な回収処理や発生抑制等の対策に資することを

目的としている。 

調査結果は、沖縄県あるいは各市町村が実施する様々な漂着ごみ対策に有効に活用で

きるデータ、あわせて沖縄県内の漂着ごみの特徴を把握できるデータとして整理する。 

 

2．調査内容 

調査海岸の方位、時期、頻度などは、沖縄県に漂着するゴミの殆どが冬の北からの季

節風により漂着する特徴を踏まえて決定している。 

調査は、2010 年 11 月に開始し、現在も継続中である。 

調査頻度は、1月、5月、9月、11 月の年に 4回を基本としている。 

調査地点は、沖縄県内の 6～9地域において東西南北の 4方位の海岸が含まれるように

23～31 海岸を選定している。 

調査方法は、海岸幅 50m の調査枠を設置し、調査回毎に同じ位置で漂着ごみを回収し、

漂着ごみの種類毎の漂着量（容積・重さ・数）を記録する。 

この調査における漂着ごみの分類は、効率的な処理につなげるためのデータとするた

め、素材別・種類別を基本としている。加えて、沖縄県内の海岸で特徴的な漂着ごみの

種類を選定し、それらについては生産国や形状等を分析している。 

 

3．調査結果の整理方法 

本調査により、漂着ごみの漂着特性や、海岸別、島別、地域別の年間あるいは季節別

漂着量、県内で特徴的な漂着ごみの漂着量等を明らかにしている。 

年間あるいは季節別漂着量の推計方法については、調査対象海岸の漂着量データを、

同じ地域で且つ同じ方位の海岸延長で引き延ばしている。沖縄県では、県内全域の 873

海岸のデータベース（海岸長、奥行き、2009～2011 年時点の種類別漂着量、形状、方位、

アクセス方法など）を整備している。データベースは、本調査結果から様々な漂着量を

推計するために役立っている。 

 

4．調査結果の活用方法 

・回収処理計画の策定と予算算出 

・様々な環境教育や普及啓発教材作成 

・県内に限らず、海外、国、他県への沖縄県の漂着ごみの状況の情報発信 
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2 

 

 

 
 

調査地域・調査地点 
 

 

調査実施時期 

年 
調査月 

1 月 3 月 5 月 9 月 11 月 

2009 年     第 1 回 

2010 年 第 2 回  第 3 回 第 4回 第 5回 

2011 年 第 6 回  第 7 回 第 8回 第 9回 

2012 年 第 10 回 第 11 回   第 12 回 

2013 年 第 13 回     

2014 年   第 14 回 第 15 回 第 16 回 

2015 年 第 17 回    第 18 回 

2016 年 第 19 回 →実施を計画中 
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調査地域 調査地点 記入者

調査日 調査時間　　　　　　　：　　　　　　　～　　　　　　： 作業員人数 人

素　材 容量 重量 ラベル有 ラベル無

１．プラスチック類 ペットボトル
1000cc
未満 ℓ kg 個 個

1000cc
以上 ℓ kg 個 個

ブイ 水色（大） 水色（小） オレンジ その他（ウレタン等）

ℓ kg 個 個 個 個

黒色 赤・黄・橙色 その他

ℓ kg 個 個 個

漁具・漁網
ℓ kg

その他のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ（破片等）
ℓ kg

ライター（重量・容量はその他に含む）
個

日本製の農業用の容器・袋類（重量・容量はその他に含む
個

日本製の飲食用の容器・袋類（重量・容量はその他に含む 個

韓国 その他 不明

個 個 個

中国（羊） 台湾 不明

個 個 個

２．発泡スチロール類 ブイ
ℓ kg

↑絵柄がわかるよう写真撮影（すべて）

その他の発泡（破片等）
ℓ kg

日本製の飲食用の容器（重量・容量はその他に含む） 個

３．ゴム類
ℓ kg

４．紙類
ℓ kg

５．布類
ℓ kg

６．ガラス・陶磁器類 電球
ℓ kg 個

ラベルあれば

写真撮影 個

蛍光灯
ℓ kg 個

ラベルあれば

写真撮影 個

電球･蛍光灯合計
ℓ kg

その他のガラス（破片等）
ℓ kg

日本 海外

飲料缶
ℓ kg 個 個

その他の金属（破片等）
ℓ kg

８．木類 加工木、パレット等（人工系）
ℓ kg ℓ

流木、潅木（自然系）
ℓ kg ℓ

バイアル 注射器・針 その他

ℓ kg 個 個 個

10．オイルボール・廃油・廃液
ℓ kg

11．その他
ℓ kg

　（粗大ゴミ等、具体的に）

ℓ kg

容量 重量

日本 本 ℓ kg

中国 本 ℓ kg

台湾 本 ℓ kg

韓国 本 ℓ kg

その他 本 ℓ kg

その他 本 本 ℓ kg

その他 本 本 ℓ kg

品名

種　類

ポリタンク（重量・容量はその他に含む）

９．医療系廃棄物

ビニール製イベント用風船（重量・容量はその他に含む

直径
20cm未満

直径
20cm以上

７．金属類

ペットボトル　生産国分析　（バーコード国番号は上3桁） ※生産国分析は無作為に上限100個

本

本

本

本

全量サンプル
サンプル袋に個数を明記すること

↓前回調査時から残留している漂着物は除く。
　　重量の測定が困難な大きな流木と漁具・漁

網の重量は、容量から換算。
（流木：比重0.37、漁具・漁網：比重0.14）

12.大きな漂着物

ペットボトル国別計数合計

ペットボトル全計数合計

本

その他

その他

その他

その他

不明

生産国分析合計数と合っ
ているか確認すること

重量を測定しない流出防止策措置分の容

量

その他の国は
国名または
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ国番
号上３ 桁を記
入↓

 

海岸漂着物の分類及び重量・容量・個数の測定野帳 
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特徴的な海岸漂着物の選定理由と分析方法 

 

品 目 選定理由 分析方法 

ペット 

ボトル 

 

・県内広範囲に多数漂着

・ラベル等で生産国の特

定が可能 

容量（1000cc 未満、1000cc 以上）に分け、

ラベルの有無別に計数する。ラベル等の

表記、バーコード及びキャップの刻印等

により生産国別に分類し計数する。調査

個数は回収全量または最大 100 個とす

る。 

ライター 

 

・県内広範囲に多数漂着

・刻印等で生産国の特定

が可能 

回収全量を対象とし、ラベルや印字され

ている住所、電話番号等の情報から生産

国の分析を行う。 

飲料缶 

 

・県内広範囲に多数漂着

・ラベル等で生産国の特

定が可能 

回収全量を対象とし、日本製、海外製別

に計数する。 

ポリタンク 

 

・県内広範囲に多数漂着

・劇薬入りの可能性 

・刻印等で生産国の特定

が可能 

回収全量を対象とし、生産国別に計数す

る。 

漁業用ブイ   
・県内広範囲に多数漂着

・刻印等で生産国の特定

が可能 

色と大きさ別に計数する。 

  

ビニール製 

バルーン 

 

・水素ガス入りの危険性

・印字等で生産国の特定

が可能 

生産国別に計数する。 

電球・ 

蛍光灯 

 

・県内広範囲に多数漂着

・刻印等で生産国の特定

が可能 

ラベル等の有無別に計数する。 
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【調査結果の例】 
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沖繩縣海漂垃圾監控調查 
  

沖繩縣 環境部 環境整備課 

業務委託公司：JANUS(株)・(株)沖繩環境保全研究所 

 

1．調查目的 

  本調查於沖繩縣內各地區代表性海岸，定期實施海漂垃圾監控調查，以儘可能掌握沖

繩縣內各地區漂流狀況及發生狀況，同時廣泛地共享此資訊，並以助於展開有效的海漂垃

圾回收處理、抑制產生等對策為目的。 

  將調查結果，作為沖繩縣或各市町村，於實施各種海漂垃圾對策時能有效活用的資料，

並作為可掌握沖繩縣內海漂垃圾特徵的資料進行統整。 

 

2．調查內容 

  鑒於沖繩縣的海漂垃圾大多因冬季來自北方的季節風漂流至沖繩縣的特徵，決定調查

海岸的方位、時期、頻率等項目。 

  本調查於 2010 年 11 月開始，並持續至今。 

  調查頻率基本上為 1 月、5 月、9 月、11 月，一年 4 次。 

  調查地點則於沖繩縣 6～9 個地區內含括東南西北 4 個方位，選擇 23～31 個海岸。 

  調查方法為於海岸設置為 50m 的調查區塊，每次調查時均在同一地點回收海漂垃圾，

並依海漂垃圾的種類記錄漂流量（容積、重量、數量）。 

  本調查的海漂垃圾分類，為了使其成為有效回收處理的資料，基本上按照材質與種類

分類。並且，選出沖繩縣內海岸特有海漂垃圾的種類，再針對製造國及形狀等進行分析。 

 

3．調查結果的統整方法 

  透過本調查明確地瞭解海漂垃圾的漂流特性;各海岸、各島、各地區每年或每個季節性

的漂流量;以及沖繩縣內特有的海漂垃圾漂流量等。 

  關於每年或每個季節漂流量的推算方法是將調查對象海岸的漂流量資料，延伸至同地

區且同方位的海岸線上。沖繩縣統整了縣內全區 873 個海岸的資料庫（海岸線長度、寬度、

2009～2011 年為止的種類別漂流量、形狀、方位、交通方法等）。藉由本調查結果推算各

種不同垃圾漂流量時,本資料庫非常有用。 

 

4．調查結果的活用方法 

・制訂回收處理計畫與核算預算 

・製作各種環境教育及普及啟蒙的教材 

・不僅於沖繩縣內，可向國外、其他國家、其它縣發表關於沖繩縣海漂垃圾情況的資訊。 

沖縄県による漂着ごみのモニタリング調査【繁体字】
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調査地域・調査地点 
 

 

調査実施時期 

年 
調査月 

1 月 3 月 5 月 9 月 11 月 

2009 年     第 1 回 

2010 年 第 2 回  第 3 回 第 4回 第 5回 

2011 年 第 6 回  第 7 回 第 8回 第 9回 

2012 年 第 10 回 第 11 回   第 12 回 

2013 年 第 13 回     

2014 年   第 14 回 第 15 回 第 16 回 

2015 年 第 17 回    第 18 回 

2016 年 第 19 回 →実施を計画中 
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調查地區 調查地點 填寫人

調查日期 調查時間 　　　　　　：　　　　　　　～　　作業員人數 人

材　質 容量 重量 有標籤 無標籤

１．塑膠類 寶特瓶
1000cc

未滿 ℓ kg 個 個

1000cc

以上 ℓ kg 個 個

浮標 水藍色（大） 水藍色（小） 橘色 其他（氨基甲酸乙酯等）

ℓ kg 個 個 個 個

黑色 紅・黃・橙色 其他

ℓ kg 個 個 個

漁具・漁網 ℓ kg

其他塑膠（碎片等）
ℓ kg

打火機（重量・容量包含於其他內）
個

日本製農業用容器・袋類（重量・容量包含於其他內） 個

日本製餐飲用容器・袋類（重量・容量包含於其他內） 個

韓國 其他 不明

個 個 個

中國（羊） 台灣 不明

個 個 個

２．保麗龍類 浮標 ℓ kg
↑拍照以利瞭解圖樣（全部）

其他保麗龍（碎片等）
ℓ kg

日本製餐飲用容器（重量・容量包含於其他內） 個

３．橡膠類 ℓ kg

４．紙類 ℓ kg

５．布類 ℓ kg

６．玻璃・陶瓷器類 燈泡 ℓ kg 個
如有標籤

請拍照 個

螢光燈
ℓ kg 個

如有標籤

請拍照 個

燈泡･螢光燈總計
ℓ kg

其他玻璃（碎片等） ℓ kg
日本 國外

飲料罐 ℓ kg 個 個

其他金屬（碎片等） ℓ kg

８．木材類 加工木材、棧板等（人造）
ℓ kg ℓ

漂流木、灌木（自然） ℓ kg ℓ

小藥瓶 針筒・針 其他

ℓ kg 個 個 個

10．廢油球・廢油・廢液 ℓ kg

11．其他
ℓ kg

　（大型垃圾等、具體填寫）

ℓ kg

容量 重量

日本 瓶 ℓ kg

中國 瓶 ℓ kg

台灣 瓶 ℓ kg

韓國 瓶 ℓ kg

其他國家 瓶 ℓ kg

其他國家 瓶 ℓ kg

其他國家 瓶 ℓ kg

品名

種　類

PE塑膠桶（重量・容量包含於其他內）

９．醫療用廢棄物

PVC製活動用氣球（重量・容量包含於其他內）

直徑

未滿20cm

直徑

20cm以上

７．金屬類

寶特瓶　製造國分析　（條碼的前3碼為製造國碼） ※製造國分析隨機取樣以100個為上限

瓶

瓶

瓶

瓶

全數採樣

於採樣袋上標註個數

↓不含前次調查時所存留的漂流物。

　　將無法測量重量的大型漂流木與漁具・漁

網由容量換算成重量。

（漂流木：比重0.37、漁具・漁網：比重0.14）

12.大型漂流物

寶特瓶國別總數合計

寶特瓶總數合計

瓶

其他

其他

其他

其他

不明

瓶

瓶

確認與製造國分析合計數
量是否相同

不需測量重量，屬于防止流出處理部分的容量

※如有測量重量時不需填寫

其他國家部分
請填入國名或
條碼所標示的
前3碼國碼↓

 

海岸漂着物の分類及び重量・容量・個数の測定野帳 
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挑選特有海漂物的理由與分析方法 

 

品 項 挑選理由 分析方法 

寶特瓶 

 

 

・漂流至縣內廣泛區域

內，且為數眾多。 

・可依標籤判別製造國 

依容量（未滿 1000cc、1000cc 以上）分類、

再以有無標籤進行統計。由標籤等的標

示、條碼及瓶蓋的印字等依製造國分類統

計。調查數量為全回收量或最多 100 個。

打火機 

 

・漂流至縣內廣泛區域

內，且為數眾多。 

・可由印字等判別製造國

以全回收量為對象，依標籤、所刻印的地

址、電話號碼等資訊分析製造國。 

飲料罐 

 

・漂流至縣內廣泛區域

內，且為數眾多。 

・可依標籤判別製造國 

以全回收量為對象，依日本製、國外製分

別進行統計。 

PE 塑膠桶 

 

・漂流至縣內廣泛區域

內，且為數眾多。 

・可能內含劇毒 

・可由印字等判別製造國

以全回收量為對象，依製造國別進行統計。

漁業用浮標   
・漂流至縣內廣泛區域

內，且為數眾多。 

・可由印字等判別製造國

依顏色與大小進行統計。 

  

PVC 製氣球 

 

・有內含氫氣的危險性 

・可由印字等判別製造國
依製造國別進行統計。 

燈泡・ 

螢光燈 

 

・漂流至縣內廣泛區域

內，且為數眾多。 

・可由印字等判別製造國

依有無標籤等進行統計。 

 

資3-182



5 

【調査結果の例】 
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 地域区分別の海岸漂着物の漂着重量推計結果 
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国際海岸クリーンアップ（International Coastal Cleanup : ICC）について 

一般社団法人 ＪＥＡＮ 事務局長 小島あずさ ICC ナショナルコーディネーター） 

 

○国際海岸クリーンアップ(ICC)とは 

国際海岸クリーンアップ（International Coastal Cleanup : ICC）は、アメリカの環境 NGO「オー

シャン・コンサーバンシー（Ocean Conservancy : OC）が主宰する、市民参加による世界共通の海

ごみモニタリング手法。一つにつながっている海のごみ問題を解決するために、身近なところでだ

れもが簡単に参加できる「はじめの一歩」として、毎年 100 前後の国と地域で行われている。 

一般社団法人 JEAN は、日本での活動呼びかけや、結果とりまとめ、OC はじめ世界各地の参加国

等との連絡役を務めている。 

参加のためのマニュアルなどの資料作成・提供や、調査結果に基づく海ごみ問題解決に向けた様々

な活動を行っている。 

 

○ICC の特徴 

・拾うだけでなく、集めたごみを調査する 

ICC の最大の特徴は、清掃するだけでなく、集めたごみのデータを取ることにある。世界共通のデー

タカードを用いて、同じ項目を調べる。世界中から蓄積されたデータは、広く公開しごみ問題解決

のために利用されている。 

・世界中で一斉に、同時期に、同じ方法で実施 

世界中で同じ時期（9～10 月）に一斉に、同じ方法でデータを集めている。そのため、世界中のご

みの状況を比較できる。 

 

・集めたデータを活用する 

JEAN では、「ごみを調べた結果を知らせ、ごみを拾うより、ごみを生まない暮らしを」と呼びか

け、ICC データを政策提言等に生かしている。長年蓄積された ICC のデータは、2009 年 7 月の「美

しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及び環境の保全 に係る海岸漂着物等の

処理等の推進に関する法律（略称：海岸漂着物処理推進法）」制定の際に、大きな力となった。 

・調査への参加が啓発・教育効果を持つ 

ごみを拾うだけでは、時間がたてばまた新たなごみが発生する。 

ICC では、参加者がごみのデータを採る経験を通じて、ごみの現状や、自分の生活との関係などに

気づくことができる。世界中で取り組む国際行動なので、結果の共有を通して、地元の海岸で活動

することが世界全体の海ごみ問題改善につながることを実感できる。 

 

○参加方法  一般社団法人 JEAN の HP に詳しい参加方法が解説されている。 

http://www.jean.jp/activity/participation/ 
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1．データカード 

（日本語-1） 
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（日本語-2） 
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（英語-1） 
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（英語-2） 
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特定非営利活動法人 西表島エコツーリズム協会 

    

西表島における海岸漂着ゴミのモニタリング調査 

 
１． 経緯 

 西表エコプロジェクトでは、2002 年より漂着ゴミのモニタリング調査を行っている。それ以前

から月に一回程度の「ビーチクリーンアップ大作戦」を実施し、ボランティアによる漂着ゴミの回

収・分別を行っていたが、西表島では海外からの漂着ゴミが圧倒的に多いことから、データを取る

ことによって行政の政策への反映、企業・個人の取り組み、海岸漂着ゴミが国際的な問題であるこ

とのアピールにつなげたいという思いから調査を始めた。 
 2002 年から現在に至るまで、毎月一回の頻度で、「①種類別のゴミ分量調査」、「②ペットボトル

生産国調査」の二種の調査を行っている。住民ボランティアが容易に行え、且つ正確で有用なデー

タを得られるように、分別や集計方法に関しての試行錯誤をくり返し、2010 年ごろ現在の方法を

確立した。 
 
２． 概要 

1) 実施回数 
年 12 回（毎月 1 回） 
毎月一回実施している「ビーチクリーンアップ大作戦」の際に、回収したゴミを分別しながら

行う。 
2) 実施範囲 

西表島内の主な海岸 
回収・調査範囲はゴミの漂着状況や活動人数によって変動する。 
 

３． 調査手法 

1) 種類別のゴミ分量調査 
 2002 年の調査開始当初は、主な種類のゴミ（ブイ、漁網、ペットボトル、缶、ビンなど）

の個数を数える方式をとり、その後、ICC（International Coastal Cleanup）データカードに

準じて細かな品目の個数を数える方式を採用していた時期もあった。しかし、長期間にわたっ

てモニタリングを継続していくために、小中学生を含めた住民ボランティアでも行える、より

簡易的で、且つ正確で有用なデータが得られる調査手法を検討し、15 種類への分別と袋数（容

量）でカウントする独自の方式を確立し、2010 年よりこれを採用している。 
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図１．漂着ゴミ調査票 
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2) ペットボトル生産国調査 
 回収したペットボトルをラベルのあるもの・ないものに分別し、ラベルがあるものはバー

コードから生産国を判別し、国ごとに個数を数え、集計する。2002 年の調査開始からほぼ

同じ方式で行っている。 

 
図２．漂着ペットボトル調査票 
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3) データ集計 
 調査データは西表エコプロジェクトの事務局である西表島エコツーリズム協会で集計し、

各回の調査結果をメールマガジンやウェブサイトで公表している。年間の調査結果は年度毎

に集計し、表やグラフにしたものを行政や関連機関に提出したり、リーフレットにまとめて

配布したりしている。 
 

 
図３．2014 年度回収ゴミ種類別内訳グラフ 

 

 
図４．2014 年度回収ペットボトル生産国内訳グラフ 
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図５．作業風景（回収後の分別） 

「ビーチクリーンアップ大作戦」では回収、分別、

調査のすべての行程を 2 時間で行う。 
 

図６．作業風景（ペットボトル調査） 
調査はとても簡単なため、小中学生も積極的

に行う。 

  
図７．図８．西表エコプロジェクトの T シャツ 

ゴミの分類表と主な国のバーコード一覧を載せ、活動中に簡単に確認できるようにした。 
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な

る
も

の
」
を

拾
っ

て
い

く
。

自
然

物
で

も
人

工
物

で
も

よ
い

が
、

生
き

た
生

物
は

拾
わ

な
い

。

2
. 
室

内
に

持
ち

帰
り

、
グ

ル
ー

プ
内

で
拾

っ
た

も
の

を
見

せ
合

う
。

そ
の

中
か

ら
特

に
興

味
の

あ
る

も
の

を
１

〜
３

個
選

び
、

そ
れ

は
何

か
、

ど
う

や
っ

て
こ

の
浜

に
や

っ
て

来
た

の
か

を
話

し
合

う
。

分
か

ら
な

け
れ

ば
想

像
し

て
み

る
。

3
. 
各

グ
ル

ー
プ

が
、

選
ん

だ
漂

着
物

に
つ

い
て

自
分

た
ち

が
考

え
た

こ
と

を
発

表
す

る
。

そ
れ

を
受

け
て

、
講

師
が

解
説

を
加

え
て

い
く
（
漂

着
物

の
正

体
、

漂
着

物
か

ら
分

か
る

海
の

自
然

、
ご

み
と

海
流

の
関

係
な

ど
）
。

学
校

な
ど

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

向
け

で
２

校
時

（
9
0
〜

1
0
0
分

）
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

学
校

以
外

な
ら

1
2
0
分

（
野

外
6
0
分

、
室

内
6
0
分

）
で

も
よ

い
。

最
後

に
、

講
師

が
自

分
で

浜
か

ら
採

集
し

た
り

、
あ

ら
か

じ
め

用
意

し
た

海
外

の
漂

着
物

な
ど

の
見

本
を

紹
介

す
る

こ
と

も
可

能
。

離
島

の
小

規
模

な
学

校
で

は
、

複
数

の
学

年
が

混
ざ

っ
た

グ
ル

ー
プ

で
実

施
す

る
場

合
も

あ
る

。
そ

の
際

は
解

説
内

容
を

調
節

す
る

こ
と

で
、

低
学

年
で

も
一

緒
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

な
る

べ
く
学

校
や

地
域

に
近

い
浜

辺
で

実
施

す
る

こ
と

で
、

身
近

な
海

の
環

境
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

る
。

8
し

か
た

に
自

然
案

内
世

界
と

つ
な

が
る

黒
潮

小
学

校
４

年
生

〜
大

人

4
0
名

程
度

ま
で

（
道

具
を

複
数

セ
ッ

ト
用

意
す

れ
ば

大
人

数
で

も
可

）

沖
縄

を
と

り
ま

く
海

流
の

流
れ

を
知

り
、

世
界

と
の

つ
な

が
り

、
漂

着
物

や
ご

み
の

行
方

と
影

響
を

考
え

る
。

1
. 
黒

板
も

し
く
は

大
判

の
紙

を
広

げ
た

上
な

ど
で

、
中

国
大

陸
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
、

台
湾

、
琉

球
列

島
、

九
州

、
四

国
、

本
州

、
ミ

ッ
ド

ウ
ェ

ー
、

ハ
ワ

イ
な

ど
の

パ
ー

ツ
を

用
意

し
、

参
加

者
に

地
図

を
並

べ
て

も
ら

う
。

2
.青

い
リ

ボ
ン

や
モ

ー
ル

飾
り

な
ど

を
用

意
す

る
。

こ
れ

を
黒

潮
に

見
立

て
て

、
 完

成
し

た
地

図
に

「
黒

潮
の

流
れ

る
位

置
」
を

自
分

た
ち

で
考

え
て

配
置

し
て

も
ら

う
。

3
. 
講

師
が

黒
潮

の
正

し
い

ル
ー

ト
を

示
し

、
黒

潮
の

幅
や

速
さ

、
太

平
洋

の
海

流
と

の
つ

な
が

り
を

解
説

。

4
. 
黒

潮
が

沖
縄

の
自

然
に

与
え

る
影

響
に

は
何

が
あ

る
か

を
解

説
（
温

暖
な

気
候

、
熱

帯
性

海
洋

生
物

の
分

散
）
。

5
. 
も

し
人

が
海

に
ご

み
を

流
し

て
し

ま
っ

た
ら

ど
う

な
る

か
、

意
見

を
出

し
て

も
ら

う
。

ご
み

の
出

所
と

し
て

、
1
0
0
万

人
以

上
の

大
都

市
圏

を
地

図
上

に
示

し
て

考
え

て
も

よ
い

。

6
. 
大

陸
か

ら
の

ご
み

が
沖

縄
に

多
い

理
由

と
、

沖
縄

や
日

本
の

ご
み

が
「
太

平
洋

ご
み

ベ
ル

ト
地

帯
」
に

溜
ま

る
こ

と
を

理
解

し
て

も
ら

い
、

海
鳥

被
害

の
例

な
と

を
紹

介
。

自
分

た
ち

が
海

の
環

境
に

対
し

て
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

。

新
作

の
た

め
未

実
施

。

琉
球

大
学

の
講

義
（
文

系
・
理

系
合

同
）
の

中
で

黒
潮

の
ル

ー
ト

を
描

か
せ

る
と

、
正

し
く
描

け
る

割
合

は
２

〜
３

割
の

印
象

で
あ

る
。

ま
た

、
沖

縄
の

一
般

市
民

は
、

環
境

保
全

活
動

に
関

わ
る

人
々

で
あ

っ
て

も
「
海

の
ご

み
は

中
国

の
せ

い
」
と

い
う

理
解

が
多

数
派

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
自

分
た

ち
も

海
洋

ご
み

の
加

害
者

側
で

あ
る

こ
と

、
自

分
た

ち
自

身
が

ご
み

を
減

ら
し

、
各

国
が

協
力

す
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
を

学
ぶ

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
発

生
抑

制
に

対
し

て
啓

発
効

果
が

大
き

い
と

思
わ

れ
る

。

黒
板

等
に

１
つ

の
地

図
を

作
る

場
合

と
、

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
地

図
を

作
る

場
合

を
想

定
。

学
校

で
の

実
施

の
場

合
は

２
校

時
（
9
0
〜

1
0
0

分
）
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

妥
当

だ
が

、
地

図
や

ル
ー

ト
作

り
に

時
間

を
か

け
ず

に
１

校
時

で
行

う
こ

と
も

可
能

。

小
学

生
の

場
合

は
、

地
図

を
あ

ら
か

じ
め

用
意

し
て

黒
潮

の
位

置
か

ら
始

め
て

も
よ

い
。

解
説

の
際

は
、

な
る

べ
く
参

加
者

に
問

い
か

け
る

形
で

話
を

進
め

、
一

方
的

な
講

義
に

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

9

エ
コ

ツ
ア

ー
ふ

く
み

み
（
石

垣
島

沿
岸

レ
ジ

ャ
ー

安
全

協
議

会
）

黒
瀬

川
流

れ
る

小
学

生
以

上
5
0
名

ま
で

黒
潮

が
流

れ
る

速
さ

を
体

験
し

、
漂

着
物

が
運

ば
れ

る
イ

メ
ー

ジ
を

持
た

せ
る

。

黒
潮

が
1
0
m

を
何

秒
で

流
れ

る
か

予
想

さ
せ

歩
か

せ
る

。
正

解
を

伝
え

た
後

、
参

加
者

全
員

で
実

際
の

速
さ

で
歩

い
て

み
る

。
大

洋
中

の
漂

着
物

が
流

れ
る

さ
ま

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
で

、
ゴ

ミ
の

拡
散

と
い

う
問

題
に

危
機

意
識

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。
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育
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、
参

加
者

の
反

応
　

等

1
0

エ
コ

ツ
ア

ー
ふ

く
み

み
（
石

垣
島

沿
岸

レ
ジ

ャ
ー

安
全

協
議

会
）

漂
着

物
の

物
語

小
学

生
以

上
3
0
名

ま
で

漂
着

物
一

つ
一

つ
に

流
れ

出
し

た
理

由
が

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
気

に
な

っ
た

漂
着

物
に

つ
い

て
、

そ
れ

が
も

と
も

と
ど

こ
に

あ
っ

た
か

、
ど

の
よ

う
な

理
由

で
流

れ
出

し
、

ど
の

よ
う

な
体

験
を

経
て

流
れ

着
い

た
の

か
ス

ト
ー

リ
ー

を
考

え
る

。

漂
着

ゴ
ミ

が
流

出
し

た
理

由
を

想
像

す
る

こ
と

で
、

自
分

た
ち

が
ゴ

ミ
を

流
さ

な
い

よ
う

な
意

識
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

。

1
1

エ
コ

ツ
ア

ー
ふ

く
み

み
（
石

垣
島

沿
岸

レ
ジ

ャ
ー

安
全

協
議

会
）

パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
で

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
幼

稚
園

以
上

2
0
名

ま
で

模
擬

的
な

海
岸

清
掃

を
体

験
さ

せ
、

参
加

意
欲

を
高

め
る

。
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

上
の

海
岸

で
イ

ラ
ス

ト
の

漂
着

ゴ
ミ

を
回

収
す

る
。

実
際

の
海

岸
清

掃
の

前
に

実
施

す
る

こ
と

で
、

活
動

へ
の

参
加

意
欲

が
高

ま
り

、
ま

た
回

収
方

法
や

分
別

に
つ

い
て

の
理

解
も

深
ま

る
。

1
2

久
米

島
ホ

タ
ル

の
会

み
ず

と
み

ど
り

の
自

然
教

室

小
・
中

学
生

・
高

校
生

・
一

般
・
修

学
旅

行
・
福

島
か

ら
の

保
養

者
(球

美
の

里
）

年
間

約
1
,5

0
0
人

人
間

の
廃

棄
す

る
ゴ

ミ
の

被
害

を
最

も
激

し
く
受

け
る

小
さ

な
生

き
も

の
達

の
生

態
系

の
循

環
に

気
づ

き
理

解
す

る
こ

と
で

、
地

球
環

境
に

お
け

る
人

間
の

立
ち

位
置

と
役

割
を

意
識

す
る

こ
と

が
ね

ら
い

３
名

～
８

名
の

グ
ル

ー
プ

を
作

り
久

米
島

ホ
タ

ル
案

内
の

陸
地

と
水

辺
ビ

オ
ト

ー
プ

に
生

息
す

る
植

物
や

生
き

も
の

を
実

際
に

探
し

出
す

ゲ
ー

ム
を

行
う

。
そ

の
植

物
や

生
き

も
の

は
、

小
さ

く
て

も
地

球
環

境
を

支
え

る
大

き
な

役
割

を
持

っ
て

い
る

。
ゲ

ー
ム

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

れ
に

気
づ

く
よ

う
に

作
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
体

験
や

気
づ

き
を

話
し

合
い

発
表

し
た

後
、

人
間

の
役

割
を

自
覚

す
る

よ
う

な
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
を

行
う

自
然

の
生

き
も

の
や

植
物

に
実

際
に

触
れ

る
事

や
、

そ
の

環
境

(泥
地

や
川

）
に

足
を

踏
み

入
れ

る
体

験
は

、
そ

こ
に

生
息

す
る

命
を

共
有

し
、

そ
の

大
切

さ
を

心
の

奥
深

い
場

所
ま

で
運

ん
で

く
れ

ま
す

。
自

然
を

守
る

実
際

の
活

動
は

、
そ

う
し

た
共

有
感

が
何

も
の

に
も

代
え

が
た

い
原

動
力

に
な

り
ま

す
。

参
加

者
の

反
応

で
も

、
「
眺

め
る

だ
け

だ
っ

た
自

然
の

風
景

の
中

に
命

が
あ

る
事

を
感

じ
る

よ
う

に
な

り
気

が
付

く
と

、
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
子

ど
も

と
一

緒
に

ゴ
ミ

を
拾

う
よ

う
に

な
っ

た
」
と

い
う

声
が

、
地

元
や

福
島

の
保

養
者

か
ら

も
多

く
寄

せ
ら

れ
て

い
ま

す
。

1
3

久
米

島
ホ

タ
ル

の
会

立
神

海
岸

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
 海

の
ご

み
を

な
く
し

て
綺

麗
な

ビ
ー

チ
に

し
よ

う

小
・
中

学
生

・
高

校
生

・
一

般
・
修

学
旅

行
・
観

光
客

年
間

約
1
0
0
人

手
軽

に
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

が
で

き
な

い
海

岸
に

も
漂

着
ゴ

ミ
に

よ
る

自
然

環
境

の
負

荷
が

あ
る

事
に

気
づ

い
て

も
ら

い
、

離
島

と
い

う
人

と
経

済
の

弱
い

状
況

を
支

え
る

た
め

に
、

観
光

で
島

を
訪

れ
る

方
々

へ
の

協
力

を
呼

び
か

け
る

観
光

ガ
イ

ド
を

取
り

入
れ

た
。

ホ
タ

ル
館

で
立

神
海

岸
の

独
特

な
地

形
の

成
り

立
ち

に
つ

い
て

レ
ク

チ
ャ

ー
後

、
約

2
9
0
段

の
階

段
下

に
あ

る
県

指
定

天
然

記
念

物
の

天
宮

城
や

立
神

岩
の

案
内

と
、

自
然

度
が

高
く
人

の
立

ち
入

り
に

く
い

場
所

で
の

地
球

に
や

さ
し

い
ク

リ
ー

ン
活

動
を

実
践

し
ま

す
。

人
数

が
少

な
い

場
合

は
、

一
人

一
袋

、
1
0
0
人

を
超

え
た

場
合

は
、

階
段

バ
ケ

ツ
リ

レ
ー

を
行

う

昨
年

、
離

島
交

流
体

験
で

島
を

訪
れ

た
小

学
生

約
と

地
元

の
民

泊
受

入
れ

住
民

約
1
2
0
名

で
、

漂
着

ゴ
ミ

回
収

と
バ

ケ
ツ

リ
レ

ー
を

行
っ

た
際

、
「
階

段
を

行
き

来
す

る
の

は
大

変
だ

っ
た

け
ど

、
お

世
話

に
な

っ
た

久
米

島
の

た
め

に
海

岸
を

き
れ

い
に

出
来

て
良

か
っ

た
」
と

い
う

子
ど

も
達

の
声

や
、

地
元

の
方

々
か

ら
、

「
年

寄
に

は
き

つ
い

作
業

を
、

島
に

来
る

子
ど

も
達

が
や

っ
て

く
れ

る
の

で
嬉

し
い

、
あ

り
が

た
い

」
と

、
相

乗
効

果
が

大
き

か
っ

た
。
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目
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参

加
者

の
反

応
　

等

1
4

久
米

島
ホ

タ
ル

の
会

海
辺

の
散

策
と

観
察

 海
辺

の
生

き
物

か
ら

生
態

系
を

考
え

よ
う

小
・
中

学
生

・
高

校
生

・
一

般
・
修

学
旅

行
・
観

光
客

年
間

約
1
0
0
人

小
さ

な
島

は
、

海
か

ら
の

恵
み

に
支

え
ら

れ
て

き
た

、
そ

の
大

海
原

は
、

陸
地

と
つ

な
が

る
浅

い
海

の
小

さ
な

生
き

も
の

達
が

支
え

て
い

る
事

に
気

づ
く
事

が
目

的

ホ
タ

ル
館

で
森

と
海

の
生

態
系

の
つ

な
が

り
を

レ
ク

チ
ャ

ー
後

、
身

近
な

海
辺

で
、

島
を

取
り

巻
く
生

き
も

の
達

を
観

察
し

、
生

態
系

の
役

割
と

大
切

さ
を

案
内

し
ま

す
。

学
ん

だ
こ

と
、

海
辺

で
発

見
し

た
も

の
を

通
じ

て
、

生
き

物
や

環
境

に
つ

い
て

考
え

ま
す

。

「
海

の
生

き
も

の
で

、
気

持
ち

悪
い

と
思

っ
て

い
た

ヒ
ト

デ
や

ナ
マ

コ
が

海
の

水
を

き
れ

い
に

し
て

い
る

と
知

っ
て

び
っ

く
り

し
た

。
こ

れ
か

ら
は

、
生

き
も

の
の

事
を

も
っ

と
知

り
た

い
し

大
切

に
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

」

1
5

久
米

島
ホ

タ
ル

の
会

ミ
ス

テ
リ

ー
ナ

イ
ト

ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ

「
夜

の
ホ

タ
ル

館
の

周
り

を
探

検
し

よ
う

」

小
・
中

学
生

・
高

校
生

・
一

般
・
修

学
旅

行
・
福

島
か

ら
の

保
養

者
(球

美
の

里
）
・

観
光

客

年
間

約
1
0
0
0
人

自
然

環
境

の
中

で
生

き
て

い
る

生
き

も
の

達
は

、
場

所
と

時
間

を
上

手
に

利
用

し
て

い
る

。
そ

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
夜

の
時

間
で

、
気

づ
き

の
発

見
が

目
的

夜
の

ホ
タ

ル
館

内
と

周
辺

の
森

や
川

を
ラ

イ
ト

の
明

か
り

だ
け

を
頼

り
に

探
検

し
ま

す
。

日
本

一
大

き
な

テ
ナ

ガ
エ

ビ
や

、
季

節
ご

と
に

出
て

く
る

生
き

も
の

達
(も

ち
ろ

ん
ホ

タ
ル

も
）
が

、
自

然
の

面
白

さ
、

大
切

さ
を

教
え

て
く
れ

ま
す

。
運

が
良

け
れ

ば
、

野
生

の
オ

オ
ウ

ナ
ギ

に
出

会
え

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

！

夜
は

、
怖

い
イ

メ
ー

ジ
だ

っ
た

け
ど

、
生

き
も

の
が

い
っ

ぱ
い

い
て

楽
し

か
っ

た
。

ホ
タ

ル
も

き
れ

い
だ

っ
た

け
ど

、
夜

咲
く
花

が
あ

る
事

と
そ

の
理

由
が

虫
を

呼
ぶ

た
め

と
聞

い
て

、
植

物
と

虫
の

つ
な

が
り

が
わ

か
っ

て
よ

か
っ

た
。

1
6

久
米

島
ホ

タ
ル

の
会

ヤ
ジ

ヤ
ー

ガ
マ

の
洞

窟
探

検
小

・
中

学
生

・
高

校
生

・
一

般
・
修

学
旅

行
・
観

光
客

年
間

約
8
0
0
人

自
然

環
境

の
中

で
生

き
て

い
る

生
き

も
の

達
は

、
場

所
と

時
間

を
上

手
に

利
用

し
て

い
る

。
そ

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
洞

窟
と

い
う

場
所

で
気

づ
き

の
発

見
を

す
る

ホ
タ

ル
館

で
地

球
の

洞
窟

の
成

り
立

ち
と

自
然

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
レ

ク
チ

ャ
ー

後
、

自
然

洞
の

雰
囲

気
あ

る
ヤ

ジ
ヤ

ー
ガ

マ
洞

窟
を

探
検

す
る

ツ
ア

ー
で

す
。

ヘ
ル

メ
ッ

ト
と

ラ
イ

ト
を

つ
け

て
、

本
格

的
な

体
験

気
分

も
味

わ
え

ま
す

。

洞
窟

は
、

閉
ざ

さ
れ

た
空

間
だ

か
ら

生
き

も
の

は
い

な
い

と
思

っ
て

い
た

け
ど

、
そ

こ
に

住
ん

で
い

る
コ

ウ
モ

リ
や

カ
マ

ド
ウ

マ
な

ど
の

生
き

も
の

の
事

を
教

え
て

も
ら

っ
て

、
地

球
の

い
ろ

い
ろ

な
環

境
が

大
切

な
事

を
知

り
ま

し
た

。
こ

ん
な

こ
と

を
知

ら
な

い
と

、
人

が
利

用
し

な
い

場
所

は
、

無
く
な

っ
て

も
い

い
と

誤
解

す
る

か
ら

、
も

っ
と

沢
山

の
人

が
洞

窟
に

行
く
方

が
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

4

資3-200



N
o
.

団
体

名
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
名

称
対

象
者

参
加

人
数

目
　

的
内

容
・
方

法
環

境
教

育
の

効
果

、
参

加
者

の
反

応
　

等

1
7

久
米

島
ホ

タ
ル

の
会

ラ
ム

サ
ー

ル
の

森
案

内
と

昔
の

暮小
・
中

学
生

・
高

校
生

・
一

般
・
修

学
旅

行
・
観

光
客

年
間

約
3
0
0
人

昔
か

ら
大

切
に

さ
れ

て
き

た
久

米
島

の
森

の
中

に
は

、
人

の
暮

ら
し

た
跡

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

を
案

内
し

な
が

ら
人

と
自

然
と

の
共

存
を

考
え

ま
す

。

ホ
タ

ル
館

で
久

米
島

の
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

湿
地

、
お

よ
び

そ
の

象
徴

的
な

生
き

も
の

（
キ

ク
ザ

ト
サ

ワ
ヘ

ビ
な

ど
）
を

レ
ク

チ
ャ

ー
後

、
ニ

ブ
チ

の
森

へ
出

か
け

、
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

地
と

、
久

米
島

の
自

然
の

中
で

生
活

し
て

い
た

時
代

の
暮

ら
し

跡
を

案
内

し
ま

す
。

こ
の

森
の

川
の

水
は

、
久

米
島

独
特

の
白

い
色

を
し

て
い

ま
す

。
そ

の
環

境
や

、
こ

の
場

所
の

地
形

か
ら

、
人

と
自

然
が

上
手

に
関

わ
っ

て
い

た
昔

の
事

を
案

内
す

る
こ

と
で

、
自

然
を

保
護

す
る

こ
と

の
大

切
さ

や
、

山
へ

の
不

法
投

棄
の

問
題

を
考

え
る

切
っ

掛
け

が
で

き
ま

し
た

。

1
8

特
定

非
営

利
活

動
法

人
海

の
自

然
史

研
究

所

「
こ

の
先

、
海

で
す

。
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
小

学
生

3
5
人

程
度

雨
水

溝
に

汚
れ

を
流

さ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

で
き

れ
い

な
海

を
守

る
こ

と
を

目
的

に
し

た
、

環
境

汚
染

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

に
活

動
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
。

雨
水

溝
の

役
目

や
働

き
を

理
解

し
、

海
や

川
の

汚
れ

を
『
未

然
に

防
ぐ

』
た

め
に

自
分

た
ち

の
意

識
や

行
動

を
変

え
る

こ
と

を
周

囲
に

呼
び

か
け

、
地

域
ぐ

る
み

で
環

境
美

化
に

取
り

組
む

。
さ

ら
に

不
特

定
多

数
の

人
た

ち
へ

周
知

す
る

た
め

に
、

身
近

な
道

路
に

あ
る

雨
水

溝
に

、
ス

テ
ッ

カ
ー

や
ペ

イ
ン

ト
で

表
示

サ
イ

ン
を

つ
け

る
。

身
近

に
あ

る
雨

水
溝

か
ら

海
に

流
れ

出
る

ゴ
ミ

を
な

く
す

こ
と

で
、

海
を

汚
さ

な
い

よ
う

に
で

き
る

、
と

い
う

直
接

見
え

る
環

境
保

全
活

動
で

あ
る

た
め

に
、

小
学

生
に

も
意

義
が

容
易

に
理

解
で

き
、

大
変

前
向

き
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

ま
た

、
地

域
の

大
人

や
不

特
定

多
数

の
他

人
に

も
呼

び
か

け
る

活
動

が
含

ま
れ

る
た

め
、

責
任

感
も

生
ま

れ
て

い
る

。

1
9

N
P

O
法

人
宮

古
島

海
の

環
境

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

漂
着

物
、

つ
な

げ
て

み
よ

う
赤

い
小

学
生

か
ら

中
学

生
２

０
～

３
０

漂
着

物
ど

う
し

の
つ

な
が

り
、

生
態

系
へ

の
影

響
を

考
え

る
拾

っ
た

海
岸

漂
着

物
を

模
造

紙
な

ど
大

き
な

紙
の

上
に

輪
に

な
る

よ
う

に
置

き
、

そ
れ

ぞ
れ

共
通

点
が

あ
る

も
の

を
ペ

ン
で

結
ん

で
い

く
。

共
通

点
は

材
質

、
用

途
、

動
植

物
へ

の
影

響
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

視
点

か
ら

考
え

る
。

参
加

者
か

ら
の

意
見

と
し

て
、

漂
着

ゴ
ミ

が
、

生
態

系
へ

の
影

響
が

あ
る

こ
と

、
思

っ
た

よ
り

ゴ
ミ

が
多

い
こ

と
を

知
り

、
ゴ

ミ
を

出
さ

な
い

よ
う

に
気

を
付

け
る

と
い

う
も

の
が

多
か

っ
た

。

2
0

N
P

O
法

人
宮

古
島

海
の

環
境

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

漂
着

物
で

フ
ォ

ト
フ

レ
ー

ム
づ

く
り幼

児
か

ら
大

人
ま

で
２

０
～

３
０

漂
着

物
を

よ
く
観

察
し

、
そ

こ
か

ら
自

分
の

お
気

に
入

り
を

見
つ

け
よ

う

漂
着

ゴ
ミ

を
拾

う
一

方
、

ビ
ー

チ
グ

ラ
ス

、
貝

殻
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

破
片

な
ど

の
お

気
に

入
り

を
集

め
て

お
き

、
潮

抜
き

後
、

木
製

フ
ォ

ト
フ

レ
ー

ム
の

周
り

に
ボ

ン
ド

で
つ

け
る

。
フ

ォ
ト

フ
レ

ー
ム

の
中

の
台

紙
に

、
特

に
お

気
に

入
り

と
思

っ
た

も
の

を
ス

ケ
ッ

チ
す

る
。

漂
着

物
に

興
味

を
も

つ
き

っ
か

け
と

な
る

。
漂

着
ゴ

ミ
と

思
っ

て
い

る
も

の
か

ら
フ

ォ
ト

フ
レ

ー
ム

の
材

料
と

な
る

も
の

を
見

つ
け

る
喜

び
を

感
じ

る
。

2
1

N
P

O
法

人
宮

古
島

海
の

環
境

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

漂
着

物
の

里
分

け
小

学
生

か
ら

大
人

ま
で

２
０

～
３

０

漂
着

物
の

理
解

を
深

め
、

人
工

物
と

自
然

物
の

違
い

を
学

び
、

漂
着

ゴ
ミ

の
生

態
系

へ
の

影
響

な
ど

を
考

え
る

拾
っ

た
漂

着
物

を
由

来
に

よ
っ

て
４

つ
に

分
類

。
１

）
海

の
植

物
、

２
）
海

の
動

物
、

３
）
人

工
物

、
４

）
山

(陸
）
の

も
の

。
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
じ

っ
く
り

観
察

。

漂
着

物
の

由
来

を
考

え
る

こ
と

で
、

海
流

、
川

の
流

れ
、

漂
着

物
そ

の
も

の
に

興
味

を
も

つ
き

っ
か

け
と

な
る

。
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加
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等

2
2

沖
縄

県
環

境
部

環
境

整
備

課
（
プ

ロ
グ

ラ
ム

作
成

と
実

施
は

民
間

企
業

へ
委

託
）

映
画

鑑
賞

を
通

じ
て

海
の

ご
み

に
つ

い
て

学
ぶ

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
小

学
生

～
中

学
生

上
限

は
無

い
が

1
5
0
名

程
度

ま
で

が
適

当

沖
縄

県
作

成
の

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

映
画

【
み

ん
な

の
海

だ
か

ら
　

－
教

育
版

－
】
（
3
8
分

）
の

鑑
賞

を
通

じ
て

、
沖

縄
の

海
ご

み
の

現
状

と
海

ご
み

問
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

。
そ

し
て

、
解

決
策

や
、

子
ど

も
た

ち
自

身
に

も
で

き
る

取
組

み
を

考
え

る
。

学
校

の
授

業
2
時

限
（
4
5
分

×
2
）
を

使
う

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

3
8
分

間
の

映
画

と
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

使
う

。
映

画
は

問
題

提
起

を
し

た
部

分
で

い
っ

た
ん

止
め

る
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
使

用
し

て
、

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

が
子

ど
も

た
ち

に
問

い
か

け
な

が
ら

海
ご

み
の

問
題

点
を

確
認

す
る

。
解

決
策

を
考

え
て

、
意

見
発

表
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
し

て
い

く
。

そ
の

後
、

映
画

を
再

開
す

る
。

見
終

わ
っ

た
ら

再
度

、
海

ご
み

問
題

の
解

決
策

と
自

分
で

で
き

る
こ

と
を

考
え

て
発

表
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
す

る
。

【
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

設
問

】
1
.沖

縄
の

海
辺

で
は

、
ど

ん
な

問
題

が
お

き
て

い
ま

す
か

？
2
.そ

の
問

題
が

あ
る

と
、

ど
う

し
て

困
る

の
で

す
か

？
3
.そ

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

ど
う

し
た

ら
良

い
と

思
い

ま
す

か
？

4
.友

達
の

意
見

で
良

い
と

思
っ

た
こ

と
を

メ
モ

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

5
.友

達
の

意
見

を
聞

い
て

、
新

し
く
思

い
つ

い
た

こ
と

や
、

自
分

で
や

っ
て

み
よ

う
と

思
う

こ
と

は
何

で
す

か
？

6
.映

画
を

全
部

見
終

わ
っ

た
ら

、
も

う
一

回
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

こ
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
に

、
ど

う
し

た
ら

良
い

と
思

い
ま

す
か

？
7
.今

日
の

感
想

を
書

い
て

下
さ

い
。

※
映

画
の

途
中

で
1
～

5
の

設
問

を
記

入
、

映
画

を
見

終
わ

っ
た

ら
6
～

7
の

設
問

を
記

入
。

映
画

鑑
賞

を
最

後
ま

で
通

し
て

行
っ

た
後

に
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

感
想

な
ど

を
書

い
て

も
ら

う
方

法
に

比
べ

、
生

徒
の

海
ご

み
問

題
へ

の
理

解
や

、
解

決
策

と
自

ら
で

き
る

取
組

み
等

へ
の

考
え

方
が

明
ら

か
に

深
ま

る
。

2
3

沖
縄

県
内

の
離

島
地

域
6
町

村

伊
江

村
、

座
間

味
村

、
久

米
島

町
、

粟
国

村
、

多
良

間
村

、
竹

富
町

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

作
成

と
実

施
は

民
間

企
業

へ
委

託
）

住
民

参
加

に
よ

る
漂

着
ご

み
の

回
収

調
査

と
、

調
査

結
果

等
の

地
域

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
子

ど
も

～
大

人
下

限
・
上

限
な

し

地
域

住
民

に
漂

着
ご

み
の

回
収

方
法

を
覚

え
て

も
ら

い
、

更
に

は
そ

の
地

域
の

漂
着

ご
み

の
状

況
や

地
域

自
ら

が
実

施
で

き
る

発
生

抑
制

対
策

等
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
。

1
. 
地

域
住

民
(主

に
大

人
)に

参
加

し
て

も
ら

い
、

漂
着

ご
み

の
回

収
調

査
を

実
施

す
る

。
そ

の
際

に
、

参
加

者
に

は
漂

着
ご

み
の

回
収

と
分

別
方

法
、

製
造

国
等

の
ご

み
の

分
析

方
法

、
漂

着
ご

み
に

関
係

す
る

様
々

な
問

題
等

を
解

説
し

、
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

。

2
.回

収
調

査
結

果
を

ま
と

め
、

そ
の

地
域

の
漂

着
ご

み
の

特
徴

や
、

地
域

で
で

き
る

発
生

抑
制

対
策

等
を

検
討

す
る

。

3
. 
上

記
2
の

結
果

に
加

え
、

漂
着

ご
み

問
題

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

地
元

の
小

・
中

・
高

等
学

校
の

授
業

で
生

徒
に

説
明

し
、

地
元

の
漂

着
ご

み
問

題
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

。
ま

た
、

回
収

調
査

に
参

加
し

た
大

人
に

も
同

様
に

説
明

会
を

行
う

。

県
内

の
殆

ど
の

離
島

地
域

に
は

、
環

境
教

育
等

を
実

施
で

き
る

民
間

団
体

が
い

な
い

た
め

、
他

地
域

で
活

動
し

て
い

る
民

間
団

体
に

も
上

記
3
に

お
い

て
環

境
教

育
の

面
で

参
加

協
力

し
て

も
ら

い
、

対
象

地
域

と
民

間
団

体
と

の
継

続
的

な
つ

な
が

り
を

生
む

よ
う

に
す

る
。

参
加

者
か

ら
は

、
離

島
地

域
で

は
、

漂
着

ご
み

の
効

果
的

な
回

収
方

法
や

、
漂

着
ご

み
に

関
す

る
様

々
な

問
題

に
つ

い
て

知
る

機
会

、
そ

れ
を

教
え

る
人

材
や

機
会

が
殆

ど
無

い
た

め
、

大
変

勉
強

に
な

り
、

良
い

機
会

だ
っ

た
と

の
感

想
が

多
い

。

2
4

西
表

エ
コ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

環
境

学
習

地
域

の
小

中
学

生
な

ら
び

に
教

員
1
0
～

6
0
人

山
か

ら
海

へ
の

生
態

系
の

つ
な

が
り

を
知

り
、

そ
の

ど
れ

も
が

島
の

宝
で

あ
る

こ
と

を
知

る
。

そ
れ

ら
を

守
る

た
め

に
何

が
で

き
る

か
を

考
え

る
。

室
内

事
前

学
習

→
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

・
分

別
・
調

査
→

ふ
り

か
え

り
・

気
づ

き
の

共
有

そ
の

後
の

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
活

動
に

継
続

し
て

参
加

す
る

児
童

生
徒

が
い

る
。

ま
た

、
保

護
者

と
一

緒
に

参
加

す
る

ケ
ー

ス
も

多
く
、

大
人

へ
の

普
及

啓
発

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
。

6
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N
o
.

団
体

名
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
名

称
対

象
者

参
加

人
数

目
　

的
内

容
・
方

法
環

境
教

育
の

効
果

、
参

加
者

の
反

応
　

等

2
5

（
特

非
）
西

表
島

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
協

会
海

岸
漂

着
ゴ

ミ
レ

ク
チ

ャ
ー

と
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

ア
ッ

プ
大

学
生

、
専

門
学

校
生

1
0
～

3
0
人

西
表

島
の

漂
着

ゴ
ミ

の
現

状
を

知
り

、
清

掃
活

動
を

す
る

こ
と

で
、

ゴ
ミ

問
題

へ
の

関
心

を
持

つ
。

ゴ
ミ

の
発

生
抑

制
の

た
め

に
そ

れ
ぞ

れ
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
。

室
内

レ
ク

チ
ャ

ー
・
問

い
か

け
→

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
・
分

別
・
調

査
→

ふ
り

か
え

り
・
気

づ
き

の
共

有
美

し
い

海
と

大
量

の
漂

着
ゴ

ミ
の

対
比

に
衝

撃
を

受
け

る
学

生
が

多
い

。
環

境
問

題
を

身
近

に
と

ら
え

る
き

っ
か

け
と

な
っ

て
い

る
。

2
6

效
果

  
  

三
回

の
活

動
に

参
加

し
た

人
数

は
計

3
2
0
人

で
あ

り
、

わ
ず

か
3
5
%
が

現
在

花
蓮

に
在

住
し

て
い

る
住

民
で

あ
っ

た
。

多
く
の

人
は

車
で

花
蓮

に
や

っ
て

き
て

参
加

し
て

い
る

。
そ

の
う

ち
、

家
族

総
出

で
の

参
加

は
2
割

で
あ

り
、

各
年

齢
層

の
生

徒
や

学
生

の
参

加
が

4
割

を
占

め
て

い
る

。
中

に
は

三
回

連
続

で
申

し
込

み
を

し
て

い
る

人
も

い
て

、
行

動
を

以
っ

て
自

分
か

ら
変

わ
る

こ
と

で
サ

ポ
ー

ト
し

て
く
れ

て
い

る
。

  
  

海
上

で
の

海
中

清
掃

活
動

は
一

部
は

海
の

状
況

に
よ

っ
て

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
な

い
こ

と
も

あ
る

。
海

上
で

の
ル

ー
ト

は
船

長
が

帯
状

の
ゴ

ミ
エ

リ
ア

を
見

つ
け

、
し

か
も

近
く
の

海
岸

で
あ

る
花

蓮
市

の
ゴ

ミ
埋

め
立

て
場

に
近

く
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
溢

れ
か

え
っ

た
ゴ

ミ
は

海
上

か
ら

も
は

っ
き

り
と

見
て

取
れ

た
。

そ
の

後
み

ん
な

で
港

内
に

戻
り

ゴ
ミ

を
拾

い
上

げ
る

こ
と

を
決

め
、

三
回

と
も

海
に

出
て

か
ら

花
蓮

港
内

に
戻

り
、

油
に

ま
み

れ
た

海
水

に
浸

か
っ

た
ゴ

ミ
を

回
収

し
、

分
別

整
理

を
行

っ
た

。
参

加
者

が
た

く
さ

ん
の

作
業

を
し

て
く
れ

、
努

力
を

し
て

く
れ

た
こ

と
は

と
て

も
意

外
で

あ
っ

た
が

、
大

変
感

謝
し

て
い

る
。

参
加

者
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
：

• 
実

は
私

は
環

境
保

護
や

海
に

親
し

も
う

と
い

う
教

育
は

多
く
語

っ
て

も
意

味
が

な
い

と
考

え
て

い
る

。
実

際
に

体
験

を
す

れ
ば

、
自

分
た

ち
の

生
活

環
境

の
ど

こ
に

問
題

の
所

在
が

あ
る

の
か

が
分

か
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

問
題

は
一

時
的

に
は

解
決

で
き

な
い

か
も

し
れ

な
い

が
、

み
ん

な
の

心
に

何
か

が
残

っ
て

い
れ

ば
い

い
と

私
は

思
う

。
• 
今

日
は

天
気

が
と

て
も

暑
く
て

、
み

ん
な

と
一

時
間

努
力

し
て

ゴ
ミ

を
拾

い
な

が
ら

、
そ

の
ゴ

ミ
を

項
目

別
に

登
録

を
し

て
い

た
。

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
は

依
然

と
し

て
海

ゴ
ミ

の
大

問
題

で
あ

る
と

考
え

た
。

ま
た

、
今

日
は

さ
ま

ざ
ま

な
靴

を
大

量
に

回
収

し
た

。
ま

た
非

常
に

長
い

ホ
ー

ス
も

あ
っ

た
。

回
収

中
に

子
供

が
「
自

分
っ

て
か

っ
こ

い
い

」
と

感
想

を
漏

ら
し

た
。

分
別

登
録

を
担

当
す

る
仲

間
か

ら
は

ど
う

や
っ

た
ら

こ
ん

な
に

た
く
さ

ん
の

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
が

集
ま

っ
て

く
る

の
か

と
嘆

い
て

い
た

。
• 
前

回
私

と
一

緒
に

参
加

し
た

子
供

が
今

回
は

前
回

よ
り

少
し

海
が

き
れ

い
に

な
っ

て
い

る
と

話
し

て
い

た
。

前
回

一
緒

に
行

っ
て

い
な

い
子

供
は

以
前

は
こ

ん
な

に
た

く
さ

ん
ゴ

ミ
が

あ
る

と
は

気
づ

か
な

か
っ

た
と

言
っ

た
。

従
っ

て
こ

の
よ

う
な

活
動

に
参

加
し

た
子

供
は

環
境

に
対

す
る

感
度

が
高

く
な

っ
て

い
る

と
言

え
る

。
• 
実

際
に

子
供

を
連

れ
て

海
辺

で
活

動
を

す
る

こ
と

は
簡

単
な

こ
と

で
は

な
い

。
で

も
事

前
に

一
日

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

計
画

を
立

て
て

、
子

供
を

信
じ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

気
付

い
た

。
実

は
子

供
た

ち
は

自
分

は
何

を
す

べ
き

か
を

理
解

し
て

い
る

。
ま

た
み

ん
な

が
も

う
一

度
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

に
参

加
し

た
い

と
表

明
し

て
い

る
。

  
　

関
連

す
る

世
界

の
記

念
日

（
4
/
1
8
世

界
地

球
の

日
、

5
/
1
6
(S

at
.)
国

際
生

物
多

様
性

の
日

、
6
/
7
(S

u
n
.)
地

球
環

境
の

日
、

世
界

海
洋

の
日

)に
合

わ
せ

て
、

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
、

海
中

清
掃

活
動

を
展

開
す

る
。

一
日

を
使

っ
て

海
岸

か
ら

海
上

に
至

る
範

囲
で

計
画

を
立

て
た

。
海

岸
で

の
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

の
際

に
は

皆
さ

ん
に

一
番

印
象

が
深

か
っ

た
海

ゴ
ミ

を
一

つ
残

し
、

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
後

、
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

、
「
な

ぜ
そ

れ
を

選
ん

だ
の

か
、

ど
う

や
っ

て
見

つ
け

た
の

か
？

」
に

つ
い

て
情

報
共

有
す

る
。

皆
さ

ん
の

意
見

を
聞

い
て

な
ぜ

こ
の

よ
う

な
ゴ

ミ
が

出
て

き
た

の
か

を
考

え
る

。
海

に
出

て
海

中
清

掃
活

動
を

行
う

の
は

「
黒

潮
」
の

初
め

て
の

試
み

。
海

上
で

ゴ
ミ

を
回

収
す

る
の

は
極

め
て

難
し

い
。

ど
の

よ
う

に
し

て
ゴ

ミ
を

見
つ

け
る

の
か

？
ゴ

ミ
を

見
つ

け
た

時
に

は
ど

の
よ

う
に

し
て

ゴ
ミ

と
船

が
動

か
な

い
よ

う
に

す
る

の
か

？
ど

の
よ

う
な

器
具

で
ゴ

ミ
を

拾
い

集
め

る
の

か
？

船
の

ど
の

場
所

で
拾

え
ば

よ
い

の
か

？
こ

れ
ら

の
問

題
は

い
ず

れ
も

試
行

と
挑

戦
を

繰
り

返
し

て
い

る
問

題
で

あ
る

。
三

回
の

活
動

を
通

し
て

、
海

の
状

況
や

ご
み

の
分

布
、

船
の

性
能

に
よ

っ
て

、
見

た
目

よ
り

回
収

し
た

ご
み

の
方

に
驚

く
こ

と
が

多
い

。
こ

れ
は

こ
れ

ま
で

の
状

況
で

あ
る

が
、

こ
れ

に
よ

っ
て

皆
さ

ん
に

対
し

て
ゴ

ミ
は

一
旦

海
上

で
漂

流
を

始
め

る
と

そ
の

影
響

は
取

り
返

し
が

つ
か

な
い

も
の

に
な

る
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
も

ら
い

た
い

。
そ

の
中

で
、

花
蓮

市
現

役
の

ゴ
ミ

埋
め

立
て

場
に

行
く
機

会
を

設
け

て
い

る
。

毎
日

の
生

活
の

中
で

出
さ

れ
た

ゴ
ミ

が
一

帯
を

埋
め

尽
く
し

て
い

る
の

を
見

て
い

る
と

、
ど

の
よ

う
に

減
ら

し
、

ど
の

よ
う

に
回

収
す

る
か

は
一

人
ひ

と
り

が
生

活
に

見
直

す
必

要
が

あ
る

こ
と

を
感

じ
さ

せ
ら

れ
る

。
埋

め
立

て
ら

れ
る

ゴ
ミ

の
山

が
太

平
洋

に
迫

る
の

を
見

て
、

ど
れ

ほ
ど

多
く
の

不
適

切
な

政
策

に
よ

っ
て

、
私

た
ち

に
こ

の
よ

う
な

環
境

を
も

た
ら

し
た

の
か

考
え

ざ
る

を
得

な
い

。

 　
長

年
海

ゴ
ミ

問
題

に
関

心
が

あ
っ

た
「
黒

潮
」
は

今
年

陸
か

ら
海

に
シ

フ
ト

、
新

た
な

観
察

と
認

識
に

ト
ラ

イ
。

ゴ
ミ

に
対

す
る

人
々

の
最

初
の

注
目

は
陸

か
ら

始
ま

っ
た

。
ま

ず
は

家
の

中
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

、
そ

し
て

町
の

清
掃

、
資

源
の

回
収

、
そ

し
て

ゴ
ミ

焼
却

炉
と

埋
立

て
が

我
々

の
ゴ

ミ
の

最
終

処
分

場
だ

と
考

え
て

い
た

。
し

か
し

現
場

に
到

着
し

て
か

ら
、

そ
れ

ら
は

最
終

処
分

場
で

は
な

く
、

大
海

原
に

つ
な

が
る

入
口

で
あ

る
こ

と
に

気
付

い
た

。

3
2
0

一
般

見
え

る
も

の
と

見
え

ざ
る

も
の

黑
潮

海
洋

文
教

基
金

會

7

資3-203



N
o
.

団
体

名
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
名

称
対

象
者

参
加

人
数

目
　

的
内

容
・
方

法
環

境
教

育
の

効
果

、
参

加
者

の
反

応
　

等

2
7

財
團

法
人

海
洋

公
民

基
金

會
澎

湖
諸

島
周

辺
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

及
び

海
中

清
掃

計
画

学
生

、
企

業
、

地
域

住
民

、
一

般
1
5
8

(一
)定

期
的

に
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

を
行

い
、

海
ゴ

ミ
を

減
ら

す
。

(二
)確

実
に

海
ゴ

ミ
の

種
類

を
記

録
し

て
、

記
録

し
た

成
果

を
有

効
な

デ
ー

タ
に

変
え

る
。

(三
)澎

湖
諸

島
の

各
小

学
校

、
地

域
に

お
い

て
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

教
育

を
実

施
し

、
各

組
織

で
分

担
し

て
砂

浜
を

保
全

す
る

。
(四

)海
中

清
掃

、
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

。

(1
)ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

澎
湖

諸
島

周
辺

で
の

日
程

及
び

各
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

地
点

で
の

方
法

を
計

画
す

る
。

(2
)各

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
地

点
で

各
地

域
、

学
校

と
の

共
同

作
業

を
行

う
。

(3
)ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

の
二

週
間

前
に

情
報

公
開

を
行

い
、

市
民

の
参

加
申

し
込

み
を

受
け

付
け

る
。

(4
)ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

の
一

週
間

前
に

ゴ
ミ

回
収

隊
に

連
絡

を
取

り
、

ゴ
ミ

の
運

搬
回

収
を

手
配

す
る

。
(5

)ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
の

当
日

は
事

前
の

講
習

を
行

い
、

人
数

に
よ

っ
て

グ
ル

ー
プ

に
分

け
、

各
グ

ル
ー

プ
で

分
別

記
録

担
当

、
ゴ

ミ
拾

い
担

当
、

片
づ

け
担

当
に

分
か

れ
て

、
指

定
区

域
内

で
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

を
実

施
す

る
。

(6
)ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

終
了

後
は

、
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
共

に
ご

み
の

総
量

を
点

検
し

、
記

録
を

統
計

表
に

記
入

す
る

。
毎

回
の

活
動

終
了

後
は

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
し

た
上

で
、

本
会

の
電

子
媒

体
に

お
い

て
、

活
動

の
成

果
な

ど
の

情
報

を
掲

載
す

る
。

(7
）
1
0
月

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

統
計

デ
ー

タ
を

ま
と

め
IC

C
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

す
る

。

(1
)数

量
化

に
よ

る
効

果
A

.4
回

の
海

ご
み

「
ゼ

ロ
」
計

画
書

の
宣

伝
を

完
成

さ
せ

た
。

B
.5

名
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
育

成
し

た
。

C
.7

回
の

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
を

実
施

し
た

。
D

.通
年

の
活

動
報

告
1
部

ま
と

め
た

。
(2

)非
数

量
化

に
よ

る
効

果
A

.ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
に

参
加

し
て

も
ら

う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

育
成

し
た

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
モ

デ
ル

を
採

用
し

て
速

や
か

に
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

を
行

う
コ

ン
セ

プ
ト

を
広

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ブ

ー
ム

に
よ

っ
て

よ
り

多
く
の

人
が

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
、

海
中

清
掃

活
動

に
参

加
し

た
。

B
.宣

伝
活

動
に

よ
っ

て
、

小
学

校
や

地
域

で
海

を
大

切
に

す
る

コ
ン

セ
プ

ト
を

確
立

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

を
通

し
て

地
域

を
大

切
に

す
る

気
持

ち
を

醸
成

し
、

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
、

海
中

清
掃

活
動

に
対

す
る

認
識

が
深

ま
っ

た
。

長
期

的
な

協
力

モ
デ

ル
を

用
い

て
、

定
期

的
に

個
々

の
砂

浜
の

状
況

を
記

録
し

た
。

C
.こ

れ
ま

で
に

蓄
積

し
た

記
録

に
よ

っ
て

、
資

料
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

中
央

政
府

か
ら

地
域

社
会

に
至

る
ま

で
ル

ー
ル

や
対

策
を

定
め

、
海

ゴ
ミ

の
量

を
減

ら
す

将
来

の
環

境
保

護
政

策
を

推
進

す
る

の
に

重
要

な
指

標
を

提
供

し
た

。

2
8

台
南

社
區

大
學

二
仁

溪
及

び
遊

水
地

の
見

学
中

学
生

4
8

子
供

た
ち

に
学

校
付

近
の

環
境

を
知

っ
て

も
ら

い
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
貢

献
を

し
て

も
ら

う
。

室
内

で
先

に
P

P
T
に

よ
る

紹
介

を
行

い
、

実
際

に
現

場
を

案
内

し
て

紹
介

を
す

る
と

同
時

に
ゴ

ミ
を

拾
う

。
子

供
た

ち
は

実
際

に
そ

の
環

境
を

訪
問

し
て

認
識

を
深

め
、

環
境

保
全

活
動

に
参

加
す

る
。

2
9

台
南

社
區

大
學

環
境

生
態

系
研

修
キ

ャ
ン

プ
土

地
物

語
　

ゴ
ミ

の
紹

介
高

校
生

6
0

参
加

者
に

環
境

の
現

状
に

対
し

て
一

層
認

識
を

深
め

て
も

ら
う

。
室

内
で

の
P

P
T
の

紹
介

。
参

加
者

は
環

境
の

現
状

を
知

り
、

ゴ
ミ

を
減

ら
す

意
欲

が
高

ま
る

。

3
0

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
の

現
状

紹
介

高
校

生
5
0

子
供

た
ち

に
海

辺
の

環
境

の
現

状
を

知
っ

て
も

ら
い

、
実

際
に

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
に

参
加

し
て

も
ら

う
。

室
内

で
先

に
P

P
T
に

よ
る

紹
介

を
行

い
、

そ
の

後
実

際
に

現
場

で
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

や
統

計
作

業
に

参
加

す
る

。
参

加
者

は
環

境
の

現
状

を
知

り
、

ゴ
ミ

を
減

ら
す

意
欲

が
高

ま
る

。

3
1

台
南

社
區

大
學

カ
キ

棚
の

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
問

題
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

小
学

生
及

び
保

護
者

1
5

研
究

方
法

を
認

識
、

理
解

し
、

討
議

す
る

。
室

内
で

の
P

P
T
に

よ
る

紹
介

と
討

議
。

具
体

的
な

研
究

方
法

を
認

識
、

理
解

し
、

議
論

す
る

。

3
2

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
の

現
状

の
紹

介
大

人
1
5

参
加

者
に

環
境

の
現

状
や

作
業

方
法

に
つ

い
て

深
く
理

解
し

て
も

ら
う

。

室
内

で
の

P
P

T
に

よ
る

紹
介

お
よ

び
討

議
。

参
加

者
に

ど
の

よ
う

な
や

り
方

を
し

て
い

る
の

か
を

知
っ

て
も

ら
い

、
ゴ

ミ
を

減
ら

す
よ

う
に

す
る

。

3
3

台
南

社
區

大
學

龍
崗

国
小

学
校

、
海

の
カ

キ
棚

回
収

作
業

の
見

学
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

小
学

生
及

び
保

護
者

1
2

回
収

作
業

の
過

程
を

記
録

し
、

観
察

す
る

。
現

場
で

の
記

録
お

よ
び

討
議

。
実

際
に

作
業

の
流

れ
や

問
題

を
理

解
す

る
。

3
4

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
に

対
す

る
海

外
で

の
対

処
法

の
紹

介
大

人
1
5

参
加

者
に

海
外

で
の

海
ゴ

ミ
に

対
す

る
対

処
に

つ
い

て
た

く
さ

ん
知

っ
て

も
ら

う
。

室
内

で
の

P
P

T
の

紹
介

お
よ

び
討

議
。

参
加

者
に

国
際

的
な

対
処

法
及

び
N

G
O

の
活

動
に

つ
い

て
知

っ
て

も
ら

う
。

3
5

台
南

社
區

大
學

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
大

学
生

1
5
0

み
ん

な
に

環
境

の
現

状
や

改
善

方
法

を
紹

介
す

る
。

室
内

で
P

P
T
に

よ
る

紹
介

を
行

い
、

実
際

に
戸

外
で

活
動

す
る

。
参

加
者

に
知

っ
て

も
ら

い
、

参
加

し
て

も
ら

う
。

8
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法
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、
参

加
者

の
反

応
　

等

3
6

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
の

現
状

の
紹

介
小

学
生

7
0

子
供

た
ち

に
海

辺
の

環
境

の
現

状
を

知
っ

て
も

ら
い

、
実

際
に

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
に

参
加

し
て

も
ら

う
。

室
内

で
先

に
P

P
T
に

よ
る

紹
介

を
行

い
、

そ
の

後
実

際
に

現
場

で
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

や
統

計
作

業
に

参
加

す
る

。
参

加
者

は
環

境
の

現
状

を
知

り
、

ゴ
ミ

を
減

ら
す

意
欲

が
高

ま
る

。

3
7

台
南

社
區

大
學

ゴ
ミ

が
出

る
と

は

3
8

台
南

社
區

大
學

生
活

ゴ
ミ

の
現

状
の

紹
介

3
9

台
南

社
區

大
學

台
北

再
生

芸
術

工
房

の
海

ゴ
ミ

の
展

示
と

討
議

一
般

5
ど

の
よ

う
な

展
示

を
す

れ
ば

、
み

ん
な

に
自

分
た

ち
が

出
し

て
い

る
ゴ

ミ
の

問
題

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

写
真

や
イ

ラ
ス

ト
を

使
っ

て
説

明
し

議
論

す
る

。
展

示
の

形
式

と
方

法
を

討
議

し
、

市
民

が
ど

う
す

れ
ば

問
題

を
知

り
、

ご
み

を
減

ら
し

、
再

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

議
論

す
る

。

4
0

台
南

社
區

大
學

私
た

ち
は

何
を

出
し

て
い

る
の

か
─

青
少

年
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

高
中

生
4
0

問
題

を
認

識
し

、
理

解
す

る
と

こ
ろ

か
ら

、
解

決
法

を
議

論
す

る
と

こ
ろ

ま
で

。

室
内

で
の

P
P

T
紹

介
と

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
の

討
議

。
飲

料
容

器
の

問
題

に
対

し
て

、
使

い
方

か
ら

討
論

し
、

実
施

可
能

な
解

決
案

を
提

出
す

る

4
1

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
の

現
状

紹
介

一
般

1
2
0

参
加

者
に

環
境

の
現

状
に

つ
い

て
知

っ
て

も
ら

う
。

写
真

や
イ

ラ
ス

ト
に

よ
る

紹
介

や
ど

の
よ

う
に

問
題

を
解

決
で

き
る

か
質

問
す

る
。

写
真

や
イ

ラ
ス

ト
の

現
状

か
ら

自
分

な
り

の
改

善
方

法
を

考
え

る
。

4
2

台
南

社
區

大
學

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
大

学
生

2
0
0

参
加

者
に

環
境

の
現

状
や

改
善

の
方

法
を

知
っ

て
も

ら
う

。
室

内
で

の
P

P
T
紹

介
お

よ
び

戸
外

で
の

実
際

に
活

動
す

る
。

参
加

者
に

知
っ

て
も

ら
い

、
参

加
し

て
も

ら
う

。

4
3

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
の

紹
介

一
般

5
0

参
加

者
に

環
境

の
現

状
に

つ
い

て
知

っ
て

も
ら

い
、

改
善

の
方

法
に

つ
い

て
議

論
す

る
。

室
内

で
の

P
P

T
に

よ
る

紹
介

と
戸

外
で

の
実

際
に

活
動

す
る

。
参

加
者

に
知

っ
て

も
ら

い
、

参
加

し
て

も
ら

い
、

宣
言

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

。

4
4

台
南

社
區

大
學

二
仁

溪
の

現
況

及
び

ゴ
ミ

問
題

一
般

2
0

参
加

者
に

二
仁

溪
の

ゴ
ミ

問
題

を
紹

介
す

る
。

室
内

で
P

P
T
に

よ
る

紹
介

。
参

加
者

に
過

去
の

汚
染

と
人

々
に

よ
る

努
力

の
過

程
を

知
っ

て
も

ら
う

。

4
5

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
の

現
状

紹
介

小
学

生
3
0

簡
単

に
子

供
た

ち
に

海
辺

の
環

境
の

現
状

を
紹

介
す

る
。

室
内

で
P

P
T
及

び
議

論
参

加
者

は
環

境
の

現
状

を
知

り
、

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

す
意

欲
が

高
ま

る
。

4
6

台
南

社
區

大
學

ゴ
ミ

の
現

状
を

紹
介

す
る

大
学

生
5
0

み
ん

な
が

環
境

の
現

状
を

認
識

し
て

も
ら

い
、

改
善

の
方

法
を

紹
介

す
る

。

室
内

で
P

P
T
に

よ
る

紹
介

と
議

論
参

加
者

は
環

境
の

現
状

を
知

り
、

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

す
意

欲
が

高
ま

る
。

4
7

台
南

社
區

大
學

海
ゴ

ミ
の

長
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

操
作

小
中

学
生

、
高

校
生

及
び

大
学

生
、

一
般

1
3
5
0

実
際

の
操

作
を

参
加

者
に

簡
単

に
紹

介
す

る
。

実
際

の
操

作
に

参
加

す
る

。
実

際
の

操
作

を
通

じ
て

参
加

者
に

海
辺

の
環

境
の

現
状

と
本

当
に

た
く
さ

ん
の

ゴ
ミ

が
あ

る
こ

と
を

知
っ

て
も

ら
い

、
自

分
の

普
段

の
習

慣
を

変
え

て
、

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

し
て

も
ら

う
。

4
8

国
立

海
洋

科
技

博
物

館
海

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

き
れ

い
だ

よ小
学

校
3
、

4
年

生
(中

学
年

)
4
0

海
の

生
物

と
環

境
の

関
連

性
を

理
解

す
る

。
海

の
生

物
が

直
面

す
る

環
境

危
機

を
指

摘
し

て
、

海
を

守
る

た
め

に
自

分
と

の
約

束
を

呼
び

か
け

る
。

教
育

活
動

活
動

一
、

生
き

物
の

正
体

を
知

る
(3

0
分

)
活

動
二

、
私

の
海

の
友

達
(3

0
分

)
活

動
三

、
テ

ー
マ

別
展

示
ホ

ー
ル

(9
0
分

)
活

動
四

、
干

潟
の

生
態

（
6
0
分

)
活

動
五

、
私

の
海

を
守

る
行

動
(3

0
分

)
関

連
展

示
ホ

ー
ル

:環
境

ホ
ー

ル

4
9

国
立

海
洋

科
技

博
物

館
海

の
物

語
箱

小
学

校
5
、

6
年

生
(高

学
年

)
4
0

海
の

様
々

な
生

態
系

と
環

境
の

特
徴

を
理

解
す

る
。

文
学

作
品

中
の

海
と

人
の

生
活

の
関

連
性

を
理

解
す

る
。

教
育

活
動

：
活

動
一

、
海

洋
の

宝
物

(3
0
分

)
活

動
二

、
海

の
物

語
集

(6
0
分

)
活

動
三

、
テ

ー
マ

別
展

示
ホ

ー
ル

(9
0
分

)
活

動
四

、
干

潟
の

生
態

(6
0
分

)
関

連
展

示
ホ

ー
ル

:文
化

ホ
ー

ル
、

環
境

ホ
ー

ル

一
般

1
0

日
常

生
活

で
出

さ
れ

た
ゴ

ミ
と

海
岸

の
現

状
を

紹
介

す
る

。
室

内
で

ま
ず

P
P

T
に

よ
る

紹
介

を
行

う
。

参
加

者
は

環
境

の
現

状
を

知
り

、
ゴ

ミ
を

減
ら

す
意

欲
が

高
ま

る
。

9
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N
o
.

団
体

名
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
名

称
対

象
者

参
加

人
数

目
　

的
内

容
・
方

法
環

境
教

育
の

効
果

、
参

加
者

の
反

応
　

等

5
0

国
立

海
洋

科
技

博
物

館
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

プ
ロ

グ
ラ

ム
小

学
校

高
学

年
及

び
大

人
6
0

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
の

目
的

と
意

義
を

理
解

し
、

実
際

に
は

ど
の

よ
う

に
行

動
を

す
れ

ば
海

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
か

を
理

解
す

る
。

教
育

活
動

：
活

動
一

、
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

の
紹

介
(3

0
分

)
活

動
二

、
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

、
ご

み
の

分
別

と
記

録
(9

0
分

)
活

動
三

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

と
感

想
(3

0
分

)
関

連
展

示
ホ

ー
ル

:環
境

ホ
ー

ル

5
1

国
立

海
洋

科
技

博
物

館
ビ

ン
の

中
の

手
紙

の
秘

密
-
宝

箱
さ

が
し

(テ
ー

ブ
ル

ゲ
ー

ム
)

小
学

校
高

学
年

及
び

大
人

4
0

海
ゴ

ミ
と

人
類

の
関

係
を

認
識

し
、

海
ゴ

ミ
の

問
題

に
関

心
を

寄
せ

る
。

教
育

活
動

：
活

動
一

、
ゲ

ー
ム

の
紹

介
(1

0
分

)
活

動
二

、
宝

箱
さ

が
し

(6
0
分

)
活

動
三

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

と
感

想
(3

0
分

)
関

連
展

示
ホ

ー
ル

:環
境

ホ
ー

ル

5
2

国
立

海
洋

科
技

博
物

館
お

宝
さ

が
し

(密
室

脱
出

)
小

学
校

高
学

年
及

び
大

人
4
0

海
ゴ

ミ
と

人
類

の
関

係
を

認
識

し
、

海
ゴ

ミ
の

問
題

に
関

心
を

寄
せ

る
。

教
育

活
動

：
活

動
一

、
活

動
の

紹
介

(1
0
分

)
活

動
二

、
宝

箱
さ

が
し

(6
0
分

)
活

動
三

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

と
感

想
(3

0
分

)
関

連
展

示
ホ

ー
ル

:環
境

ホ
ー

ル

5
3

社
團

法
人

台
湾

環
境

資
訊

協
會

海
亀

の
恐

怖
箱

制
限

な
し

（
5
歳

以
上

）
3
0

海
の

生
き

物
が

海
ご

み
を

誤
飲

し
て

い
し

ま
う

状
況

を
具

体
的

に
理

解
し

、
参

加
者

に
海

ゴ
ミ

の
深

刻
さ

を
実

感
し

て
も

ら
い

、
そ

れ
に

よ
り

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

す
行

動
を

促
進

す
る

。

1
. 
状

況
説

明
役

：
海

の
生

物
（
海

亀
）
が

海
で

困
っ

て
い

る
こ

と
を

訴
え

る
た

め
に

、
陸

に
上

が
り

助
け

を
求

め
て

い
る

こ
と

を
説

明
。

2
. 
実

際
に

体
験

：
実

際
に

海
亀

の
お

な
か

（
恐

怖
箱

）
に

手
を

伸
ば

し
、

お
な

か
が

痛
い

原
因

を
見

つ
け

る
。

（
海

ゴ
ミ

の
可

能
性

：
使

い
捨

て
の

食
器

等
）

3
. 
海

ゴ
ミ

に
つ

い
て

議
論

す
る

よ
う

促
す

。
「
な

ぜ
こ

ん
な

も
の

が
海

の
中

に
あ

る
の

か
？

ど
う

し
た

ら
そ

れ
を

避
け

ら
れ

る
の

か
？

」

環
境

教
育

の
成

果
：

海
の

生
物

が
ご

み
を

誤
飲

す
る

事
故

に
つ

い
て

理
解

す
る

（
認

知
）
。

海
ゴ

ミ
形

成
の

原
因

を
理

解
す

る
（
知

識
）
。

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

す
、

ロ
ビ

ー
活

動
を

す
る

こ
と

で
現

状
を

改
善

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
理

解
す

る
（
技

能
）
。

参
加

者
の

反
応

：
恐

怖
箱

ゲ
ー

ム
に

対
し

て
参

加
者

は
興

味
が

あ
り

、
ま

た
雰

囲
気

も
現

場
で

作
り

上
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

さ
ら

に
実

際
に

触
る

こ
と

で
、

「
動

物
が

ゴ
ミ

を
食

べ
る

」
と

い
う

こ
と

に
衝

撃
を

受
け

、
参

加
者

の
同

情
を

引
き

出
す

こ
と

が
可

能
。

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
lic

kr
.c

o
m

/
p
h
o
to

s/
te

ia
/
2
3
5
4
8
6
0
2
9
4
3
/
in

/
al

b
u

m
-
7
2
1
5
7
6
6
2
5
9
1
9
3
5
3
8
0
/

5
4

社
團

法
人

台
湾

環
境

資
訊

協
會

海
辺

の
ク

リ
ニ

ッ
ク

小
学

生
（
7
-
1
2
歳

）
5
0

海
の

生
物

を
擬

人
化

す
る

こ
と

で
、

参
加

者
が

海
の

生
物

が
置

か
れ

て
い

る
苦

境
を

理
解

す
る

。

1
. 
絵

本
、

オ
ー

デ
ィ

オ
ブ

ッ
ク

な
ど

の
形

式
：

*
 人

数
が

多
い

場
合

に
相

応
し

い
。

海
ゴ

ミ
を

テ
ー

マ
に

議
論

を
通

し
て

理
解

す
る

。
2
. 
役

を
決

め
て

演
技

す
る

（
7
-
1
2
歳

）
：

*
 グ

ル
ー

プ
活

動
に

適
し

て
い

る
。

各
参

加
者

が
一

つ
の

役
を

演
じ

る
。

*
 参

加
者

に
対

し
て

「
も

し
あ

な
た

が
被

害
を

受
け

て
い

る
海

の
生

物
だ

っ
た

ら
ど

う
感

じ
る

か
」
に

つ
い

て
議

論
す

る
よ

う
促

す
。

環
境

教
育

の
成

果
：

海
の

生
物

が
ご

み
を

誤
飲

す
る

事
故

に
つ

い
て

理
解

す
る

（
認

知
）
。

海
ゴ

ミ
形

成
の

原
因

を
理

解
す

る
（
知

識
）
。

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

す
こ

と
で

現
状

を
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

理
解

す
る

（
技

能
）
。

参
加

者
の

反
応

：
道

具
を

使
っ

て
役

を
演

じ
る

こ
と

で
生

徒
の

雰
囲

気
を

盛
り

上
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

そ
の

後
継

続
し

て
白

熱
し

た
議

論
を

行
う

。
h
tt

p
:/

/
e
n
w

.e
-
in

fo
.o

rg
.t
w

/
m

o
vi

e
s/

2
0
8
0

1
0
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N
o
.

団
体

名
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
名

称
対

象
者

参
加

人
数

目
　

的
内

容
・
方

法
環

境
教

育
の

効
果

、
参

加
者

の
反

応
　

等

5
5

社
團

法
人

台
湾

環
境

資
訊

協
會

海
ゴ

ミ
の

資
料

集
制

限
な

し
2
0
名

一
組

ど
こ

で
も

使
用

で
き

る
。

参
加

者
が

海
ゴ

ミ
の

問
題

や
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
汚

染
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

る
。

1
. 
新

聞
形

式
に

し
た

の
で

、
ど

こ
で

も
使

用
で

き
る

。
2
. 
2
0
名

で
一

部
、

協
力

し
て

内
容

を
読

ん
だ

り
、

ペ
ー

ジ
を

め
く

る
。

環
境

教
育

の
成

果
：

海
の

生
物

が
ご

み
を

誤
飲

す
る

事
故

に
つ

い
て

理
解

す
る

（
認

知
）
。

海
ゴ

ミ
形

成
の

原
因

を
理

解
す

る
（
知

識
）
。

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

す
、

ロ
ビ

ー
活

動
、

署
名

活
動

を
す

る
こ

と
で

現
状

を
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

理
解

す
る

（
技

能
）
。

参
加

者
の

反
応

：
1
. 
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

に
便

利
な

場
所

、
街

頭
宣

伝
の

際
に

現
場

で
展

示
す

る
こ

と
で

情
報

共
有

す
る

。
延

べ
2
,0

0
0
名

以
上

が
参

加
。

2
. 
一

部
の

参
加

者
は

こ
れ

ま
で

に
一

度
も

海
ゴ

ミ
に

つ
い

て
の

テ
ー

マ
に

接
し

た
こ

と
が

な
い

た
め

、
汚

染
の

状
況

に
大

変
驚

い
て

い
る

。
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
lic

kr
.c

o
m

/
p
h
o
to

s/
te

ia
/
2
4
0
9
2
7
8
3
9
2
1
/
in

/
al

b
u

m
-
7
2
1
5
7
6
6
2
5
9
1
9
3
5
3
8
0
/

5
6

社
團

法
人

台
湾

環
境

資
訊

協
會

蓋
の

芸
術

制
限

な
し

制
限

な
し

漂
着

ゴ
ミ

の
ビ

ン
の

蓋
を

使
っ

て
平

面
の

海
の

図
案

ま
た

は
海

の
生

物
の

立
体

的
な

造
形

に
仕

上
げ

て
参

加
者

の
注

目
を

集
め

る
。

そ
れ

に
よ

っ
て

回
収

と
い

う
テ

ー
マ

で
海

ゴ
ミ

が
海

の
生

き
物

に
も

た
ら

す
影

響
に

つ
い

て
認

識
を

深
め

て
も

ら
う

。

1
. 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
り

、
蓋

の
芸

術
の

デ
ザ

イ
ン

と
創

作
を

お
願

い
す

る
。

2
. 
創

作
後

の
作

品
を

各
地

の
公

の
場

、
例

え
ば

地
方

教
育

セ
ン

タ
ー

な
ど

で
展

示
を

行
う

。
3
.展

示
す

る
現

場
で

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

解
説

者
及

び
解

説
パ

ネ
ル

を
設

置
し

た
り

、
講

演
を

セ
ッ

ト
で

行
う

。

環
境

教
育

の
成

果
：

海
ゴ

ミ
に

関
す

る
状

況
を

理
解

す
る

（
認

知
）
。

海
ゴ

ミ
形

成
の

原
因

を
理

解
す

る
（
知

識
）
。

ゴ
ミ

や
そ

の
回

収
方

法
に

つ
い

て
の

宣
伝

を
強

化
し

、
さ

ら
に

使
い

捨
て

の
も

の
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
（
技

能
）
。

参
加

者
の

反
応

：
1
. 
2
0
1
3
年

の
展

示
会

か
ら

今
ま

で
延

べ
7
5
,0

0
0
名

以
上

が
参

加
。

2
. 
2
0
1
4
年

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

三
割

の
住

民
が

「
今

後
機

会
が

あ
っ

た
ら

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
を

や
っ

て
み

た
い

。
出

か
け

る
と

き
は

ビ
ニ

ー
ル

袋
を

使
わ

な
い

よ
う

に
、

エ
コ

袋
を

持
参

す
る

」
と

回
答

し
て

い
る

。
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
lic

kr
.c

o
m

/
p
h
o
to

s/
te

ia
/
9
7
4
0
9
8
9
4
2
0
/
in

/
al

b
u
m

-
7
2
1
5
7
6
3
5
5
0
8
0
5
0
3
3
9
/

5
7

荒
野

保
護

協
會

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
も

っ
と

減
ら

し
て

！
海

は
あ

な
た

の
参

加
を

待
っ

て
い

る
！

-
-
海

鳥
の

胃
袋

教
材

及
び

海
ゴ

ミ
の

写
真

や
イ

ラ
ス

ト

一
般

、
企

業
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
1
0
人

/
回

1
0
-
1
5
分

/
回

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
前

：
ゲ

ー
ム

を
通

し
て

海
ゴ

ミ
が

海
の

生
物

に
対

し
て

与
え

て
い

る
危

害
を

体
験

し
、

IC
C

国
際

廃
棄

物
フ

ォ
ー

ム
の

運
用

モ
デ

ル
を

理
解

す
る

。
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

後
：
日

常
生

活
で

出
さ

れ
た

ゴ
ミ

と
浪

費
に

つ
い

て
ふ

り
返

り
、

検
討

す
る

。

恐
怖

の
海

鳥
の

胃
袋

a.
活

動
の

方
法

を
説

明
す

る
。

参
加

者
に

袋
の

中
の

も
の

を
触

っ
て

も
ら

う
。

触
っ

た
人

は
そ

れ
を

袋
か

ら
出

さ
ず

に
、

ま
た

何
が

あ
っ

た
か

を
言

わ
な

い
よ

う
に

す
る

。
b
.袋

の
中

に
あ

る
も

の
は

実
は

科
学

者
が

研
究

し
て

い
る

太
平

洋
上

で
死

ん
で

し
ま

っ
た

鳥
類

の
胃

袋
の

中
で

み
つ

け
た

食
べ

物
で

あ
る

こ
と

を
説

明
す

る
。

c
.海

ゴ
ミ

は
は

今
や

生
物

を
死

に
至

ら
し

め
る

状
況

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
説

明
す

る
（
写

真
や

イ
ラ

ス
ト

を
使

っ
て

説
明

）
d.

「
誰

が
ゴ

ミ
を

捨
て

て
い

る
の

だ
と

思
い

ま
す

か
」
と

問
い

か
け

、
ど

う
感

じ
て

い
る

か
を

述
べ

て
も

ら
う

。
e
.ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

の
意

義
と

や
り

方
を

説
明

す
る

。
特

に
「
ラ

イ
タ

ー
」
と

「
医

療
廃

棄
物

」
を

集
中

し
て

処
理

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

説
明

す
る

。
（
ラ

イ
タ

ー
は

日
本

の
藤

枝
教

授
の

国
際

研
究

計
画

の
デ

ー
タ

収
集

の
た

め
で

あ
り

、
医

療
廃

棄
物

は
一

般
ゴ

ミ
と

一
緒

に
処

理
し

て
は

な
ら

な
い

と
法

律
で

定
め

ら
れ

て
い

て
、

ま
た

参
加

者
の

安
全

を
考

慮
す

る
た

め
）

f.
み

ん
な

の
士

気
を

高
め

、
一

緒
に

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
を

行
い

、
き

れ
い

な
海

の
た

め
に

努
力

す
る

。

1
.最

初
は

興
味

深
い

と
思

っ
た

。
2
.袋

の
中

の
も

の
に

見
覚

え
が

あ
っ

た
。

3
.海

鳥
の

胃
袋

の
中

に
あ

る
食

べ
物

で
あ

る
こ

と
に

気
付

い
た

時
に

参
加

者
は

よ
り

真
剣

に
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

に
参

加
し

た
い

と
希

望
し

た
。

1
1
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N
o
.

団
体

名
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
名

称
対

象
者

参
加

人
数

目
　

的
内

容
・
方

法
環

境
教

育
の

効
果

、
参

加
者

の
反

応
　

等

5
8

荒
野

保
護

協
會

海
の

清
掃

連
合

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

N
G

O
台

湾
1
7
団

体
、

中
国

3
0
団

体
1
5
0
人

N
G

O
の

海
ゴ

ミ
に

対
す

る
認

知
を

増
や

し
、

双
方

向
の

団
体

間
交

流
を

促
進

す
る

。

学
者

や
専

門
家

の
講

演
、

海
ゴ

ミ
に

対
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
際

の
操

作
、

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

。
1
深

い
交

流
と

議
論

が
で

き
、

三
項

目
の

コ
ン

セ
ン

サ
ス

が
得

ら
れ

た
。

2
.後

続
す

る
関

連
会

議
が

三
つ

以
上

。

5
9

荒
野

保
護

協
會

海
を

愛
す

る
小

旅
行

一
般

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
2
2
回

宣
伝

、
デ

ー
タ

の
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
32

回
，

文
や

イ
ラ

ス
ト

・
写

真
の

シ
ェ

ア
9
3

回
，

使
用

者
3
,7

5
0
人

「
海

を
愛

す
る

小
旅

行
を

通
し

て
一

キ
ロ

多
く
回

収
し

よ
う

」
を

合
言

葉
に

、
全

市
民

参
加

型
の

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
と

海
ゴ

ミ
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
推

進
。

オ
ン

ラ
イ

ン
で

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
を

実
施

、
活

動
中

の
写

真
や

感
想

の
シ

ェ
ア

、
活

動
デ

ー
タ

の
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
及

び
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
。

1
.多

く
の

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
活

動
は

市
民

が
自

発
的

に
開

催
。

2
.1

2
年

に
は

3
0
0
回

の
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

デ
ー

タ
の

フ
リ

ー
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

あ
っ

た
。

6
0

荒
野

保
護

協
會

2
0
1
5
IC

C
5
0
の

企
業

、
学

校
、

団
体

5
4
0
0
人

住
民

に
海

ゴ
ミ

に
関

す
る

知
識

を
知

っ
て

も
ら

い
、

生
活

の
中

で
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

減
ら

す
よ

う
実

践
す

る
。

室
内

で
の

講
座

、
戸

外
で

の
ゲ

ー
ム

、
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
。

6
0
0
名

の
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

隊
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

、
1
1
の

県
と

市
で

3
0

回
の

ク
リ

ー
ン

ビ
ー

チ
を

実
施

、
1
0
,9

2
7
kg

の
ゴ

ミ
を

回
収

。

6
1

荒
野

保
護

協
會

「
何

も
恐

れ
ず

、
海

を
愛

そ
う

2
0
1
5
」
海

の
映

像
展

一
般

上
映

6
0
回

、
観

客
2
0
0
0
人

海
の

保
護

育
成

に
関

す
る

重
要

な
知

識
と

情
報

を
伝

達
。

海
の

映
像

を
上

映
、

講
師

の
案

内
と

映
像

後
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

。
町

に
住

む
多

く
の

住
民

や
親

子
が

海
の

情
報

に
魅

せ
ら

れ
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
ク

リ
ー

ン
ビ

ー
チ

活
動

に
参

加
。

1
2
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

1
JE

A
N

垃
圾

纏
繞

模
擬

體
驗

從
小

孩
到

大
人

不
限

藉
由

模
擬

生
物

被
垃

圾
纏

繞
無

法
自

己
掙

脫
的

體
驗

，
對

此
加

以
理

解
。

於
海

漂
垃

圾
相

關
授

課
時

，
將

網
子

比
擬

為
漁

網
進

行
體

驗
。

將
網

子
穿

過
脖

子
及

手
臂

並
加

以
纏

繞
，

在
未

說
明

方
法

的
情

況
下

，
下

令
想

辦
法

解
開

。
一

般
都

會
用

手
解

開
。

接
下

來
再

一
次

指
示

不
可

使
用

手
，

確
認

大
家

都
無

法
解

開
後

，
再

拿
出

受
害

生
物

的
照

片
進

行
說

明
。

2
JE

A
N

海
漂

物
分

類
從

小
孩

到
大

人
數

名
～

30
名

左
右

透
過

進
行

海
漂

物
的

分
類

，
瞭

解
其

特
徵

及
海

漂
垃

圾
的

問
題

點
。

給
予

約
15

分
鐘

自
由

撿
拾

海
漂

物
的

時
間

。
於

海
邊

畫
上

數
個

大
圓

，
讓

各
位

將
撿

拾
來

的
垃

圾
，

分
別

放
置

於
【

與
海

洋
相

配
或

不
相

配
的

東
西

】
、

【
來

自
陸

地
或

來
自

海
洋

】
、

【
自

然
產

物
或

人
造

物
】

等
內

，
再

由
全

體
一

起
観

察
思

考
。

最
後

針
對

塑
膠

垃
圾

的
問

題
點

，
以

及
自

然
產

物
不

屬
於

垃
圾

等
進

行
說

明
。

3
JE

A
N

海
漂

物
的

故
事

小
學

生
1個

班
級

藉
由

想
像

物
品

在
漂

流
到

海
岸

的
過

程
 ，

以
及

被
撿

拾
後

的
情

形
，

激
發

思
考

垃
圾

的
問

題
點

及
回

收
後

的
處

理
等

問
題

。

將
在

清
掃

等
活

動
中

撿
到

的
垃

圾
當

作
主

角
，

撰
寫

一
個

它
漂

流
至

海
岸

的
故

事
，

或
是

它
被

撿
拾

後
的

運
命

等
。

請
幾

位
小

學
生

進
行

發
表

，
並

分
享

感
想

等
。

4
JE

A
N

海
漂

物
報

紙
（

A
4大

小

的
壁

報
）

小
學

生
1～

2個
班

級

撰
寫

有
關

海
漂

物
的

新
聞

報

導
。

在
撰

寫
時

，
藉

由
調

查
其

特
徵

及
問

題
點

等
，

詳
細

認
識

各
種

海
漂

物
。

用
新

聞
報

導
方

式
介

紹
在

海
岸

上
撿

到
的

東
西

。
調

查
並

思
考

其
用

途
，

以
及

為
什

麼
會

掉
落

於
海

岸
上

等
，

並
寫

成
一

篇
報

導
，

再
配

上
插

圖
。

5
JE

A
N

尋
找
關
聯
性
～
海
漂
物

的
命
運
紅
線

從
小

學
生

到
大

人
1組

約
８

人

認
識

海
漂

物
的

相
互

關
聯

性
、

以
及

變
成

海
漂

垃
圾

的
日

常
生

活
用

品
與

自
己

的
關

聯
。

圍
成

一
圈

入
座

，
在

大
張

紙
上

將
約

10
個

海
漂

物
排

列
成

圓

形
。

用
麥

克
筆

在
認

為
有

共
同

點
或

關
聯

性
的

東
西

之
間

以
線

相
連

。
在

空
白

處
寫

下
相

連
的

理
由

。
陸

續
加

上
自

己
的

照
片

及
生

物
受

害
的

照
片

等
，

並
說

明
與

人
的

關
聯

性
及

垃
圾

的
影

響
等

。

6
し
か
た
に

自
然
嚮
導

岸
邊
的
海
漂
物
１

小
學

4年
級
〜

大

人
約

40
名

為
止

引
發

對
海

漂
物

的
興

趣
，

學
習

並
瞭

解
海

洋
與

世
界

各
地

環
環

相
連

，
以

及
人

類
製

造
的

垃
圾

對
自

然
環

境
的

影
響

。

1.
 撿

拾
在

海
邊

行
走

時
所

發
現

的
「

在
意

的
東

西
」

。
自

然
產

物
或

人
造

物
都

行
，

但
不

可
撿

拾
生

物
。

2.
　

將
撿

到
的

東
西

，
試

著
由

自
己

分
類

成
下

列
的

6個
範

疇
。

【
陸

地
上

的
植

物
、

陸
地

上
的

動
物

、
海

中
的

植
物

、
海

中
的

動
物

、
礦

物
（

岩
石

）
、

人
造

物
】

　
※

出
處

：
長

谷
川

孝
一

著
『

海
之

樂
校

』
山

與
溪

谷
社

（
20

03
）

3.
 大

家
一

起
觀

看
分

類
後

的
東

西
,同

時
由

講
師

進
行

解
說

（
海

漂
物

的
真

面
目

、
從

海
漂

物
瞭

解
海

洋
生

態
、

垃
圾

與
海

流
的

關
聯

等
）

。

約
90
〜

12
0分

鐘
的

課
程

，
包

含
在

海
灘

的
自

然
觀

察
。

撿
拾

完
海

漂
物

後
，

於
海

灘
上

畫
線

分
出

6個
範

疇
，

本
課

程

就
僅

需
於

戶
外

即
可

完
成

（
也

能
帶

回
室

內
分

類
）

。

即
使

是
於

以
大

人
為

主
的

團
體

實
施

時
，

因
大

家
對

海
漂

物
瞭

解
不

多
，

故
課

程
後

得
到

多
數

「
相

當
有

意
思

」
的

感
想

。

1
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

7
し
か
た
に

自
然
嚮
導

岸
邊

的
海

漂
物

２
小

學
4年

級
〜

大

人
約

40
名

為
止

引
發

對
海

漂
物

的
興

趣
，

學
習

並
瞭

解
海

洋
與

世
界

各
地

環
環

相
連

，
以

及
人

類
製

造
的

垃
圾

對
自

然
環

境
的

影
響

。

1.
 以

約
４
〜

６
名

為
一

組
，

撿
拾

在
海

邊
行

走
時

所
發

現
的

「
在

意
的

東
西

」
。

自
然

產
物

或
人

造
物

都
行

，
但

不
可

撿
拾

生
物

。

2.
 帶

回
室

內
後

，
於

各
組

內
相

互
觀

看
所

撿
拾

的
東

西
。

從
中

選
擇

１
〜

３
個

最
有

興
趣

的
東

西
，

討
論

這
是

什
麼

、
如

何
漂

至
海

邊
。

如
果

不
知

道
就

試
著

想
像

看
看

。

3.
 各

組
就

選
擇

的
海

漂
物

發
表

自
己

的
意

見
。

講
師

再
針

對
內

容
加

以
解

說
。

（
海

漂
物

的
真

面
目

、
從

海
漂

物
瞭

解
海

洋
生

態
、

垃
圾

與
海

流
的

關
聯

等
）

。

適
合

學
校

等
團

體
活

動
，

兩
堂

課
的

（
90
〜

10
0分

鐘
）

課
程

。

如
於

學
校

以
外

12
0分

鐘
（

戶
外

60
分

鐘
、

室
內

60
分

鐘
）

也

行
。

最
後

，
還

可
由

講
師

介
紹

自
己

在
海

邊
撿

拾
，

或
是

事
先

準
備

的
國

外
海

漂
物

等
樣

品
。

於
離

島
規

模
小

的
學

校
，

也
有

以
混

合
各

年
級

編
組

實
施

的
情

況
。

此
時

，
藉

由
調

整
解

說
內

容
，

讓
低

年
級

也
能

一
起

參
與

課
程

。

儘
可

能
於

鄰
近

的
海

灘
實

施
，

讓
大

家
關

心
自

己
周

遭
的

海
洋

環
境

。

8
し
か
た
に

自
然
嚮
導

與
世

界
環

環
相

連
的

黑

潮

小
學

4年
級
〜

大

人

約
40

名
為

止

（
如

備
有

複

數
道

具
組

，

也
可

更
多

人

參
與

）

認
識

沖
繩

海
域

附
近

的
海

流
流

向
，

並
思

考
與

世
界

各
地

的
關

聯
，

以
及

海
漂

物
、

垃
圾

的
去

向
與

影
響

。

1.
 於

黑
板

或
是

大
紙

張
上

，
準

備
中

國
大

陸
、

菲
律

賓
、

台

灣
、

琉
球

群
島

、
九

州
、

四
國

、
本

州
、

中
途

島
、

夏
威

夷
等

圖
塊

，
讓

參
與

者
排

成
地

圖
。

2.
準

備
藍

色
的

緞
帶

或
裝

飾
用

彩
帶

。
比

擬
成

黑
潮

，
並

於
完

成
的

地
圖

上
，

自
己

思
考

並
配

置
「

黑
潮

流
動

的
位

置
」

。

3.
 由

講
師

說
明

黑
潮

正
確

的
流

向
，

並
對

黑
潮

的
寬

幅
、

流

速
、

與
太

平
洋

海
流

的
關

聯
等

進
行

解
說

。

4.
 解

說
黑

潮
對

沖
繩

大
自

然
的

影
響

（
溫

暖
的

氣
候

、
熱

帶
性

海
洋

生
物

的
分

布
）

。

5.
 討

論
如

果
人

類
將

垃
圾

流
向

海
洋

會
有

什
麼

影
響

。
也

能
在

地
圖

上
思

考
並

指
出

為
垃

圾
源

頭
的

10
0萬

人
以

上
大

都
會

圈
。

6.
 介

紹
沖

繩
有

很
多

來
自

大
陸

的
垃

圾
的

理
由

、
解

說
沖

繩
及

日
本

的
垃

圾
會

滯
留

於
「

大
平

洋
垃

圾
帶

區
域

」
，

以
及

海
鳥

受
害

的
例

子
等

。
讓

大
家

思
考

為
海

洋
環

境
能

做
些

什
麼

。

為
新

課
程

尚
未

實
施

。

於
琉

球
大

學
授

課
時

（
文

組
・
理

組
聯

合
）

，
請

學
生

畫
出

黑

潮
的

流
向

，
印

象
中

只
有

2〜
３

成
正

確
畫

出
。

此
外

，
沖

繩
的

一
般

市
民

中
即

使
是

從
事

與
環

保
活

動
相

關
的

人
，

多
數

也
認

為
「

海
漂

垃
圾

均
來

自
中

國
」

。

因
此

，
認

識
到

自
己

也
是

產
生

海
漂

垃
圾

的
的

加
害

者
，

在
課

程
中

學
習

自
己

進
行

垃
圾

減
量

，
以

及
得

到
各

國
協

助
是

不
可

或
缺

的
事

等
知

識
後

，
相

信
對

於
抑

制
垃

圾
產

生
能

有
很

大
的

啟
蒙

效
果

。

假
設

使
用

黑
板

等
製

作
一

個
地

圖
的

情
況

，
以

及
分

組
製

作
地

圖
的

情
況

。
於

學
校

內
實

施
時

，
2堂

課
（

90
〜

10
0分

鐘
）

的

課
程

較
為

妥
當

，
如

能
省

下
製

作
地

圖
與

流
向

的
時

間
，

也
可

於
1堂

課
實

施
。

小
學

生
的

話
，

事
先

準
備

好
地

圖
，

從
確

認
黑

潮
位

置
開

始
進

行
也

可
。

在
解

說
時

，
儘

可
能

以
向

參
與

者
提

問
的

方
式

進
行

，
不

要
只

是
單

方
面

的
授

課
。

9

エ
コ
ツ
ア
ー
ふ
く
み

み
（
石
垣
島
沿
岸

休
閒
活
動
安
全
協

議
會
）

黑
瀨
川
(黑

潮
)流

動
小

學
生

以
上

50
名

為
止

藉
由

體
驗

黑
潮

流
動

速
度

，
給

予
海

漂
物

被
搬

動
的

概
念

。

讓
大

家
猜

想
黑

潮
流

動
10

公
尺

需
要

花
上

幾
秒

，
並

用
步

行
實

際
體

驗
速

度
。

公
布

正
確

答
案

後
，

讓
全

體
參

與
者

體
驗

用
實

際
速

度
行

走
的

感
覺

。

藉
由

擁
有

漂
流

物
於

海
洋

中
流

動
的

概
念

，
進

而
對

垃
圾

擴
散

的
問

題
能

保
有

危
機

意
識

。

2
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

1
0

エ
コ
ツ
ア
ー
ふ
く
み

み
（
石
垣
島
沿
岸

休
閒
活
動
安
全
協

議
會
）

海
漂

物
故

事
小

學
生

以
上

30
名

為
止

傳
達

海
漂

物
一

個
接

著
一

個
漂

流
出

海
的

理
由

。

針
對

在
意

的
海

漂
物

，
思

考
其

源
自

何
處

、
因

為
什

麼
理

由
流

向
大

海
、

經
過

哪
些

體
驗

後
漂

流
到

這
裡

等
一

連
串

的
故

事
。

藉
由

想
像

海
漂

垃
圾

漂
流

出
海

的
理

由
，

讓
大

家
保

有
不

讓
垃

圾
隨

處
漂

流
的

意
識

。

1
1

エ
コ
ツ
ア
ー
ふ
く
み

み
（
石
垣
島
沿
岸

休
閒
活
動
安
全
協

議
會
）

用
絨

布
教

學
板

學
習

淨

灘
幼

稚
園

以
上

20
名

為
止

透
過

體
驗

模
擬

淨
灘

活
動

，
提

升
參

與
参

加
意

願
。

於
絨

布
教

學
板

上
的

模
擬

海
岸

，
回

收
海

漂
垃

圾
的

圖
型

。
於

實
際

的
淨

灘
活

動
前

實
施

，
以

提
升

對
活

動
的

參
與

意
願

，

此
外

也
能

加
深

對
回

收
方

法
與

分
類

的
理

解
。

1
2

久
米

島
ホ

タ
ル

の

会
水

與
植

物
的

自
然

教
室

中
小

學
生

、
高

中

生
、

一
般

民
眾

、

學
校

旅
行

、
來

自

福
島

的
休

養
人

(球

美
之

里
）

一
年

約
1,

50
0

人

藉
由

察
覺

並
瞭

解
受

到
人

類
廢

棄
垃

圾
迫

害
影

響
最

深
刻

的
小

生
物

們
的

生
態

系
循

環
，

以
讓

參
與

者
意

識
到

人
類

對
地

球
環

境
的

立
場

與
職

責
為

目
的

。

3名
～

8名
為

一
組

，
實

際
尋

找
棲

息
於

久
米

島
「

螢
火

蟲
嚮

導
」

的
陸

地
以

及
水

邊
群

落
生

境
之

植
物

、
生

物
的

遊
戲

。
在

擬
定

遊
戲

方
案

時
，

特
別

注
意

要
讓

參
與

者
認

識
到

這
些

植

物
、

生
物

雖
小

但
卻

有
維

持
地

球
環

境
的

重
要

作
用

。
在

一
起

討
論

及
發

表
體

驗
感

想
及

所
察

覺
的

事
後

，
透

過
分

享
心

得
讓

各
位

體
認

到
人

類
所

備
的

職
責

。

透
過

實
際

接
觸

大
自

然
的

生
物

及
植

物
、

親
自

踏
入

其
生

存
環

境
(泥

地
或

河
川

)的
體

驗
活

動
，

共
享

生
存

在
此

地
的

生
命

並

從
內

心
深

處
體

認
到

其
珍

貴
性

。
在

實
際

保
護

大
自

然
的

活
動

中
，

這
樣

的
共

鳴
即

可
成

為
無

可
取

代
的

原
動

力
。

從
當

地
及

來
自

福
島

的
休

養
人

等
參

與
者

得
到

如
下

之
類

的
許

多
回

應
。

「
自

從
我

體
認

到
平

時
不

經
意

眺
望

的
自

然
風

景
中

，
有

著
許

多
生

命
後

，
不

論
地

點
或

時
間

，
我

開
始

與
孩

子
一

起
自

發
性

的
撿

拾
垃

圾
」

。

1
3

久
米

島
ホ

タ
ル

の

会

立
神

海
岸

淨
灘

活
動

 清

除
海

漂
垃

圾
，

重
現

美

麗
海

灘

中
小

學
生

、
高

中

生
、

一
般

民
眾

、

學
校

旅
行

、
觀

光

客

一
年

約
10

0

人

讓
參

與
者

察
覺

到
即

使
是

無
法

輕
易

進
行

淨
灘

的
海

岸
，

也
有

因
海

漂
垃

圾
增

加
對

自
然

環
境

負
擔

的
情

形
，

而
為

了
協

助
居

民
少

與
經

濟
狀

況
不

佳
的

離
島

地
區

，
特

別
於

觀
光

導
覽

上
呼

籲
前

來
島

嶼
的

觀
光

客
給

予
協

助
。

於
螢

火
蟲

館
學

習
立

神
海

岸
獨

特
地

形
形

成
的

原
因

後
，

介
紹

約
在

29
0個

階
梯

下
的

沖
繩

縣
指

定
天

然
紀

念
物

的
天

宮
城

及

立
神

岩
，

並
到

一
般

人
不

易
進

入
的

自
然

地
景

進
行

愛
護

地
球

的
淨

灘
活

動
。

如
人

數
較

少
則

一
人

一
袋

進
行

撿
拾

，
如

超
過

10
0人

則
以

階
梯

傳
遞

垃
圾

的
接

力
方

式
進

行
。

去
年

，
於

離
島

交
流

體
驗

到
訪

本
島

的
小

學
生

及
提

供
民

宿
接

待
的

當
地

居
民

等
約

12
0名

進
行

海
漂

垃
圾

回
收

與
階

梯
傳

遞

垃
圾

接
力

時
，

得
到

來
自

小
朋

友
「

雖
然

上
下

往
來

的
階

梯
很

辛
苦

，
但

能
為

久
米

島
重

拾
美

麗
海

岸
實

在
太

棒
了

」
的

感

想
，

也
從

當
地

居
民

得
到

「
能

由
來

到
島

上
的

小
孩

們
幫

助
對

老
人

家
來

說
相

當
費

勁
的

工
作

，
實

在
是

讓
人

太
高

興
了

，
太

感
謝

他
們

了
」

等
回

應
，

成
功

發
揮

了
良

好
的

相
乘

效
果

。
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

1
4

久
米

島
ホ

タ
ル

の

会

海
邊

散
步

與
觀

察
 從

海

邊
生

物
探

討
生

態
系

中
小

學
生

、
高

中

生
、

一
般

民
眾

、

學
校

旅
行

、
觀

光

客

一
年

約
10

0

人

目
的

在
於

，
讓

參
與

者
察

覺
小

島
全

仰
賴

大
海

的
恩

惠
才

得
以

維
持

，
而

大
海

則
是

仰
賴

生
活

在
與

陸
地

相
連

之
淺

灘
上

的
小

生
物

們
維

持
。

在
螢

火
蟲

館
學

習
森

林
與

大
海

的
生

態
系

關
聯

後
，

在
鄰

近
的

海
邊

觀
察

生
活

在
島

上
的

生
物

們
，

並
介

紹
生

態
系

的
作

用
與

重
要

性
。

透
過

在
海

邊
發

現
的

生
物

，
瞭

解
學

習
到

的
知

識
並

進
而

思
考

有
關

生
物

及
環

境
。

「
當

我
知

道
海

中
生

物
中

，
我

覺
得

很
噁

心
的

海
星

及
海

參
可

以
讓

海
水

變
乾

淨
後

非
常

驚
訝

。
今

後
我

想
要

更
加

瞭
解

生
物

並
愛

護
牠

們
。

」

1
5

久
米

島
ホ

タ
ル

の

会

神
秘

夜
間

觀
察

之
旅

「
夜

探
螢

火
蟲

館
四

周
」

中
小

學
生

、
高

中

生
、

一
般

民
眾

、

學
校

旅
行

、
來

自

福
島

的
休

養
人

(球

美
之

里
）

、
觀

光

客

一
年

約
10

00

人

生
活

在
自

然
環

境
的

生
物

們
都

相
當

善
用

地
點

與
時

間
。

透
過

觀
察

夜
間

的
生

態
結

構
進

行
瞭

解
。

用
手

電
筒

在
夜

間
的

螢
火

蟲
館

內
與

四
周

的
森

林
及

河
川

進
行

探
險

。
藉

由
觀

察
日

本
最

大
的

長
臂

蝦
、

季
節

性
的

生
物

們
(當

然
也

包
括

螢
火

蟲
）

，
瞭

解
大

自
然

的
奇

妙
及

寶
貴

之
處

。
運

氣
好

的
話

，
還

能
碰

到
野

生
的

大
鰻

魚
！

雖
然

晚
上

讓
人

有
恐

怖
的

印
象

，
不

過
我

碰
到

許
多

生
物

所
以

覺
得

相
當

有
趣

。
當

然
螢

火
蟲

非
常

的
美

，
但

當
我

知
道

有
的

花
因

為
要

吸
引

昆
蟲

才
在

夜
晚

開
之

後
，

真
的

覺
得

能
瞭

解
到

植
物

與
昆

蟲
的

關
聯

性
，

實
在

是
不

虛
此

行
。

1
6

久
米

島
ホ

タ
ル

の

会
鐘

乳
洞

洞
窟

探
險

之
旅

中
小

學
生

、
高

中

生
、

一
般

民
眾

、

學
校

旅
行

、
觀

光

客

一
年

約
80

0

人

生
活

在
自

然
環

境
的

生
物

們
都

相
當

善
用

地
點

與
時

間
。

透
過

觀
察

洞
窟

的
生

態
結

構
進

行
瞭

解
。

於
螢

火
蟲

館
學

習
地

球
洞

窟
的

形
成

及
自

然
的

關
聯

性
後

，
進

行
天

然
鐘

乳
洞

洞
窟

的
探

險
之

旅
。

戴
上

安
全

帽
，

拿
起

手
電

筒
，

感
受

原
汁

原
味

的
探

險
體

驗
。

因
為

洞
窟

裡
是

一
個

密
閉

的
空

間
，

所
以

我
原

本
以

為
裡

面
沒

有
生

物
棲

息
，

透
過

解
說

我
才

知
道

那
裡

棲
息

著
蝙

蝠
、

灶
馬

等
生

物
，

並
瞭

解
地

球
上

的
各

種
環

境
都

相
當

可
貴

。
如

果
不

知
道

的
話

，
或

許
會

有
人

誤
會

人
類

沒
利

用
的

地
方

即
使

消
失

也
無

妨
，

所
以

我
覺

得
應

該
讓

更
多

人
到

洞
窟

裡
瞧

瞧
。
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

1
7

久
米

島
ホ

タ
ル

の

会

拉
姆

薩
之

森
嚮

導
與

過

往
生

活

中
小

學
生

、
高

中

生
、

一
般

民
眾

、

學
校

旅
行

、
觀

光

客

一
年

約
30

0

人

從
以

前
就

相
當

受
到

珍
惜

與
愛

護
的

久
米

島
的

森
林

裡
，

有
著

人
們

生
活

過
的

足
跡

。
藉

由
介

紹
生

活
足

跡
，

探
討

人
與

自
然

的
共

存
方

式
。

於
螢

火
蟲

館
學

習
有

關
久

米
島

的
拉

姆
薩

公
約

登
錄

濕
地

，
以

及
其

象
徵

性
生

物
（

喜
久

里
澤

蛇
等

）
等

知
識

後
，

前
往

N
IB

U
C

H
I之

森
，

介
紹

拉
姆

薩
公

約
登

錄
濕

地
與

過
去

的
人

們

在
久

米
島

大
自

然
中

生
活

的
足

跡
。

這
個

森
林

裡
河

川
的

顏
色

是
久

米
島

獨
有

的
白

色
。

透
過

瞭
解

環
境

及
此

地
地

形
，

還
有

過
往

人
與

自
然

共
生

共
存

的
故

事
，

讓
我

有
了

思
考

保
護

自
然

的
重

要
性

，
以

及
山

中
非

法
傾

倒
廢

棄
物

問
題

的
機

會
。

1
8

特
定

非
営

利
活

動

法
人

海
の

自
然

史

研
究

所

「
盡

頭
、

即
是

大

海
。

」
計

畫
小

學
生

約
35

人

以
不

弄
髒

排
水

溝
，

維
持

大
海

之
美

為
目

的
。

事
先

防
範

環
境

污
染

的
活

動
計

畫
。

藉
由

理
解

排
水

溝
的

作
用

與
功

效
，

向
周

圍
呼

籲
為

了
『

事
先

防
止

』
海

洋
與

河
川

的
污

染
，

需
要

從
改

變
自

身
的

意
識

與
行

動
做

起
，

推
行

至
全

地
區

的
環

境
美

化
活

動
。

此
外

，
為

了
能

將
此

訊
息

傳
達

給
更

多
的

人
，

也
進

行
於

鄰
近

道
路

的
排

水
溝

貼
上

標
誌

或
畫

上
圖

案
的

活
動

。

藉
由

杜
絕

讓
垃

圾
從

鄰
近

的
排

水
溝

流
向

大
海

，
就

可
以

維
持

乾
淨

美
麗

的
海

洋
。

此
活

動
目

的
簡

單
明

瞭
，

就
連

小
學

生
也

容
易

理
解

，
並

非
常

積
極

地
努

力
實

踐
。

此
外

，
因

為
也

包
含

了
向

地
區

的
大

人
及

其
他

多
數

的
陌

生
人

呼
籲

宣
導

的
活

動
，

責
任

感
油

然
而

生
。

1
9

N
P

O
法

人

宮
古

島
海

の
環

境

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

海
漂

物
、

連
連

看
命

運

的
紅

線

從
小

學
生

到
中

學

生
２

０
～

３
０

思
考

海
漂

物
間

的
關

聯
性

，
以

及
對

生
態

系
的

影
響

將
撿

拾
來

的
海

漂
物

在
壁

報
紙

等
大

型
紙

張
上

排
成

圓
形

，
再

將
有

共
通

點
的

物
品

用
筆

畫
線

相
連

。
以

材
質

、
用

途
、

對
動

植
物

的
影

響
等

各
種

不
同

的
觀

點
思

考
共

通
點

。

從
參

與
者

得
到

許
多

關
於

以
下

的
意

見
。

海
漂

垃
圾

對
生

態
系

有
不

良
的

影
響

、
瞭

解
到

垃
圾

量
比

想
像

的
還

要
多

、
要

注
意

儘
量

不
要

產
生

垃
圾

等
。

2
0

N
P

O
法

人

宮
古

島
海

の
環

境

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

用
海

漂
物

製
作

相
框

從
幼

童
到

大
人

２
０

～
３

０

仔
細

觀
察

海
漂

物
，

再
從

中
尋

找
自

己
喜

愛
的

素
材

在
撿

拾
海

漂
垃

圾
的

同
時

，
一

邊
收

集
海

玻
璃

、
貝

殼
、

塑
膠

碎
片

等
喜

愛
的

素
材

，
除

去
海

水
後

沾
上

木
工

膠
，

貼
至

木
製

相
框

四
周

裝
飾

。
並

於
相

框
中

的
卡

紙
畫

上
特

別
喜

愛
素

材
的

插
圖

。

成
為

對
海

漂
物

產
生

興
趣

的
一

個
契

機
。

能
於

從
海

漂
垃

圾
中

尋
找

可
以

當
作

相
框

素
材

的
過

程
中

感
受

到
喜

悅
。

2
1

N
P

O
法

人

宮
古

島
海

の
環

境

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

海
漂

物
來

源
分

類
活

動
從

小
學

生
到

大
人

２
０

～
３

０

加
深

對
海

漂
物

的
理

解
，

學
習

人
造

物
與

自
然

產
物

的
不

同
，

進
而

思
考

海
漂

垃
圾

對
生

態
系

的
影

響

將
撿

拾
來

的
海

漂
物

依
來

源
分

成
４

個
種

類
。

１
）

海
洋

植

物
、

２
）

海
洋

動
物

、
３

）
人

造
物

、
４

）
山

中
(陸

地
）

產

物
。

分
別

仔
細

觀
察

。

藉
由

思
考

海
漂

物
的

來
源

，
進

而
成

為
對

海
流

、
河

川
流

向
、

以
及

海
漂

物
本

身
感

興
趣

的
機

會
。
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

2
2

沖
繩
縣
環
境
部
環

境
整
備
課

（
委
託
民
間
企
業
進

行
課
程
的
企
劃
與

實
施
）

透
過

觀
賞

電
影

學
習

有

關
海

漂
垃

圾
的

環
境

教

育
課

程

小
學

生
～

中
學

生

無
上
限
，
但

適
當
人
數
為

約
1
5
0
名
為

止

藉
由

觀
賞

沖
繩

縣
的

紀
錄

片

【
It

's
 E

ve
ry

bo
dy

's
 O

ce
an

 (
海

洋

是
大

家
的

)　
－

教
育

版
－

】

（
38

分
鐘

）
，

深
入

瞭
解

沖
繩

海
漂

垃
圾

的
現

況
與

海
漂

垃
圾

問
題

。
進

而
思

考
解

決
對

策
，

還
有

孩
童

們
也

能
做

的
努

力
。

利
用

學
校

2堂
課

（
45

分
鐘

×
2）

的
課

程
。

包
含

38
分

鐘
的

電
影

與
W

or
ks

he
et

活
動

。

在
播

放
到

提
出

問
題

的
部

分
時

，
先

暫
停

影
片

。
並

利
用

W
or

ks
he

et
，

由
引

導
員

詢
問

孩
童

們
問

題
的

同
時

，
一

面
確

認

海
漂

垃
圾

的
問

題
點

。
思

考
解

決
對

策
，

進
行

意
見

發
表

並
填

入
W

or
ks

he
et

。
完

成
後

繼
續

接
著

觀
看

電
影

。
觀

賞
完

後
，

再

次
發

表
針

對
海

漂
垃

圾
問

題
的

解
決

方
案

以
及

自
己

能
做

的
努

力
，

並
記

錄
於

W
or

ks
he

et
。

【
W

or
ks

he
et

之
提

問
】

1.
於

沖
繩

海
邊

發
生

了
什

麼
問

題
？

2.
為

什
麼

這
個

問
題

會
讓

大
家

困
擾

呢
？

3.
為

了
解

決
這

個
問

題
，

應
該

如
何

做
才

好
？

4.
大

家
提

出
的

意
見

中
，

將
覺

得
好

的
部

分
記

錄
下

來
。

5.
聽

完
大

家
的

意
見

後
，

有
想

到
什

麼
新

的
主

意
，

或
是

自
己

想
做

做
看

的
事

？

6.
看

完
電

影
後

再
好

好
思

考
一

遍
。

要
如

何
解

決
這

個
問

題
才

好
？

7.
寫

下
今

天
的

感
想

。

※
於

電
影

的
途

中
先

填
入

1～
5的

提
問

，
看

完
電

影
後

再
填

寫

6～
7的

提
問

。

比
起

於
從

頭
到

尾
觀

賞
完

電
影

後
再

寫
下

感
想

等
的

作
法

，
這

個
方

法
顯

然
地

能
加

深
學

生
對

海
漂

垃
圾

問
題

的
理

解
，

以
及

加
強

自
己

著
手

實
現

解
決

對
策

的
想

法
等

。

2
3

沖
縄

県
内

離
島

地

域
6町

村

伊
江

村
、

座
間

味

村
、

久
米

島
町

、

粟
国

村
、

多
良

間

村
、

竹
富

町

（
委

託
民

間
企

業

進
行

課
程

的
企

劃

與
實

施
）

由
居

民
參

加
回

收
海

漂

垃
圾

的
調

查
活

動
,並

將

調
查

結
果

等
回

饋
給

當

地
。

小
孩

～
大

人
無

上
下

限

讓
地

區
居

民
也

能
學

會
海

漂
垃

圾
的

回
收

方
法

，
進

而
加

深
瞭

解
當

地
海

漂
垃

圾
的

現
況

，
以

及
地

區
自

己
可

實
施

的
垃

圾
減

量
措

施
等

。

1.
 由

地
區

居
民

(主
要

為
大

人
)親

自
參

與
，

實
施

海
漂

垃
圾

的

回
收

調
查

活
動

。
在

活
動

中
，

向
參

與
者

解
說

海
漂

垃
圾

的
回

收
與

分
類

方
法

、
製

造
國

等
垃

圾
來

源
的

分
析

方
法

、
以

及
有

關
海

漂
垃

圾
所

帶
來

的
種

種
問

題
等

，
以

加
深

理
解

。

2.
統

整
回

收
調

查
結

果
，

探
討

此
地

區
海

漂
垃

圾
的

特
徵

、
以

及
當

地
能

實
施

的
垃

圾
減

量
措

施
等

。

3.
 包

含
上

述
2的

結
果

，
藉

由
將

有
關

海
漂

垃
圾

的
種

種
資

訊

於
當

地
中

小
學

、
高

中
的

課
堂

上
，

向
學

生
進

行
解

說
，

以
加

深
對

當
地

海
漂

垃
圾

的
理

解
。

此
外

，
對

於
參

與
回

收
調

查
活

動
的

大
人

也
舉

行
同

樣
的

說
明

會
。

於
沖

繩
縣

內
的

離
島

地
區

，
幾

乎
不

存
在

能
實

施
環

境
教

育
的

民
間

團
體

，
故

藉
由

讓
在

其
他

地
區

活
動

的
民

間
團

體
也

能
協

助
進

行
上

述
3的

環
境

教
育

內
容

，
進

而
促

成
對

象
地

區
與

民

間
團

體
間

持
續

的
聯

繫
與

合
作

。

由
參

與
者

得
到

許
多

關
於

以
下

的
感

想
。

因
為

在
離

島
地

區
，

幾
乎

沒
有

能
教

導
垃

圾
回

收
的

有
效

方
法

以
及

海
漂

垃
圾

相
關

問
題

的
人

才
,也

缺
乏

瞭
解

的
機

會
,所

以
這

次
是

一
個

不
可

多

得
的

機
會

,能
學

習
到

很
多

新
知

識
。

2
4

西
表

E
C

O

P
R

O
JE

C
T

環
境

學
習

地
區

的
中

小
學

生

及
教

師
10

～
60
人

認
識

從
山

上
至

海
洋

的
生

態
系

之
關

聯
性

，
並

瞭
解

這
些

均
是

島
上

的
寶

物
。

進
而

思
考

為
了

保
護

環
境

能
做

什
麼

努
力

。

室
內
事
前
學
習
→
進
行
淨
灘
活
動
、
分
類
並
調
查
→
一
同
進
行

活
動
回
顧
並
共
享
所
察
覺
的
事

在
課

程
後

，
有

一
些

繼
續

參
加

淨
灘

活
動

的
學

生
。

此
外

，
也

有
許

多
家

長
一

同
參

與
的

例
子

，
故

也
能

進
而

達
成

對
大

人
的

普
及

啟
蒙

。
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

2
5

（
特

定
非

營
利

活

動
法

人
）

西
表

島

E
C

O
T

O
U

R
S

IM
協

會

海
漂

物
授

課
與

淨
灘

活

動

大
學

生
、

專
門

學

校
生

10
～

30
人

瞭
解

西
表

島
海

漂
垃

圾
的

現

況
，

並
藉

由
清

掃
活

動
，

進
而

關
心

垃
圾

問
題

。
思

考
為

了
抑

制
垃

圾
產

生
，

各
自

能
做

的
努

力
。

室
內

授
課

、
提

問
→

進
行

淨
灘

活
動

、
分

類
並

調
查

→
一

同
進

行
活

動
回

顧
並

共
享

所
察

覺
的

事

多
數

學
生

對
於

美
麗

的
大

海
與

大
量

海
漂

垃
圾

的
對

比
感

到
相

當
震

撼
。

這
是

一
個

能
正

視
身

邊
環

境
問

題
的

一
個

良
機

。

2
6

黑
潮

海
洋

文
教

基

金
會

看
見

與
看

不
見

的
一

般
大

眾
32

0

  
  

長
期

關
心

海
洋

廢
棄

物
問

題

的
黑

潮
今

年
度

將
從

陸
地

移
動

到
大

海
，

嘗
試

新
的

觀
測

與
認

識
。

最
早

對
於

垃
圾

人
們

專
注

於
陸

地
上

自
己

家
中

做
起

，
街

道
清

潔
、

資
源

回
收

，
焚

化
爐

與
掩

埋
場

是
我

們
認

知
屬

於
垃

圾
的

終
點

，
抵

達
現

場
後

才
發

現
--

-這
並

非
終

點
而

是
連

接
與

另
一

片
浩

瀚
大

海
的

起
點

。

  
  

配
合

國
際

相
關

節
日

(4
/1

8世
界

地
球

日
、

5/
16

(S
at

.)
國

際
生

物
多

樣
性

日
、

6/
7(

S
un

.)
地

球
環

境
日

、
世

界
海

洋
日

)進
行

淨

灘
淨

海
系

列
活

動
，

以
整

日
從

海
岸

到
海

上
的

方
向

規
劃

。
海

岸
淨

灘
的

時
請

大
家

留
下

一
樣

你
印

象
最

深
刻

/特
別

的
海

洋
廢

棄
物

，
淨

灘
後

以
小

組
分

享
的

方
式

與
大

家
討

論
為

何
會

選
擇

它
，

而
它

又
如

何
出

現
在

這
裡

讓
你

遇
見

?聽
聽

大
家

的
選

擇
，

思
考

這
幾

樣
垃

圾
的

出
現

。
  

  
 出

海
淨

海
是

黑
潮

第
一

次

對
外

嘗
試

，
海

上
撈

拾
有

其
困

難
，

要
如

何
找

到
垃

圾
?見

到

垃
圾

時
要

如
何

讓
垃

圾
和

船
都

靜
止

不
動

？
要

用
什

麼
樣

的
器

具
撈

拾
、

在
船

的
哪

裡
進

行
?這

些
是

我
們

在
嘗

試
與

挑
戰

的
，

三
次

活
動

下
來

因
著

海
況

、
因

著
垃

圾
的

分
布

與
船

隻
性

能
往

往
看

到
的

比
撈

上
來

的
驚

人
，

這
是

我
們

預
期

中
的

情

形
，

也
藉

此
帶

大
家

理
解

垃
圾

們
一

旦
漂

流
至

海
上

，
其

影
響

與
無

可
復

返
。

  
  

  
其

中
有

安
排

前
往

花
蓮

市
現

役
垃

圾
掩

埋

場
場

勘
，

看
著

我
們

日
日

生
活

中
製

造
出

來
的

垃
圾

漫
天

飛

舞
，

如
何

減
少

如
何

回
收

是
我

們
人

人
需

要
面

對
的

生
活

，
而

等
待

掩
埋

的
垃

圾
場

緊
臨

太
平

洋
海

域
，

多
少

不
適

當
正

的
政

策
又

帶
給

我
們

怎
樣

的
環

境
?

效
果

  
  

三
次

活
動

共
計

32
0人

參
與

，
僅

有
35

%
是

現
居

花
蓮

的
夥

伴
，

多
數

人
是

專
車

前
往

花
蓮

參
與

，
其

中
家

庭
出

動
占

兩

成
，

而
各

年
齡

層
學

生
占

四
成

，
有

些
人

接
續

三
場

報
名

參
與

希
望

以
行

動
支

持
、

以
個

人
開

始
改

變
。

  
  

海
上

淨
海

的
部

分
由

於
海

況
等

因
素

並
無

法
順

利
進

行
，

海

上
路

線
請

船
長

尋
找

垃
圾

帶
並

靠
近

鄰
岸

的
花

蓮
市

垃
圾

掩
埋

場
，

其
滿

溢
出

來
的

垃
圾

量
在

海
上

可
清

楚
看

見
。

後
來

大
家

決
定

回
到

港
區

內
撈

拾
垃

圾
，

而
至

三
次

出
海

後
都

回
到

花
蓮

港
區

內
撈

拾
被

油
汙

滋
潤

、
海

水
浸

泡
的

廢
棄

物
在

進
行

分
類

整
理

。
很

意
外

而
感

謝
參

與
者

們
希

望
可

以
做

更
多

事
情

和
努

力
。

大
眾

反
饋

•
 其

實
我

覺
得

環
保

或
是

親
海

教
育

多
說

無
益

，
實

際
體

驗
過

就
會

知
道

我
們

生
活

環
境

真
正

的
問

題
所

在
，

或
許

這
些

問
題

一
時

都
無

法
解

決
，

但
是

會
在

大
家

心
中

留
下

些
什

麼
吧

！
我

想
。

•
 今

天
天

氣
很

熱
，

夥
伴

們
努

力
撿

了
一

小
時

的
垃

圾
，

一
邊

分
類

登
記

所
撿

到
的

項
目

，
保

麗
龍

仍
舊

是
海

邊
的

一
大

問

題
，

另
外

今
天

撿
到

一
大

堆
各

式
各

樣
的

鞋
子

，
還

有
超

級
無

敵
長

的
水

管
。

在
撿

拾
的

過
程

中
，

有
孩

子
脫

口
而

出
覺

得
自

己
好

棒
；

而
負

責
分

類
登

記
的

夥
伴

邊
撿

邊
抱

怨
怎

麼
那

麼
多

保
麗

龍
，

到
底

哪
裡

來
的

？

•
 上

次
已

經
跟

我
去

撿
過

垃
圾

的
孩

子
，

就
發

現
今

天
比

上
次

乾
淨

一
點

，
今

天
才

第
一

次
去

撿
的

孩
子

就
說

以
前

都
沒

注
意

到
垃

圾
這

麼
多

，
所

以
參

與
過

行
動

會
增

加
孩

子
環

境
感

知
能

力
。

•
 其

實
要

帶
孩

子
到

海
邊

活
動

，
壓

力
是

不
小

的
，

但
是

我
發

現
事

先
規

劃
好

流
程

，
信

任
孩

子
，

其
實

他
們

都
懂

他
們

該
做

什
麼

，
也

都
一

致
表

示
，

還
願

意
再

參
加

淨
灘

活
動

。
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

2
7

財
團

法
人

海
洋

公

民
基

金
會

環
澎

淨
灘

淨
海

計
畫

學
生

、
企

業
組

織
、

社
區

居
民

、

一
般

民
眾

15
8

(一
)定

期
舉

辦
淨

灘
活

動
，

減
少

海
洋

垃
圾

。

(二
)確

實
記

錄
海

洋
垃

圾
種

類
，

將
記

錄
成

果
變

成
有

效
數

據
。

(三
)在

澎
湖

各
小

學
、

社
區

實
施

淨
灘

教
育

，
並

讓
各

單
位

認
養

沙
灘

。

(四
)淨

海
淨

灘
志

工
之

培
訓

(1
)進

行
淨

灘
場

勘
並

規
劃

環
澎

行
程

與
各

淨
灘

點
淨

灘
方

式
。

(2
)將

各
淨

灘
點

與
各

社
區

及
學

校
共

同
合

作
。

(3
)於

淨
灘

日
前

二
周

公
告

活
動

訊
息

開
放

民
眾

報
名

。

(4
)淨

灘
前

一
周

聯
繫

清
潔

隊
安

排
垃

圾
清

運
與

回
收

。

(5
)淨

灘
當

日
進

行
行

前
講

解
，

依
人

數
分

組
，

每
組

含
分

類
紀

錄
者

、
撿

拾
者

、
收

拾
者

，
於

指
定

區
域

範
圍

內
執

行
淨

灘
工

作
。

(6
)淨

灘
活

動
結

束
後

，
與

淨
灘

志
工

清
點

垃
圾

總
量

，
並

將
紀

錄
納

入
統

計
表

，
每

次
活

動
結

束
後

發
布

活
動

新
聞

稿
，

以
及

於
本

會
電

子
媒

體
公

告
活

動
成

果
訊

息
。

(7
)於

10
月

份
，

統
整

歷
次

統
計

數
據

並
上

傳
至

IC
C

。

(1
)量

化
效

益

A
.完

成
4場

海
洋

「
零

」
計

畫
宣

導
。

  
  

B
.完

成
5名

志
工

培

訓
。

C
.完

成
7場

淨
灘

活
動

。
  

  
D

.完
成

全
年

度
活

動
總

檢
討

報
告

1

份
。

(2
)非

量
化

效
益

A
.培

養
志

工
投

入
淨

灘
淨

海
工

作
，

採
用

志
工

模
式

快
速

推
廣

淨
灘

淨
海

觀
念

，
並

且
形

成
一

股
志

工
潮

累
積

更
多

人
加

入
淨

灘
淨

海
的

工
作

。

B
.透

過
宣

導
活

動
，

建
立

小
學

生
及

社
區

愛
護

海
洋

之
觀

念
，

以
淨

灘
方

式
友

善
家

園
，

並
且

促
成

海
灘

淨
灘

認
養

，
經

長
期

合
作

模
式

，
定

期
記

錄
每

個
海

灘
的

狀
況

。

C
.累

積
之

記
錄

分
析

資
料

將
可

成
為

未
來

環
保

政
策

推
動

的
重

要
指

標
，

由
上

而
下

擬
定

規
範

與
措

施
，

降
低

海
洋

垃
圾

量
的

產
出

。

2
8

台
南

社
區

大
學

走
讀

二
仁

溪
及

滯
洪

池
國

中
48

讓
孩

子
知

道
學

校
附

近
的

環
境

即
作

出
服

務
貢

獻

室
內

先
P

P
T

介
紹

，
實

際
現

場
導

覽
介

紹
同

時
撿

垃
圾

孩
子

實
際

走
訪

認
識

環
境

，
同

時
參

與
環

境
清

靜
工

作
。

2
9

台
南

社
區

大
學

環
境

生
態

研
習

營
 土

地

的
故

事
 廢

棄
物

介
紹

高
中

生
60

讓
參

與
者

對
環

境
現

況
多

一
層

認
識

室
內

P
P

T
介

紹
大

家
知

道
環

境
現

況
並

願
意

減
少

廢
棄

物
產

生

3
0

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
現

況
介

紹
高

中
生

50
讓

孩
子

知
道

海
邊

環
境

的
現

況

並
實

際
參

與
淨

灘
活

動

室
內

先
P

P
T

介
紹

，
再

實
際

到
現

場
餐

與
淨

灘
與

統
計

工
作

大
家

知
道

環
境

現
況

並
願

意
減

少
廢

棄
物

產
生

3
1

台
南

社
區

大
學

蚵
棚

保
麗

龍
問

題
討

論
國

小
及

家
長

15
認

識
了

解
及

討
論

研
究

的
方

法
室

內
P

P
T

介
紹

及
討

論
認

識
了

解
並

討
論

出
具

體
研

究
的

作
法

3
2

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
現

況
介

紹
成

人
15

讓
參

與
者

對
環

境
現

況
及

工
作

方
法

多
一

層
認

識

室
內

P
P

T
介

紹
及

討
論

讓
參

與
者

知
道

怎
麼

做
，

並
減

少
垃

圾
產

生
。

3
3

台
南

社
區

大
學

龍
崗

國
小

海
邊

蚵
架

回

收
作

業
現

勘
與

討
論

國
小

及
家

長
12

紀
錄

觀
察

回
收

作
業

的
過

程
現

場
紀

錄
及

討
論

實
際

了
解

作
業

流
程

及
問

題

3
4

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
國

外
做

法

介
紹

成
人

15
讓

參
與

者
對

國
外

海
廢

相
關

活

動
多

一
些

認
識

室
內

P
P

T
介

紹
及

討
論

讓
參

與
者

知
道

國
際

做
法

及
N

G
O

做
的

一
些

事

3
5

台
南

社
區

大
學

服
務

學
習

大
學

生
15

0
介

紹
大

家
認

識
環

境
現

況
及

改

進
做

法

室
內

P
P

T
介

紹
及

戶
外

實
作

讓
大

家
知

道
及

參
與

8
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

3
6

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
現

況
介

紹
國

小
70

讓
孩

子
知

道
海

邊
環

境
的

現
況

並
實

際
參

與
淨

灘
活

動

室
內

先
P

P
T

介
紹

，
再

實
際

到
現

場
餐

與
淨

灘
與

統
計

工
作

大
家

知
道

環
境

現
況

並
願

意
減

少
廢

棄
物

產
生

3
7

台
南

社
區

大
學

製
造

的
意

義

3
8

台
南

社
區

大
學

生
活

廢
棄

物
現

況
介

紹

3
9

台
南

社
區

大
學

台
北

再
生

藝
術

工
坊

海

廢
展

示
討

論
社

會
大

眾
5

如
何

透
過

展
示

活
動

讓
大

家
知

道
我

們
產

出
的

垃
圾

問
題

圖
片

說
明

與
討

論
討

論
出

一
個

展
覽

的
形

式
及

方
法

讓
社

會
大

眾
可

以
看

到
知

道
，

並
進

而
減

廢
及

再
利

用
。

4
0

台
南

社
區

大
學

我
們

製
造

了
甚

麼
─

青

少
年

工
作

坊
高

中
生

40
從

認
識

了
解

到
討

論
解

決
方

案
室

內
P

P
T

介
紹

與
分

組
討

論
針

對
飲

料
杯

問
題

從
使

用
行

為
去

討
論

即
提

出
可

行
的

解
決

方

案
分

享

4
1

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
現

況
介

紹
社

會
大

眾
12

0
介

紹
大

家
認

識
環

境
現

況
圖

片
介

紹
及

提
問

闖
關

從
圖

片
現

況
去

想
可

以
自

己
可

以
怎

麼
改

進

4
2

台
南

社
區

大
學

服
務

學
習

大
學

生
20

0
介

紹
大

家
認

識
環

境
現

況
及

改

進
做

法

室
內

P
P

T
介

紹
及

戶
外

實
作

讓
大

家
知

道
及

參
與

4
3

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
介

紹
社

會
大

眾
50

介
紹

大
家

認
識

環
境

現
況

及
改

進
做

法
討

論

室
內

P
P

T
介

紹
及

戶
外

實
作

讓
大

家
知

道
、

參
與

及
遊

說
的

可
能

4
4

台
南

社
區

大
學

二
仁

溪
現

況
及

廢
棄

物

垃
圾

問
題

社
會

大
眾

20
介

紹
大

家
認

識
二

仁
溪

的
垃

圾

問
題

室
內

P
P

T
介

紹
讓

大
家

知
道

污
染

的
過

去
及

大
家

努
力

的
過

程

4
5

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
現

況
介

紹
國

小
30

簡
單

讓
孩

子
知

道
海

邊
環

境
的

現
況

室
內

先
P

P
T

及
討

論
大

家
知

道
環

境
現

況
並

願
意

減
少

使
用

一
次

性
用

品

4
6

台
南

社
區

大
學

廢
棄

物
現

況
介

紹
大

學
50

介
紹

大
家

認
識

環
境

現
況

及
改

進
做

法

室
內

P
P

T
介

紹
及

討
論

大
家

知
道

環
境

現
況

並
願

意
減

少
使

用
一

次
性

用
品

4
7

台
南

社
區

大
學

海
洋

廢
棄

物
長

期
監

測

實
作

國
小

、
國

中
、

高

中
、

大
學

社
會

大

眾

13
50

簡
單

介
紹

並
讓

大
家

實
作

實
際

參
與

透
過

實
際

參
與

大
家

得
以

知
道

海
邊

環
境

的
現

況
及

很
多

很
多

的
垃

圾
，

並
願

意
自

我
習

慣
的

改
變

，
減

少
使

用
一

次
性

的
東

西
。

4
8

國
立

海
洋

科
技

博

物
館

海
洋

社
區

好
繽

紛
國

小
3,

4年
級

(中

年
級

)
40

了
解

海
洋

生
物

與
環

境
之

間
的

互
動

方
式

。

指
出

海
洋

生
物

面
臨

的
環

境
危

機
，

並
能

進
行

保
護

海
洋

的
自

我
承

諾
。

教
學

活
動

活
動

一
、

無
名

動
物

認
親

(3
0m

in
)

活
動

二
、

我
的

海
洋

好
朋

友
(3

0m
in

)

活
動

三
、

主
題

館
展

廳
(9

0m
in

)

活
動

四
、

潮
間

帶
生

態
(6

0m
in

)

活
動

五
、

我
的

海
洋

行
動

(3
0m

in
)

搭
配

展
廳

:環
境

廳

4
9

國
立

海
洋

科
技

博

物
館

海
洋

故
事

箱
國

小
5,

6年
級

(高

年
級

)
40

認
識

海
洋

裡
的

各
種

生
態

系
及

環
境

特
色

。

認
識

文
學

作
品

中
的

海
洋

與
人

類
生

活
的

關
係

。

教
學

活
動

：

活
動

一
、

海
洋

賓
果

(3
0m

in
)

活
動

二
、

海
洋

故
事

集
(6

0m
in

)

活
動

三
、

主
題

館
展

廳
(9

0m
in

)

活
動

四
、

潮
間

帶
生

態
(6

0m
in

)

搭
配

展
廳

:文
化

廳
、

環
境

廳

社
會

大
眾

10
介

紹
日

常
生

活
所

製
造

的
垃

圾

及
海

邊
的

現
況

室
內

先
P

P
T

介
紹

大
家

知
道

環
境

現
況

並
願

意
減

少
廢

棄
物

產
生

9
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

5
0

國
立

海
洋

科
技

博

物
館

淨
灘

課
程

國
小

高
年

級
以

上

及
成

人
60

認
識

淨
灘

的
目

的
與

意
義

，
了

解
如

何
藉

由
實

際
行

動
進

行
海

洋
守

護
行

動
。

教
學

活
動

：

活
動

一
、

淨
灘

介
紹

(3
0m

in
)

活
動

二
、

淨
灘

、
垃

圾
分

類
及

記
錄

(9
0m

in
)

活
動

三
、

回
饋

與
心

得
(3

0m
in

)

搭
配

展
廳

:環
境

廳

5
1

國
立

海
洋

科
技

博

物
館

瓶
中

信
的

秘
密

-寶
箱

解

謎
(桌

遊
)

國
小

高
年

級
以

上

及
成

人
40

認
識

海
洋

廢
棄

物
與

人
類

的
關

係
，

進
而

關
心

海
廢

問
題

。

教
學

活
動

：

活
動

一
、

遊
戲

介
紹

(1
0m

in
)

活
動

二
、

寶
箱

解
謎

(6
0m

in
)

活
動

三
、

回
饋

與
心

得
(3

0m
in

)

搭
配

展
廳

:環
境

廳

5
2

國
立

海
洋

科
技

博

物
館

實
境

解
謎

(密
室
脫
逃
)

國
小

高
年

級
以

上

及
成

人
40

認
識

海
洋

廢
棄

物
與

人
類

的
關

係
，

進
而

關
心

海
廢

問
題

。

教
學

活
動

：

活
動

一
、

活
動

介
紹

(1
0m

in
)

活
動

二
、

寶
箱

解
謎

(6
0m

in
)

活
動

三
、

回
饋

與
心

得
(3

0m
in

)

搭
配

展
廳

:環
境

廳

5
3

社
團

法
人

台
灣

環

境
資

訊
協

會
海

龜
恐

怖
箱

不
設

限
（

5歲
以

上
）

30

將
海

洋
生

物
誤

食
海

洋
垃

圾
的

狀
況

具
象

化
，

讓
參

與
者

實
際

感
受

海
洋

垃
圾

污
染

的
嚴

重

性
，

進
而

減
少

使
用

一
次

性
物

品
行

動
。

1.
 情

境
帶

領
：

訴
說

海
洋

生
物

（
海

龜
）

在
海

中
遇

到
了

麻

煩
，

所
以

上
岸

來
求

救
。

2.
 實

際
體

驗
：

伸
手

進
海

龜
肚

子
（

恐
怖

箱
）

找
出

肚
子

痛
的

原
因

。
（

可
能

的
海

洋
廢

棄
物

：
免

洗
餐

具
等

）

3.
 帶

領
海

洋
廢

棄
物

的
討

論
，

為
什

麼
這

些
東

西
出

現
在

海

中
、

又
該

怎
麼

避
免

？

環
境

教
育

成
效

：

瞭
解

海
洋

生
物

誤
食

垃
圾

事
件

（
覺

知
）

，
瞭

解
海

洋
垃

圾
形

成
原

因
（

知
識

）
，

瞭
解

淨
灘

、
減

少
使

用
一

次
物

品
、

政
策

遊
說

可
減

緩
現

況
（

技
能

）

參
與

者
反

應
：

對
於

恐
怖

箱
的

遊
戲

參
與

者
是

有
興

趣
的

，
且

營
造

氣
氛

可
以

使
現

場
專

注
，

加
上

實
際

觸
摸

可
以

實
際

感
受

「
動

物
吃

垃

圾
」

的
衝

突
，

也
引

發
參

與
者

的
同

情
。
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tp

s:
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35
48

60
29

43
/i

n/
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m

-

72
15

76
62

59
19

35
38

0/

5
4

社
團

法
人

台
灣

環

境
資

訊
協

會
海

邊
的

診
所

國
小

學
生

（
7-

12

歲
）

50

將
海

洋
生

物
擬

人
化

，
讓

參
與

者
可

以
同

理
看

待
海

洋
生

物
的

處
境

1.
 繪

本
、

有
聲

書
形

式
：

* 
適

合
多

人
的

場
合

，
透

過
討

論
瞭

解
海

洋
廢

棄
物

議
題

2.
 角

色
扮

演
形

式
（

7-
12

歲
）

：

* 
適

合
小

班
制

，
讓

每
個

參
與

者
擔

任
一

個
角

色
。

* 
引

導
參

與
者

討
論

-當
你

是
那

個
受

害
的

海
洋

生
物

時
的

感

覺
。

環
境

教
育

成
效

：

瞭
解

海
洋

生
物

誤
食

垃
圾

事
件

（
覺

知
）

，
瞭

解
海

洋
垃

圾
形

成
原

因
（

知
識

）
，

瞭
解

減
少

使
用

一
次

物
品

可
減

緩
現

況

（
技

能
）

參
與

者
反

應
：

使
用

道
具

讓
參

與
者

角
色

扮
演

，
可

以
帶

出
學

童
氣

氛
，

並
使

後
續

討
論

熱
烈

。
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

5
5

社
團

法
人

台
灣

環

境
資

訊
協

會
海

洋
廢

棄
物
資
料
本

不
設

限
20

人
一

組

在
任

何
地

點
都

可
以

使
用

，
讓

參
與

者
可

以
了

解
海

洋
廢

棄
物

議
題

與
塑

膠
汙

染
。

1.
 簡

報
紙

本
化

，
任

何
地

點
都

可
以

使
用

2.
 約

每
20

人
一

份
簡

報
，

配
合

講
述

內
容

翻
頁

環
境

教
育

成
效

：

瞭
解

海
洋

生
物

誤
食

垃
圾

事
件

（
覺

知
）

，
瞭

解
海

洋
垃

圾
形

成
原

因
（

知
識

）
，

瞭
解

減
少

使
用

一
次

物
品

、
政

策
遊

說
、

連
署

等
方

式
可

減
緩

現
況

（
技

能
）

參
與

者
反

應
：

1.
 方

便
於

淨
灘

行
動

、
街

頭
宣

傳
時

現
場

分
享

：
共

累
積

近

2,
00

0名
以

上
人

次
。

2.
 部

分
參

加
者

，
過

去
完

全
沒

接
觸

過
海

洋
廢

棄
物

議
題

，
感

到
十

分
震

驚
。
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40
92

78
39

21
/i

n/
al

bu
m

-

72
15

76
62

59
19

35
38

0/

5
6

社
團

法
人

台
灣

環

境
資

訊
協

會
蓋

藝
術

不
設

限
不

設
限

以
海

漂
垃

圾
瓶

蓋
拼

裝
成

平
面

海
洋

圖
案

或
是

海
洋

生
物

立
體

造
型

吸
引

參
與

者
目

光
，

進
而

認
識

回
收

議
題

、
海

洋
廢

棄

物
、

及
對

海
洋

生
物

造
成

影

響
。

1.
 邀

集
志

工
進

行
蓋

藝
術

發
想

與
創

作

2.
 製

作
後

物
品

在
各

公
開

場
合

，
如

地
方

教
育

中
心

等
進

行
展

覽 3.
 展

覽
現

場
備

有
解

說
志

工
及

解
說

看
板

,或
搭

配
演

講

環
境

教
育

成
效

：

瞭
解

海
洋

廢
棄

物
狀

況
（

覺
知

）
，

瞭
解

海
洋

垃
圾

形
成

原
因

（
知

識
）

，
加

強
宣

導
垃

圾
、

回
收

處
理

方
式

，
進

一
步

則
是

減
少

使
用

一
次

物
品

（
技

能
）

參
與

者
反

應
：

1.
 2

01
3年

展
覽

至
今

，
共

累
積

近
75

,0
00

名
以

上
人

次
。

2.
 2

01
4年

問
卷

顯
示

，
近

3成
民

眾
表

示
：

「
以

後
有

機
會

我
也

要
淨

灘
、

出
門

隨
手

攜
帶

環
保

個
人

用
品

、
少

用
塑

膠
袋

」
。
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15

76
35

50
80

50
33

9/

5
7

荒
野

保
護

協
會

遠
離

「
塑

」
命

，

「
海

」
缺

你
加

入
--

海
鳥

胃
教

具
及

海
廢

圖
卡

一
般

大
眾

.企
業

志

工

10
人

/次
,1

0-

15
m

in
/次

淨
灘

前
：

透
過

遊
戲

體
會

海
廢

對
海

洋
生

物
的

危
害

、
理

解
IC

C

國
際

海
廢

表
格

的
運

作
模

式
 淨

灘
後

：
反

思
與

檢
討

日
常

生
活

所
製

造
的

垃
圾

與
浪

費
。

恐
怖

海
鳥

胃

a.
說

明
活

動
,並

請
參

加
者

摸
摸

袋
內

的
物

品
,，

摸
過

的
人

不
要

拿
出

來
，

也
不

要
講

出
來

喔
！

 b
.說

明
袋

內
其

實
是

科
學

家
研

究
太

平
洋

上
的

死
掉

鳥
類

的
胃

內
食

物

 c
.說

明
海

洋
上

的
垃

圾
及

現
今

已
造

成
生

物
浩

劫
的

狀
態

（
用

圖
片

說
明

）

 d
.各

位
覺

得
這

些
垃

圾
是

誰
丟

的
呢

？
請

大
家

說
出

感
覺

  
 e

.

說
明

淨
灘

的
意

義
及

做
法

,特
別

說
明

『
打

火
機

』
與

『
醫

療
廢

棄
物

』
要

特
別

集
中

處
理

（
打

火
機

是
幫

日
本

藤
枝

教
授

的
國

際
研

究
計

畫
收

集
，

醫
療

廢
棄

物
是

法
規

規
定

不
可

與
一

般
垃

圾
處

理
，

也
為

了
清

潔
人

員
的

安
全

考
量

）

f.
鼓

舞
大

家
士

氣
，

一
起

淨
灘

,為
清

淨
海

洋
而

努
力

1.
剛

開
始

有
點

好
奇

2.
.對

袋
內

有
熟

悉
感

 3
.當

發
覺

是
海

鳥
胃

中
食

物
時

,參
加

者
更

加
深

刻
,更

想
淨

灘

1
1
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沖
繩

與
台

灣
實

施
針

對
海

漂
垃

圾
的

環
境

教
育

課
程

概
要

一
覽

表

N
o
.

團
體
名
稱

環
境
教
育
課
程
名
稱

對
象

參
加

人
數

目
　

的
內

容
・
方

法
環

境
教

育
的

效
果

、
參

與
者

的
反

應
等

5
8

荒
野

保
護

協
會

清
淨

海
洋

聯
合

研
討

會
N

G
O

，
台

灣
17

個
，

中
國

30
個

15
0人

增
加

N
G

O
對

海
洋

廢
棄

物
的

認

知
，

促
進

雙
邊

團
體

交
流

學
者

專
家

演
講

、
海

廢
監

測
實

作
、

分
組

討
論

1深
度

交
流

與
研

討
，

達
成

三
項

共
識

2.
後

續
相

關
會

議
三

場
以

上

5
9

荒
野

保
護

協
會

愛
海

小
旅

行
一

般
民

眾

宣
傳

淨
灘

22

場
，

上
傳

數

據
32

筆
，

圖

文
分

享
93

則
，

使
用

者

37
50

人

愛
海

小
旅

行
，

多
撿

一
公

斤
，

推
廣

全
民

參
與

淨
灘

與
海

洋
廢

棄
物

監
測

線
上

舉
辦

淨
灘

、
分

享
淨

灘
圖

文
、

上
傳

下
載

淨
灘

數
據

1.
多

場
淨

灘
為

民
眾

自
發

舉
辦

2.
12

年
，

30
0筆

淨
灘

數
據

免
費

下
載

6
0

荒
野

保
護

協
會

20
15

IC
C

50
個

企
業

、
學

校
、

團
體

54
00

人
教

育
民

眾
海

洋
廢

棄
物

知
識

，

從
生

活
中

實
踐

減
塑

室
內

講
座

、
戶

外
遊

戲
、

淨
灘

與
監

測
培

訓
60

0位
淨

灘
領

隊
，

於
11

縣
市

舉
辦

30
場

淨
灘

，
清

理
垃

圾

10
92

7公
斤

6
1

荒
野

保
護

協
會

「
20

15
愛

海
無

懼
」

海

洋
影

展
一

般
民

眾
放

映
60

場
，

觀
眾

20
00

人

傳
遞

海
洋

保
育

的
重

要
知

識
與

訊
息

海
洋

影
片

播
放

、
講

師
導

讀
與

映
後

討
論

許
多

都
市

人
與

親
子

族
群

也
吸

收
到

海
洋

訊
息

或
加

入
淨

灘
志

工

1
2
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環
境
教
育
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
.団

体
名

2
.プ

ロ
グ
ラ
ム
名

3
.

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

良
い
と
思

う
所

は
？

4
.

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う

し
た
ら
良

い
と
思

い
ま
す

か
？

5
.

ど
の
よ
う
な
対
象
に
実
施
で

き
る
と
思

い
ま
す
か

？

6
.

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で

き
る
と
思

い
ま
す
？

7
.

そ
の

他
気

づ
い
た
点

8
.

今
後

、
沖

縄
と
台

湾
で
共

通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
と

し
た
ら
、
ど
ん
な
所

が
活

用
で
き
る
と
思

い
ま
す
か

？
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環
境

教
育

　
W

o
rk

 S
h
e
e
t

姓
　

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
.團

體
名

2
.課

程
名

稱

3
.

您
認

為
此

課
程

的
優

點
是

什
麼

？

4
.

如
要

進
一

步
改

善
，

應
該

怎
麼

做
？

5
.

能
對

哪
些

對
象

實
施

？

6
.

能
期

待
有

哪
些

效
果

？

7
.

其
他

建
議

8
.

今
如

今
後

沖
繩

與
台

灣
推

動
共

同
課

程
方

案
時

，
您

認
為

哪
些

内
容

能
活

用
？
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

沖
縄

側
・
場

所
を
選

ば
ず
、
短
時
間
で
簡
単
に
で
き
る

・
体

験
す
る
こ
と
に
よ
る
印
象
づ
け

沖
縄
側

・
と
て
も
シ
ン
プ
ル

で
わ

か
り
や

す
い

・
何

人
か

前
に
出

て
も
ら
っ
て
、
色

々
な
生

き
物
に
な
っ
て
も
ら
う
と
盛
り
上

が
り
そ
う

・
小

学
校

の
漂

着
ご
み

の
授

業
で

や
っ
て
み

た
い
と
思
う

沖
縄

側
・
簡
単
に
体
験
で
き
、
理
解
し
や
す
い

・
小
学
生
～
中
学
生

・
ゴ
ミ
の
生
態
系
へ
の
影
響
の
理
解
が

深
ま
る

・
黒
潮
の
流
れ
の
説
明
は
、
生
態
系
へ

の
影
響
に
つ
い
て
話
し
た
後
に
し
て
も

よ
い

沖
縄

側

・
実

感
で
き
る

・
生
き
物
の
苦
し
み
が
わ
か
り
や
す
い

・
子
ど
も
～
大
人

・
ゴ
ミ
の
問
題
意
識
が
高
ま
る

・
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
※

に
も
使

え
る

※
緊
張
を
解
き
、
話

し
合
う
き
っ
か
け
を
つ
く

る
た
め
の

ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
、
運

動
等

沖
縄

側

・
網

を
使
う
こ
と
で
、
人
間
と
海
洋
生
物
の
違
い

や
、
い
か
に
海
洋
生
物
に
危
害
を
与
え
る
か
が
理

解
で
き
る

・
小
さ
な
子
ど
も
は
勝
手
に
ま
ね
を
し

な
い
か

・
大

人

沖
縄

側
・
絡

ま
り
の

体
験
を
す
る
こ
と
で
生
物
へ
の
影
響

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
い

沖
縄
側

・
各

年
代

・
漁

業
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
が

必
要

、
漁

業
を
悪

に
す
べ

き
で
は

な
い

沖
縄

側
・
疑
似
体
験
で
き
る
と
こ
ろ

・
実

感
で
き
る

・
子
ど
も
～
大
人
（
全
て
）

沖
縄

側
・
手

を
使

え
な
い
海
洋
生
物
は
な
か
な
か
は
ず
せ

な
い
こ
と
が

よ
く
わ

か
る

台
湾

側

自
分

と
関

係
の

あ
る

漂
着

ゴ
ミ

を
使

っ
て

、
漂

着
ゴ

ミ
の

多
様

性
と

そ
れ

が
及

ぼ
す

危
害

に
つ

い
て

考
え

る
。

漂
着

ゴ
ミ

は
特

殊
な

廃
棄

物
を

探
す

と
良

い
。

1
1
～

1
3
歳

参
加

者
が

廃
棄

物
の

影
響

が
ど

れ
ほ

ど
大

き
い

か
を

考
え

る
こ

と
。

な
し

異
な

る
国

の
漂

着
物

が
あ

る
の

で
、

参
加

者
に

は
自

分
の

小
さ

な
行

動
が

ほ
か

の
国

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
も

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
も

ら
う

。

台
湾

側
シ

ン
プ

ル
で

か
つ

迅
速

に
で

き
る

上
に

、
深

い
印

象
が

残
る

。
違

う
網

を
使

う
こ

と
で

難
易

度
を

上
げ

る
。

小
学

生
〜

大
学

生

台
湾

側

・
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
。

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

力
あ

り
、

そ
の

状
況

を
自

ら
経

験
で

き
る

。
・

共
感

性
あ

り
。

・
漁

網
の

出
所

と
そ

の
他

類
似

の
材

質
と

の
比

較
を

追
加

。
小

学
校

中
学

年
・

心
理

面
か

ら
も

実
態

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

ゲ
ー

ム
等

が
終

わ
っ

た
ら

静
か

に
生

徒
た

ち
と

意
見

を
共

有
す

る
。

・
漁

網
を

ど
の

よ
う

に
回

収
す

る
の

か
、

ま
た

は
ど

の
よ

う
に

通
報

し
て

回
収

を
行

う
の

か
？

台
湾

側

実
際

に
体

験
し

、
深

く
印

象
に

残
る

。
時

間
が

足
り

な
い

場
合

も
柔

軟
な

応
用

が
可

能
。

小
学

生

台
湾

側
シ

ン
プ

ル
な

ゲ
ー

ム
、

自
ら

体
験

で
き

る
こ

と
。

子
供

た
ち

の
安

全
に

気
を

付
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
子

供
か

ら
大

人
ま

で
皆

適
し

て
い

る
。

直
接

体
験

す
る

。
私

は
使

え
る

、
と

て
も

活
用

し
や

す
い

。

台
湾

側
実

際
に

体
験

す
る

や
り

方
で

、
シ

ン
プ

ル
、

分
か

り
や

す
い

。
な

し
年

齢
の

制
限

な
し

。
実

際
の

体
験

に
よ

り
参

加
者

は
深

く
理

解
で

き
る

。
な

し
い

ま
す

ぐ
実

施
で

き
る

。
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

沖
縄

側

・
屋

内
で
も
海

岸
で
も
で
き
る

・
複

数
人

で
や

る
こ
と
で
、
様

々
な
視

点
で
の

つ
な

が
り
に
気
づ
け
る

・
初

め
て
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
す
る

人 ・
子

供
（
小

学
生

～
）

沖
縄

側
・
ど
ん
な
場
所
で
も
出
来
る
の
で
良
い
と
思
う

沖
縄
側

・
簡
単
に
で
き
る

・
子

ど
も
で
も
で
き
る

小
学

生
～

大
人

。
誰

で
も

・
自

分
で
ゴ
ミ
と
の

か
か
わ
り
を
様
々
な

視
点

か
ら
考

え
る

・
自
然
物
だ
け
で
も
お
も
し
ろ
そ
う

・
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
る

沖
縄

側
・
楽

し
く
気
軽
に
参
加
で
き
る

・
子
ど
も
～
大
人

・
人
間
が
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
事
を
自

覚
で
き
る

・
気
づ
き
ま
で
は

で
き
る
が

、
真

剣
度

が
軽
く
な
る
感
じ
が
す
る

沖
縄

側
・
漂
着
物
を
囲
ん
で
、
み
ん
な
で
つ
な
が
り
や
素

材
等
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
い

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
ご
み
問
題
に
つ

い
て
考

え
る
こ
と
が

で
き
て
よ
い

沖
縄

側

・
誰
で
も
参
加
で
き
る

・
様
々
な
場
面
（
対
象
）
に
活
用
で

き
る

・
新

し
い
発
見
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る

・
場
の
雰
囲
気
作
り
に
必
要
な
点
は
何

か ・
気
を
付
け
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か

・
大
人
と
子
ど
も
を
分
け
て
実
施
す
る

必
要

は
あ
る
か

沖
縄

側

・
世

代
の

違
い
に
関
わ
ら
ず
、
理
解
し
や
す
い

・
海
洋
ご
み
の
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え

て
く
れ

る

・
漂
着
し
に
く
い
物
（
海
底
に
沈
ん
で
い

る
物

）
を
1
点

加
え
る
と
、
少

し
だ
け
広

が
り
の

あ
る
考

え
が

出
る
の

で
は

な
い

か

・
小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
全
て
の

世
代

で
可

能
・
6
0
代
以
上
で
は
ボ
ケ
防
止
に
活

用

・
ゴ
ミ
問

題
の

深
刻

さ
が

よ
く
理

解
で
き

る
。
人

に
よ
っ
て
は

、
今

後
の

行
動

が
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
白
紙
の
上
で
は
、
黄
色
の
線
や
文
字

が
見
え
に
く
い

・
点
線
や
波
線
も
使
っ
て
は
ど
う
か

・
台

湾
か

ら
沖

縄
に
流

れ
て
き
た
ゴ
ミ
と
そ
の

逆
の
例
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
離
れ
た

場
所
が
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

台
湾

側

・
多

元
的

・
他

と
の

関
連

性
・

能
力

の
あ

る
教

師
の

育
成

。
・

教
師

の
能

力
が

活
動

が
成

功
す

る
か

ど
う

か
の

ポ
イ

ン
ト

。

小
学

生
高

学
年

・
子

供
た

ち
の

能
力

を
引

き
出

す
。

・
チ

ー
ム

に
分

か
れ

て
チ

ー
ム

ご
と

に
情

報
を

共
有

し
て

か
ら

、
教

師
が

異
な

る
部

分
や

特
別

な
部

分
を

指
摘

す
る

。

台
湾

側

シ
ン

プ
ル

、
理

解
し

や
す

い
、

よ
く

考
え

さ
せ

ら
れ

る
、

堅
苦

し
く

な
い

教
え

方
。

可
。

行
動

改
善

の
方

法
及

び
技

能
を

提
供

し
、

あ
る

い
は

承
諾

す
る

。

親
子

小
学

校
高

学
年

以
上

よ
く

考
え

さ
せ

る
。

関
連

性
。

考
え

る
機

会
を

提
供

す
る

。
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

後
に

連
れ

て
行

く
。

台
湾

側
シ

ン
プ

ル
、

い
つ

で
も

使
え

る
。

現
地

や
参

加
者

の
実

情
に

よ
り

調
整

で
き

る
点

。
帰

っ
た

ら
私

た
ち

が
で

き
る

方
式

で
改

善
を

試
し

て
み

ま
す

。
子

供
か

ら
大

人
ま

で
み

な
O
K
。

皆
に

拾
っ

た
も

の
を

見
せ

、
ゴ

ミ
と

人
の

生
活

と
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
。

非
常

に
良

い
、

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
こ

の
よ

う
な

共
有

は
非

常
に

良
い

。

台
湾

側

活
発

、
魅

力
が

あ
る

。
考

え
さ

せ
ら

れ
る

。
大

人
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
も

っ
と

多
様

に
で

き
る

と
良

い
。

子
供

、
学

生
、

大
人

。
海

中
廃

棄
へ

の
考

え
方

や
態

度
を

示
唆

す
る

。
こ

の
活

動
の

結
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
記

録
す

る
。

お
互

い
に

作
成

済
み

の
教

案
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
掲

載
し

共
有

す
る

。

台
湾

側

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
活

動
後

す
ぐ

に
授

業
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

参
加

者
に

す
ぐ

生
活

ゴ
ミ

と
海

と
ビ

ー
チ

の
ゴ

ミ
を

連
結

し
て

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

や
は

り
子

供
た

ち
に

環
境

に
対

し
信

念
を

持
た

せ
、

自
然

を
好

き
に

な
る

よ
う

導
く

必
要

が
あ

る
。

全
て

O
K
，

制
限

な
し

。
参

加
者

が
日

常
生

活
と

廃
棄

物
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

な
し

い
ま

す
ぐ

実
施

で
き

る
。

台
湾

側

（
参

加
者

間
の

）
双

方
向

性
が

高
い

。
操

作
の

利
便

性
が

高
く

、
関

心
を

引
き

出
せ

る
。

大
人

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

で
は

議
論

の
時

間
を

加
え

、
考

え
る

時
間

や
議

論
の

時
間

を
増

や
し

、
意

見
を

共
有

す
る

こ
と

。

小
学

生
〜

地
域

社
会

こ
れ

ら
の

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
的

と
期

待
さ

れ
る

最
終

的
な

目
標

は
同

じ
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
参

加
者

の
心

の
中

に
、

海
を

い
た

わ
る

気
持

ち
を

植
え

付
け

る
こ

と
。
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

沖
縄

側

・
海
流
の
知
識
を
得
ら
れ
る

・
世

界
の

つ
な
が

り
、
ゴ
ミ
の

つ
な
が

り
を
意

識
で

き
る

沖
縄
側

・
と
て
も
勉
強
に
な
る

・
各
国
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
使
用
で
き
る
と

思
う

沖
縄

側

・
黒

潮
の

影
響

、
ゴ
ミ
の

行
方

等
が

よ
く
理

解
で
き

る
・
自

分
が

出
し
た
ゴ
ミ
が

ど
こ
へ

行
く
か

を
考
え
る
ツ
ー
ル

と
し
て
利

用
す
る
。

ビ
ー
チ
で
も
砂

の
上

で
で
き
る
。

・
小

学
生

～
中

学
生

・
ゴ
ミ
問

題
の

つ
な
が

り
、
生

態
系

へ
の
影
響
を
知
る

・
身
近
な
生
き
物
と
ゴ
ミ
を
使
う
と
子
ど

も
た
ち
は

興
味

を
持

つ
・
活
用
し
や
す
い

沖
縄

側
・
ゴ
ミ
を
運
ぶ
流
れ
、
黒
潮
を
知
る
事
が
で
き
る

・
子
ど
も
～
大
人

・
様
々
な
応
用
が
で
き
る

・
す
ご
く
よ
い
と
思
う

・
合
同
で
ゴ
ミ
を
追
い
か
け
る
実
験
を
し
て
み

て
は
ど
う
か

沖
縄

側

・
漂
着
物
の
流
れ
が
理
解
で
き
る
所
は
お
も
し
ろ

い
・
マ
ッ
プ
は
事
前
に
A
1
版
等
の
大
き
な

も
の

で
つ
く
り
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
す
れ
ば
繰

り
返
し
使
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か

・
小

学
生

～
大

人

沖
縄

側
・
色
々
な
こ
と
に
使
え
て
素
晴
ら
し
い

沖
縄
側

・
子
ど
も
（
小
学
生
）

沖
縄

側

・
見

て
わ

か
る

・
黒
潮
の
流
れ
を
知
り
、
よ
り
海
ご
み
に
対
す
る
意

識
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ

・
子
ど
も
～
大
人
（
全
て
）

沖
縄

側
・
ゴ
ミ
は
、
黒
潮
が
運
ぶ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る

沖
縄
側

・
地
図
で
示
さ
れ
る
の
で
わ
か
り
や
す
い

・
外

国
の

ゴ
ミ
が

黒
潮

の
流

れ
で
漂

着
鶴

ま
で
の

時
間

が
推

測
で
き
る

・
黒
潮
の
流
れ
の
速
度
が
わ
か
る
と
よ

り
よ
い
と
思

う
・
高
校
生
以
上

・
ゴ
ミ
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
テ
ー

マ
と
組

み
合

わ
せ

る
こ
と
が

可
能

・
「
椰

子
の

実
」
の

曲
を
B
G
M
で
使

う
と

更
に
よ
い
か
、
又
は
講
師
が
歌
い
な
が

ら
登

場
す
る

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台

湾
、
沖

縄
、
日

本
等

に
関

連
す
る
生

物
や

北
へ

分
布

を
広

げ
る
生

物
等
を
取
り
入
れ
、
黒
潮
の
流
れ
等
を
説
明
す

る
こ
と
は
参
加
者
の
興
味
を
ひ
く
の
で
は
な

い
か

台
湾

側
道

具
が

精
巧

に
で

き
て

い
て

、
若

い
生

徒
や

学
生

は
強

く
引

き
込

ま
れ

る
。

漁
業

関
連

の
情

報
を

加
え

、
生

活
と

の
関

連
性

を
増

や
す

こ
と

。
中

学
生

以
上

〜
地

域
社

会

台
湾

側
・

自
然

に
対

す
る

知
識

と
漂

着
ゴ

ミ
を

結
び

つ
け

て
考

え
る

。
・

教
師

の
専

門
性

は
時

間
を

か
け

て
育

て
る

必
要

が
あ

る
。

・
台

湾
と

沖
縄

の
黒

潮
の

関
連

性
(
生

き
物

や
ゴ

ミ
な

ど
)

台
湾

側
理

解
し

や
す

い
、

考
え

さ
せ

ら
れ

る
。

台
湾

側
学

校
で

の
使

用
に

適
す

る
。

地
球

環
境

に
対

す
る

認
識

が
あ

る
。

パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
と

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

が
可

能
。

小
学

生
か

ら
大

人
ま

で
ゴ

ミ
が

ど
う

や
っ

て
来

る
か

分
か

る
。

共
有

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

台
湾

側

子
供

た
ち

に
自

分
は

黒
潮

流
域

の
一

員
だ

と
理

解
さ

せ
る

と
こ

ろ
。

異
な

る
年

齢
に

合
わ

せ
て

、
程

度
の

異
な

る
内

容
を

用
意

す
る

こ
と

が
可

能
。

中
学

生
～

大
学

生
黒

潮
流

域
の

流
れ

お
よ

び
廃

棄
物

が
も

た
ら

す
影

響
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

な
し

い
ま

す
ぐ

実
施

で
き

る
。

台
湾

側

黒
潮

の
流

域
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
日

本
の

教
師

は
簡

単
な

道
具

で
講

義
を

す
る

の
で

、
非

常
に

分
か

り
易

か
っ

た
。

8
.し
か
た
に
自
然
案
内
　
「
世
界
と
つ
な
が
る
黒
潮
」
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

沖
縄

側

・
幼

児
が

理
解

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

あ
ま
り
な
い

の
で
、
そ
の
点
が
と
て
も
い
い

沖
縄
側

・
小

さ
な
子

ど
も
、
ま
だ
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
に
行

け
な
い
子

ど
も
に
で
き
る
教
育
に
な
る
と
思
う

・
分

別
を
教

え
る
時

に
使

え
そ
う

・
大

人
で
今

か
ら
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

す
る
時

ど
の

よ
う
な
も
の

が
あ
る
か

説
明

で
き
そ
う

・
大

人
で
今

か
ら
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
す
る

時
ど
の

よ
う
な
も
の

が
あ
る
か

説
明

で
き
そ
う

・
シ
ン
プ
ル

で
よ
い
と
思

う

沖
縄

側
・
小
さ
い
子
ど
も
が
楽
し
み
な
が
わ
で
き
る

・
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

・
ゴ
ミ
と
自
然
物
の
違
い
、
ど
ん
な
ゴ
ミ

が
あ
る
か

が
わ

か
る

・
解
説
を
加
え
る
こ
と
で
小
学
生
は
特

に
ゴ
ミ
に
対

す
る
理

解
が

深
ま
る

・
低
年
齢
向
け
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
で
使
え
る

沖
縄

側
・
わ
か
り
や
す
い

・
子
ど
も
～
大
人
（
？
）

・
人
工
物
と
（
環
境
に
対
す
る
）
自
然
物

の
違

い

沖
縄

側
・
何
が
ビ
ー
チ
に
あ
っ
て
は
い
け
な
い
物
か
、
捨
て

て
は
い
け
な
い
物
か
を
幼
児
で
も
理
解
で
き
る

・
用

紙
を
大

き
く
し
て
、
色

ん
な
ゴ
ミ
や

自
然
物
な
ど
を
増
や
し
て
は

ど
う
か

・
物

心
つ
い
た
頃

の
子

ど
も
（
3
～

5
歳

）

沖
縄

側
・
見

た
目
が
楽
し
く
て
か
わ
い
い

・
小

さ
い
子
に
も
わ
か
り
や
す
い

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
参
加
者
、
小
さ
な

子
ど
も
か

ら
大

人
ま
で

・
分

別
方

法
の

説
明

に
も
使
え
る

沖
縄

側
・
子
ど
も
（
小
学
生
）

・
関
心
の
喚
起

沖
縄

側
・
簡

単
で
わ

か
り
や

す
い

・
保

育
園

や
幼

稚
園

等
・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
が

当
た
り
前

の
こ
と

と
思
う
よ
う
に
な
る

沖
縄

側

・
流

木
も
葉

っ
ぱ

も
あ
る
と
よ
い

・
ゴ
ミ
な
の

か
、
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
の

か
を
判

断
す
る

材
料
に
な
る

・
ア
プ
リ
も
あ
る
と
よ
い

台
湾

側

道
具

が
簡

単
で

、
活

動
は

シ
ン

プ
ル

、
面

白
い

。
漂

着
物

は
害

の
あ

る
廃

棄
物

を
少

し
用

意
す

る
（

例
え

ば
注

射
針

）
こ

と
で

、
子

供
に

そ
の

怖
さ

を
知

っ
て

も
ら

う
。

5
～

8
歳

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
の

前
に

実
施

す
る

と
正

確
に

ゴ
ミ

を
拾

う
こ

と
が

可
能

。

な
し

台
湾

側

子
供

た
ち

に
素

早
く

活
動

の
内

容
と

意
義

を
理

解
し

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
る

。
き

れ
い

な
砂

浜
と

汚
い

砂
浜

を
対

比
さ

せ
、

子
供

た
ち

に
ど

ち
ら

が
好

き
を

選
ば

せ
る

。

幼
稚

園
生

〜
小

学
生

台
湾

側

道
具

を
使

っ
て

導
入

説
明

し
て

、
小

さ
な

子
供

た
ち

に
事

前
教

育
を

す
る

こ
と

の
重

要
性

。

小
さ

い
う

ち
か

ら
始

め
る

。
小

学
生

問
題

の
認

識
、

体
験

。
な

し
。

相
手

の
や

り
方

を
相

互
に

理
解

す
る

こ
と

。

台
湾

側

・
シ

ン
プ

ル
・

分
か

り
易

い
・

使
い

や
す

い

ど
の

よ
う

に
ゴ

ミ
を

減
ら

す
か

と
い

う
こ

と
の

共
有

。
・

パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
を

本
物

の
砂

浜
の

模
様

に
プ

リ
ン

ト
す

る
。

・
ゴ

ミ
も

写
真

や
イ

ラ
ス

ト
で

、
海

辺
の

環
境

に
溶

け
込

ま
せ

る
こ

と
で

探
す

楽
し

み
が

も
っ

と
増

え
る

。
・

P
C
バ

ー
ジ

ョ
ン

に
し

て
、

「
生

徒
た

が
ゴ

ミ
を

拾
う

と
得

点
し

、
生

き
物

や
石

こ
ろ

を
拾

う
と

失
点

す
る

」
と

い
う

よ
う

な
ゲ

ー
ム

に
す

る
。

5
3
.エ

コ
ツ
ア
ー
ふ
く
み
み
（
石
垣
沿
岸
レ
ジ
ャ
ー
安
全
協
議
会
　
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
」
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

台
湾

側

1
.
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

の
疑

似
体

験
は

安
全

で
、

年
齢

の
小

さ
な

子
ど

も
に

も
適

し
て

い
る

。
2
.
持

ち
運

び
に

便
利

。

ゲ
ー

ム
の

開
始

と
終

了
に

際
し

て
、

さ
ら

に
実

際
の

写
真

を
加

え
る

こ
と

で
さ

ら
に

関
連

性
を

高
め

る
。

引
率

者
の

話
の

内
容

を
理

解
で

き
る

年
齢

，
最

年
小

で
3
～

5
歲

。

年
齢

が
幼

す
ぎ

る
子

供
た

ち
に

○
○

さ
せ

る
。

（
原

文
が

文
の

途
中

で
あ

る
た

め
訳

出
不

能
）

子
供

た
ち

に
聞

い
て

み
て

も
よ

い
。

海
に

は
い

つ
も

ど
ん

な
も

の
が

あ
る

の
か

？
皆

に
描

か
せ

れ
ば

、
そ

の
ま

ま
教

材
に

な
る

。

台
湾

側
物

語
方

式
、

行
動

教
育

は
価

値
観

の
向

上
や

行
動

に
良

い
。

幼
児

、
児

童
シ

ン
プ

ル
に

効
果

的
に

価
値

観
を

明
確

に
す

る
。

入
学

前
幼

児
向

け
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

台
湾

側

安
全

、
シ

ン
プ

ル
、

活
用

し
や

す
い

。
現

地
の

実
情

に
合

わ
せ

て
変

え
る

こ
と

が
可

能
。

幼
稚

園
児

か
ら

大
人

ま
で

皆
参

加
O
K
。

い
ま

す
ぐ

現
在

の
方

法
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
使

い
方

を
勉

強
し

、
そ

の
他

の
場

所
で

活
用

し
た

い
。

台
湾

側
幼

稚
園

、
小

学
校

低
学

年
。

台
湾

側
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
便

利
、

携
帯

に
便

利
。

な
し

幼
稚

園
、

小
学

校
低

学
年

。
幼

児
に

き
れ

い
な

ビ
ー

チ
が

必
要

な
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

な
し

い
ま

す
ぐ

実
施

で
き

る
。

沖
縄

側

・
海

上
に
漂

流
す
る
ゴ
ミ
に
焦

点
を
あ
て
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
あ
ま
り
な
い
の
で
新
鮮

・
網
で
採
る
体

験
を
す
る
の

は
よ
い

が
、
体
験
の
後
に
船
の
後
尾
に
（
ゴ
ミ

調
査

船
が

使
う
よ
う
な
）
大

き
な
網
を

つ
け
る
な
ど
、
あ
る
程
度
回
収
で
き
る

と
さ
ら
に
よ
い
の

で
は

な
い
か

・
実

際
に
漂

流
す
る
ゴ
ミ

沖
縄

側

・
レ
ジ
ャ
ー
と
組

み
合

わ
せ

る
こ
と
が

大
事

だ
と

思
っ
た

・
船

で
ゴ
ミ
を
回

収
す
る
事

は
本

当
に

大
変
だ
と
思
う
。
そ
れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
一
緒
に
考
え
る
と
し
て
も
よ
い
。

・
問
題
を
知
る
事
で
一
人
一
人
の

行
動

や
考

え
方

が
変

わ
る
の

で
、

素
晴
ら
し
い
と
思
う

・
意
識
を
持
た
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と

思
う
。
実

際
に
行

っ
て
い
る
人

が
話

す
と
よ
く
伝

わ
る
。

沖
縄

側
・
中

学
生

以
上

、
特

に
大

人
・
船

上
か

ら
の

清
掃

活
動

が
ビ
ー
チ
と

違
う
と
い
う
意
識
が
で
き
る

・
ビ
ー
チ
と
船
上
、
港
か
ら
の
清
掃
プ
ロ
グ
ラ

ム
調
査

沖
縄

側
・
子

ど
も
、
大

人
・
写
真
の
共
有

沖
縄

側

・
見
え
て
い
る
け
ど
拾
え
な
い
と
い
う
実
体
験
で
き

る
と
こ
ろ

・
中
学
生
以
上
？

・
拾
う
の
が
難
し
い
の
で
、
海
に
ご
み

が
流
れ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
等
と

考
え
さ
せ
る

台
湾

側
映

像
は

真
実

を
伝

え
て

い
る

。

台
湾

側

一
連

の
行

動
を

祝
日

に
結

び
付

け
、

漂
着

ゴ
ミ

の
代

償
が

大
き

い
こ

と
を

体
験

で
き

る
。

安
全

性
に

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
れ

に
よ

っ
て

行
動

力
を

高
め

る
。

全
て

の
対

象
実

際
の

体
験

を
通

じ
て

さ
ら

に
深

い
感

銘
を

受
け

ら
れ

る
。

台
湾

側
実

際
に

現
況

を
理

解
で

き
る

。
良

い
，

し
か

し
漁

船
料

が
高

か
っ

た
。

子
供

と
大

人
、

ど
ち

ら
か

と
言

え
ば

大
人

。
実

際
に

体
験

し
、

よ
い

写
真

が
撮

れ
る

こ
と

な
ど

。
特

定
の

活
動

で
あ

る
こ

と
が

必
要

。

台
湾

側
危

険
を

考
慮

し
、

写
真

で
代

用
し

た
方

が
良

い
。

2
6
.黑

潮
海
洋
文
教
基
金
會
　
「
見
え
る
も
の
と
見
え
ざ
る
も
の
」

5
3
.エ

コ
ツ
ア
ー
ふ
く
み
み
（
石
垣
沿
岸
レ
ジ
ャ
ー
安
全
協
議
会
　
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
」
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

沖
縄

側
・
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る

・
低
学
年
向
け
の
簡
単
な
バ
ー
ジ
ョ
ン

も
あ
る
よ
い
の
で
は
な
い
か

沖
縄

側
・
問
題
を
ゲ
ー
ム
で
で
き
る
所
が
よ
い
と
思
う

・
話

し
合
い
な
が
ら
問
題
を
解
く
の
で

理
解
が
し
や
す
い
と
思
う

・
準
備
が
大
変
だ
と
思
う
が

、
小

さ
い
も

の
は

使
い
や

す
そ
う
な
の

で
、
や

っ
て

み
た
い

沖
縄
側

・
み

ん
な
で
考

え
る

・
協

力
し
な
が

ら
ゴ
ミ
に
つ
い
て
知
る

・
ク
イ
ズ
の
内
容
に
よ
っ
て
、
対
象
年

齢
に
幅
が
出
る

・
小
学
校
中
・
高
学
年
～
中
高
生

・
議
論
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る

・
ク
イ
ズ
内
容
を
地
域
の
特
色
や
対
象
者
に

よ
っ
て
変

え
て
活

用
で
き
る

沖
縄

側
・
ゲ
ー
ム
を
利

用
し
て
ゴ
ミ
を
考
え
る
た
め
の
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
小
学
校
高
学
年
～
大
人

・
ゴ
ミ
に
対
す
る
知
識
が
高
ま
る

・
問
題
を
と
い
て
ク
リ
ア
し
た
人
は
嬉
し

い
が
、
で
き
な
い
人
は
つ
ま
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い

・
合
同
で
イ
ベ
ン
ト
し
て
み
る
と
よ
い
か
も
し

れ
な
い

沖
縄

側
・
ゲ
ー
ム
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
良
さ
の

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い

沖
縄
側

・
ゲ
ー
ム
感

覚
で
よ
い

・
イ
ベ
ン
ト
等

で
じ
っ
く
り
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

沖
縄
側

・
子

ど
も
（
高
学
年
）

・
考

え
さ
せ
る
力
を
養
う

・
キ
ッ
ト
づ
く
り
の
手
本

沖
縄

側
・
参

加
者

全
員

で
ひ
と
つ
の

解
決

法
を
考

え
る
と

こ
ろ

・
小

学
校

高
学

年
以

上

沖
縄

側
・
ク
イ
ズ
で
進

ん
で
い
く
と
こ
ろ
と
、
協
力
し
て
答
え

を
探
す
と
こ
ろ
が
よ
い

台
湾

側

競
争

心
を

あ
お

る
こ

と
が

で
き

、
深

い
印

象
が

残
る

。
参

加
者

に
し

っ
か

り
考

え
て

も
ら

う
よ

う
導

く
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

非
自

然
型

の
な

ぞ
な

ぞ
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

参
加

者
に

よ
り

豊
か

な
感

覚
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

。
単

純
に

環
境

保
護

だ
け

で
な

く
、

さ
ま

ざ
ま

な
次

元
の

ゲ
ー

ム
に

す
る

。

中
学

生
〜

高
校

生

台
湾

側

参
加

者
の

相
互

討
論

と
相

互
協

力
。

中
学

生
か

ら
大

人
ま

で
※

提
示

シ
ー

ト
が

と
て

も
重

要
に

な
っ

た
。

全
体

は
い

さ
さ

か
難

し
い

。

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

に
す

る
と

面
白

い
。
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

沖
縄

側

・
海
亀
の
か
わ
い
さ
や
び
っ
く
り
箱
の
ド
キ
ド
キ
感

で
子
供
を
ひ
き
つ
け
ら
れ
る

・
3
か

月
後

に
ハ

ガ
キ
が

届
く
工

夫

・
亀
箱
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
視
覚
で
訴
え
る

こ
と
に
よ
る
効

果
・
届

い
た
ハ

ガ
キ
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
U
P

沖
縄

側
・
わ

か
り
や

す
く
、
入
り
や
す
い

・
ア
ニ
メ
や
絵
な
ど
が
か
わ
い
い

・
小

さ
な
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す

い

沖
縄

側
・
子
ど
も
の
興
味
を
引
く

・
海
亀
の
話
と
つ
な
げ
る
と
理
解
が
深

ま
る

・
小

学
生

～
中

学
生

・
ゴ
ミ
の

影
響

に
つ
い
て
自
分
で
考
え

る
き
っ
か

け
に
な
る

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
前

後
に
や

る
と
よ
い

沖
縄

側
・
仕
掛
け
が
面
白
い

・
子
ど
も
～
大
人

・
ゴ
ミ
が
生
き
物
に
与
え
る
影
響
を
理

解
し
や
す
い

・
合

同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

や
ダ
ン
ス
等

（
言

葉
を

必
要
と
し
な
い
）
に
活
用
で
き
る

沖
縄

側
・
海

亀
お
も
ち
ゃ
と
使

っ
た
環

境
教

育
は

興
味

深
い

・
幼
児
～
小
学
校
高
学
年

・
環
境
意
識
と
動
物
愛
護
心
の
意
識

啓
蒙

沖
縄

側
・
ウ
ミ
ガ
メ
に
手
を
入
れ
る
の
で
、
小
さ
い
子
で
も

楽
し
み
な
が
ら
海
ご
み
を
考
え
て
も
ら
え
る

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の

後
に
ハ

ガ
キ
が

届
く
の
は
よ
い
ア
イ
デ
ア

沖
縄

側
・
触

っ
て
、
見

て
、
実
感
で
き
る
と
こ
と

沖
縄
側

・
病
院
に
い
く
海
亀
や
鳥
等
に
も
使
え
る

台
湾

側

生
き

生
き

し
て

い
て

、
柔

軟
な

応
用

が
で

き
る

。
生

活
に

深
く

関
連

す
る

。
絵

本
と

組
み

合
わ

せ
て

実
際

に
行

動
す

る
点

。

小
学

生
よ

く
考

え
る

こ
と

と
実

際
の

行
動

、
日

常
行

動
の

改
善

を
承

諾
す

る
。

台
湾

側

シ
ン

プ
ル

で
使

い
や

す
い

。
ウ

ミ
ガ

メ
を

も
っ

と
可

愛
く

作
れ

た
ら

も
っ

と
人

を
引

き
つ

け
ら

れ
る

。

大
人

も
、

子
供

も
み

な
O
K
。

ど
こ

か
ら

来
た

か
を

考
え

る
。

イ
ベ

ン
ト

に
使

用
す

る
の

に
非

常
に

適
し

て
い

る
。

よ
く

活
用

で
き

る
。
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回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

沖
縄

側

・
場
所
を
選
ば
ず
に
で
き
る

・
準

備
が

簡
単

・
イ
ン
パ

ク
ト
が

大
き
い

・
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
感

が
あ
る

・
巾
着
袋
の
形
や
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
す

る
と
、
さ
ら
に
ワ
ク
ワ
ク
感

が
出

る
か

も
・
初

め
て
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
す
る

人 ・
子

供
（
幼

児
～

）

・
個
々
の
行
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る

・
道
具
に
自
然
の
も
の
を
使
う
と
い
う
点

も
よ
い

沖
縄

側

・
楽

し
い
感
じ
で
始
ま
り
、
の
ち
に
大
き
な
問
題
へ

結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
よ
い

・
実

際
に
胃

か
ら
出

て
き
た
物

が
使

え
る
と
よ
い

の
で
や

っ
て
み

た
い

・
も
し
あ
る
な
ら
ば

、
は

く
製

が
あ
る
と

も
っ
と
よ
い

・
大

人
も
子

ど
も
も
実

施
で
き
る
と

思
う

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
し
な
が

ら
、
拾

う
物

を
よ
く
見

て
、
感

じ
る
よ
う
に
な
る
と

思
う

・
実
際
に
胃
袋
に
入
っ
て
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が

手
に
入

ら
な
い
。
す
ご
く
や

っ
て
み

た
い
の

で
キ
ッ
ト
の

よ
う
に
販

売
し

て
も
よ
い
と
思
う
。
活
動
資
金
に
も
な

る
。
私
は
ほ
し
い
。

沖
縄

側

・
実

際
に
鳥

の
胃

袋
の

中
か

ら
見

つ
か

っ
た
も
の

を
見
た
り
、
重
さ
を
目
に
す
る
こ
と
で
実
感
が
わ
く

・
子
ど
も
～
大
人

・
ゴ
ミ
の
生
態
系
へ
の
影
響
を
考
え
る

・
実
際
に
胃
の
内
容
物
を
手
に
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
同
様
の
も
の
で
代
用

で
き
る

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
前
に
袋
の
中
を
見
せ

て
考

え
さ
せ

る

沖
縄

側

・
海
鳥
の
胃
の
中
を
知
る
と
い
う
と
て
も
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
と
こ
ろ

・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
と
楽

し
そ
う
に
す

る
と
袋

の
中

身
が

わ
か

っ
た
時

の
反

動
が
明
確
に
な
る

・
（
説
明
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
）
小

さ
な
子
ど
も
～
大
人

・
ゴ
ミ
問

題
が

生
き
物

た
ち
の

死
に
通

じ
る
よ
う
な
影

響
を
与

え
て
い
る
事

に
気
づ
け
る

・
説
明
を
聞
き
の
が
す
と
、
何
を
目
的

に
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
が
残

念

・
自

然
の

も
の

（
竹

製
品

）
の

活
用

等
の

情
報
共
有

・
人
工
物
が
分
解
さ
れ
な
い
事
、
小
さ
な
ゴ
ミ

に
問
題
が
あ
る
事
、
生
き
物
へ
の
影
響
に
つ

い
て
理
解
を
広
げ
る
た
め
に
活
用
で
き
る

沖
縄

側
・
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
自
然
の
動
物
に
与
え
る
環
境

悪
影
響
を
理
解
で
き
る
所
は
お
も
し
ろ
い

・
子
ど
も
～
大
人

・
環
境
保
護
と
動
物
愛
護
心

・
動
画
を
活
用
し
た
海
洋
状
況
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
挿
入

沖
縄

側

・
巾
着
に
手
を
入
れ
て
中
身
を
当
て
る
の
が
お
も

し
ろ
い

・
鳥

の
胃

袋
に
入

っ
て
い
た
も
の

だ
と
わ

か
る
こ
と

で
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
考

え
る
こ
と
が

で
き
る

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
前

に
行

う
の

が
よ
い

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
参
加
者
、
小
さ
な

子
ど
も
か

ら
大

人
ま
で

・
今
後
の
生
活
を
考
え
、
暮
ら
し
が
変

わ
っ
て
い
く

沖
縄

側

・
触
れ
る
と
こ
ろ
で
「
楽

し
い
」
、
体
感
で
き
る
と
こ
ろ

で
「
悲
し
い
」
と
同
時
に
思
い
、
考

え
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ

・
子
ど
も
～
大
人
（
全
て
）

・
「
ご
み
」
に
つ
い
て
考
え
る
（
ご
み
が

出
な
い
よ
う
に
ど
う
す
る
か
等
）

沖
縄

側

・
ゴ
ミ
を
少

な
く
す
る
為
に
自
分
達
は
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が

よ
い

・
子
ど
も
～

大
人

・
自

分
達

が
捨

て
た
ゴ
ミ
が

た
く
さ
ん
の

動
物
達
を
殺
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

・
最

終
的

に
自

分
達

の
食

べ
た
物

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
教
え
る

台
湾

側

（
主

催
側

と
参

加
者

間
の

）
双

方
向

性
が

高
い

。
イ

ン
パ

ク
ト

が
強

い
。

生
活

と
の

関
連

性
が

高
い

（
生

物
の

誤
飲

）
。

小
学

生
〜

地
域

社
会

5
7
.荒

野
保
護
協
會
　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
も
っ
と
減
ら
し
て
！
海
は
あ
な
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
る
！
-
-
海
鳥
の
胃
袋
教
材
及
び
海
ゴ
ミ
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
」

資3-232



回
答
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
い
と
思
う
所
は
？

さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

ど
の

よ
う
な
対

象
に
実

施
で
き
る
と

思
い
ま
す
か

？
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
？

そ
の
他
気
づ
い
た
点

今
後
、
沖
縄
と
台
湾
で
共
通
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
所
が
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
か
？

台
湾

側

映
像

か
ら

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
減

ら
す

重
要

性
を

理
解

す
る

。
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

生
態

系
へ

の
影

響
の

深
刻

さ
。

子
供

か
ら

大
人

ま
で

み
ん

な
で

協
力

し
て

、
発

生
源

か
ら

し
っ

か
り

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
制

限
し

、
そ

れ
に

よ
っ

て
漂

着
ゴ

ミ
を

減
ら

す
。

今
後

も
交

流
や

協
力

を
継

続
す

る
こ

と
に

期
待

し
て

い
る

。
各

自
が

努
力

を
し

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

成
果

を
共

有
す

る
こ

と
。

台
湾

側
お

も
し

ろ
い

。
ラ

イ
タ

ー
が

あ
っ

た
方

が
良

い
。

制
限

な
し

。
海

鳥
の

胃
の

写
真

の
中

で
見

つ
か

っ
た

ゴ
ミ

を
袋

に
入

れ
よ

う
。

台
湾

側

ど
こ

に
で

も
持

っ
て

行
け

る
、

便
利

。
海

鳥
の

模
擬

体
験

で
も

し
自

分
が

そ
の

鳥
だ

っ
た

ら
と

想
像

さ
せ

て
み

る
。

大
人

、
子

供
皆

O
K
。

皆
に

ゴ
ミ

の
量

及
び

人
と

の
関

係
を

比
較

さ
せ

る
。

台
湾

側
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

原
理

を
理

解
で

き
る

。
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
不

使
用

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

台
湾

側

考
え

さ
せ

て
、

啓
発

す
る

役
割

が
あ

る
。

参
加

者
は

自
主

的
に

活
動

に
参

加
し

た
り

、
団

体
に

入
る

こ
と

が
で

き
る

点
。

み
ん

な
の

共
通

認
識

が
出

来
上

が
り

、
一

体
感

を
持

つ
こ

と
が

必
要

。

子
供

か
ら

大
人

ま
で

。
本

人
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

て
、

一
人

で
も

多
く

の
人

に
見

学
に

来
て

も
ら

う
。

漂
着

ゴ
ミ

の
数

量
を

減
ら

せ
る

。
な

し
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

活
動

を
通

し
て

み
ん

な
に

海
の

生
態

系
の

重
要

性
を

身
を

以
っ

て
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
。

台
湾

側

自
ら

の
体

験
で

よ
り

効
果

的
で

、
よ

く
考

え
て

行
動

す
る

能
力

を
高

め
る

。
実

例
を

用
い

て
比

較
す

る
。

喜
び

の
感

覚
を

増
や

す
。

学
校

、
大

人
お

よ
び

親
子

考
え

て
行

動
す

る
よ

う
に

な
る

。
よ

く
考

え
て

行
動

す
る

よ
う

に
な

る
。

ビ
ー

チ
を

清
掃

す
る

前
後

に
連

れ
て

行
っ

て
よ

い
。

台
湾

側
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

以
外

に
ど

の
よ

う
な

付
加

価
値

が
あ

る
か

考
え

る
こ

と
。

メ
デ

ィ
ア

へ
多

く
露

出
す

る
。

も
っ

と
多

く
の

大
人

に
範

囲
を

広
げ

る
。

す
べ

て
の

人
に

ゴ
ミ

を
減

ら
す

意
識

を
持

た
せ

る
。

5
7
.荒

野
保
護
協
會
　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
も
っ
と
減
ら
し
て
！
海
は
あ
な
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
る
！
-
-
海
鳥
の
胃
袋
教
材
及
び
海
ゴ
ミ
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
」

資3-233



資3-234



回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側
・

不
限

地
點

、
可

在
短
時
間
內
實
行

・
藉

由
體

驗
加

深
印

象

沖
縄

側
・
簡

明
易

懂
很

好
・
請
幾
位
學

員
上

前
，

扮
演

各
種

生

物
的
話
應
該

可
以

炒
熱

氣
氛

・
想

在
小

學
的

海
漂

垃
圾

課
程

時

實
行

看
看

沖
縄

側
・
可

簡
單

體
驗

、
容
易
瞭
解

・
小

學
生

～
中

學
生

・
加

深
垃

圾
對

生
態

系
影
響
的
理
解

・
黑
潮
流
向
的
說
明
可
在
解
釋
對
生

態
系
的
影
響
後
進
行

沖
縄

側

・
可

實
際

體
會

・
容

易
瞭

解
生

物
的
痛
苦

・
小

孩
～

大
人

・
提

高
對

垃
圾

的
問

題
意
識

・
在
共
同
活
動
時
，
破
冰
遊
戲
時
※
也
可

以
使
用

※
為
了
消
除
緊
張
，
製
造
相
互
對
話
的
機

會
所
進
行
的
遊
戲

、
問
題
及
運
動
等

沖
縄
側

・
藉

由
使

用
漁

網
，
瞭
解
人
類
與
海
洋
生
物
的

不
同

，
並

進
而

理
解
對
海
洋
生
物
的
危
害

・
擔
心
小
朋

友
是

否
會

擅
自

模
仿

・
大

人

沖
縄

側
・
藉

由
進

行
纏

繞
體
驗
能
思
考
對
生
物
的
影

響
，

這
點

相
當

好

沖
縄

側
・
各

年
代

・
需
要
對
漁
業
有
所
顧
慮
，
不
應
該

都
怪
罪
於
漁
業
上

沖
縄

側
・
能

進
行

模
擬

體
驗
的
部
分

・
能

真
實

感
受

體
認

・
小

孩
～

大
人

（
全

員
）

沖
縄

側
・
能

清
楚

瞭
解

沒
辦
法
用
手
的
海
洋
生
物
無
法

簡
單
鬆

脫

台
湾

側
藉

由
自

己
關

聯
海

漂
物
，
思
考
海
漂
物
的
多
樣

性
及

傷
害

性
。

海
漂
物
可
找

一
些

較
特

別
之

廢
棄

物
。

11
～

13
歳

參
與

者
反

思
廢

棄
物

的
影
響
有
多

大
。

無
不

同
國

家
的

海
漂

物
,讓

參
與

者
了

解
自

己

的
小
動
作
會
影
響
其

他
國
家
。

台
湾

側
簡

單
，

快
速

，
印

象
深
刻
。

可
以
用
不
同

網
子

增
加

難
度

。
小

學
〜

大
學

台
湾

側

・
動

態

・
有

活
動

力
及

身
歷
其
境

・
有

同
理

心

・
加
入
漁
網

的
來

源
及

其
他

相
似

材

質
之
比
較

國
小

中
年

級
・

情
意

上
之

實
體

感
受
。

・
靜
下
來
給
他
們
分
享
。

・
漁
網
如
何
回
收
or
如
何
通
報
進
行

回
收
。

台
湾

側
實

際
體

驗
、

印
象

深
刻

時
間

缺
可

靈
活

應
用
。

國
小

生

台
湾

側
簡

單
遊

戲
、

親
身

體
會
。

小
朋
友
安
全

要
小

心
。

小
朋

友
到

大
人

都
很

適
合

。
直

接
體

驗
。

我
會
使
用
、
很
好
用
。

台
湾

側
用

實
際

體
驗

的
方

式
，

簡
單

、
易

懂
。

無
沒

有
年

齡
限

制
。

實
際

體
驗

讓
參

加
者
深
刻
理
解
。

無
可
以
馬
上
實
施
。

1
.一

般
社
団
法
人
J
E
A
N
　
「
垃
圾
纏
繞
模
擬
體
驗
」
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回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側

・
無

論
是

在
室

內
或
是
海
岸
都
能
實
行

・
因

由
多

數
人

一
起
進
行
，
故
可
發
覺
各
種
不

同
角

度
的

關
聯

性

・
第

一
次

進
行

淨
灘

活
動

的
人

・
小

孩
（

小
學

生
～

）

沖
縄

側
・

無
論

在
什

麼
地

方
都
可
實
行
這
點
很
好

沖
縄

側
・
實

行
很

簡
單

・
就

連
小

孩
都

能
進
行

・
小

學
生

～
大

人

・
不

限
對

象

・
可

以
各

種
不

同
解
度
思
考
自
己
與

垃
圾

的
關

聯
性

・
光
是
自
然
產
物
也
應
該
很
有
趣

・
可
直
接
採
用

沖
縄

側
・
可

以
以

輕
鬆

愉
快
的
心
情
參
加

・
小

孩
～

大
人

・
可

讓
大

家
醒

悟
到

自
己
會
製
造
垃

圾

・
能
讓
參
與
者
察
覺
问

题
，
不
過
認

真
度
会
減
輕

・

沖
縄

側
・
在

海
漂

物
的

環
繞
下
，
大
家
一
起
針
對
關
聯

性
及

素
材

等
進

行
思
考
這
點
相
當
好

・
能

對
塑

膠
類

的
海
漂
垃
圾
問
題
進

行
思

考
這

點
相

當
的

好

沖
縄

側

・
無

論
誰

都
能

參
加

・
可

運
用

在
各

種
場

合
（

對
象

）
・
新

的
發

現
，

能
再

次
感
受
到
其
重

要
性

・
在
營
造
現
場
氣
氛
時
需
要
注
意
什

麼 ・
是
否
有
需
要
特
別
小
心
的
地
方

・
有
必
要
將
大
人
與
小
孩
分
開
實
行

嗎

沖
縄

側

・
無

論
任

何
世

代
都
容
易
理
解

・
成

為
思

考
海

洋
垃
圾
問
題
的
契
機

・
藉
由
增
加

一
件

不
容

易
漂

流
的

物

品
（
沉
到
海

底
的

物
品

）
，

或
許

可

以
稍
微
開
拓

思
考

的
範

圍

・
小

學
生

以
上

，
各

世
代

均
合

適

・
60
歲

以
上

可
應

用
於

預
防

老
年

癡
呆

・
能

理
解

垃
圾

問
題
的
嚴
重
度
。
依

個
人

差
異

，
或

許
可

期
待
有
人
會
進

而
採

取
行

動
。

・
於
白
紙
上
，
黃
色
的
線
和
文
字
不

容
易
看
清
楚

・
建
議
也
能
使
用
點
線
或
波
浪
線

・
藉
由
加
入
從
台
灣
漂
流
到
沖
繩
的
垃
圾

以
及
相
反
的
例
子
，
瞭
解
即
使
相
隔
遙
遠

也
有
相
關
聯
性

台
湾

側

・
多

元
性

・
關

聯
性

・
訓
練
有
能

力
的

講
師

・
講
師
能
力

為
活

動
成

功
的

關
鍵

。

國
小

高
年

級
・

引
發
學
生
之
能
力
。

・
分
組
進
行
--
可
各
組
分
享
，

再
由
講
師
特
別
指
出
其
相
異
或
特
別

處
。

台
湾

側
簡

單
、

易
理

解
、

可
反
思
、
不
說
教
式
教
學
。

可
。

提
供
行
為
改

善
的

方
法

及
技

能
、

或

承
諾

。

親
子

國
小

高
年

級
以

上

提
供

省
思

。
關
聯
性

提
供
省
思
機
會

淨
灘
後
帶
領

。

台
湾

側
簡

單
、

隨
時

可
使

用
。

可
因

現
地

，
參

與
人
做
調
整
。

我
要
回
去
試

試
看

改
成

我
們

那
可

以

的
方
式
。

小
朋

友
到

大
人

都
可

以
。

讓
大

家
看

到
撿

到
的

東
西
並
思
考
垃

圾
及

人
生

活
之

間
的
關
係
。

這
個
非
常
好
，
我
學
習
來
了
，
這
樣
的
分

享
非
常
好
。

台
湾

側
活

潑
、

有
吸

引
力

。

提
供

反
思

空
間

。

大
人
的
版
本

可
以

更
加

多
樣

。
小

孩
、

學
生

、
成

人
。

啟
發

對
海

廢
的

想
法

與
態
度
。

記
錄
回
饋
每
一
場
活
動
的
結
果
。

彼
此
已
經
發
展
好
的
教
案
可
放
上
網
路
平

台
互
相
分
享
。

台
湾

側

淨
灘

行
動

後
馬

上
上
課
，
可
以
讓
參
加
者
馬
上

了
解

生
活

垃
圾

和
海
灘
垃
圾
的
連
結
。

還
是
要
引
導

到
孩

子
對

環
境

有
信

心
、
喜
愛
大

自
然

。

都
可

以
，

沒
有

限
制

。
參

加
者

可
以

理
解

日
常
生
活
和
廢
棄

物
的

關
係

。

無
可
以
馬
上
實
施
。

台
湾

側

互
動

度
強

（
參

與
人
員
之
間
）
，
操
作
方
便
，

關
心

程
度

強
。

大
人
的
部
分

可
以

加
入

一
些

議
題

性

的
分
享
，
增

加
思

考
和

討
論

。

小
學

〜
社

區
我

想
這

些
環

境
教

育
課
程
的
目
的
和

期
待

的
終

目
標

都
是
一
樣
的
，
希

望
可

以
在

參
加

者
心
中
種
下
愛
海
的

種
子

。

5
.一

般
社
団
法
人
J
E
A
N
　
「
尋
找
關
聯
性
～
海
漂
物
的
命
運
紅
線
」
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回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側
・

可
瞭

解
海

流
的

知
識

・
能

意
識

到
世

界
的
相
連
性
及
垃
圾
的
關
聯
性

沖
縄

側
・
能

學
習

到
很

多
知
識

・
各
國
可
各

自
編

排
後

使
用

沖
縄

側

・
可

充
分

瞭
解

黑
潮
的
影
響
、
垃
圾
的
流
向
等

・
可
做
為
思

考
自

己
所

製
造

的
垃

圾

會
流
向
何
處

的
教

材
。

可
在

海
灘

或

沙
上
實
行
。

・
小

學
生

～
中

學
生

・
瞭

解
垃

圾
問

題
的
關
聯
性
、
對
生

態
系

的
影

響

・
使
用
身
邊
的
生
物
與
垃
圾
可
引
起

小
孩
們
的
注
意

・
容
易
運
用

沖
縄

側
・
可

瞭
解

垃
圾

漂
流
的
方
向
及
黑
潮

・
小

孩
～

大
人

・
可

做
各

種
不

同
的

應
用

・
非
常
的
好

・
建
議
可
一
起
共
同
實
施
垃
圾
流
向
實
驗

沖
縄

側
・
可

理
解

海
漂

物
的
流
向
這
點
相
當
有
趣

・
建
議
事
先

將
地

圖
製

成
A
1大

小
等

護
貝
後
，
可

重
複

使
用

・
小

學
生

～
大

人

沖
縄

側
・
可

運
用

在
各

種
事
項
上
非
常
的
好

沖
縄
側

・
小

孩
（

小
學

生
）

沖
縄

側

・
一

看
就

能
理

解

・
瞭

解
黑

潮
的

流
向
，
更
加
強
對
海
漂
垃
圾
的

問
題

意
識

・
小

孩
～

大
人

（
全

員
）

沖
縄

側
・
可

以
理

解
垃

圾
是
由
黑
潮
所
搬
運
的

沖
縄
側

・
呈

現
於

地
圖

上
淺
顯
易
懂

・
可

推
測

外
國

垃
圾
乘
著
黑
潮
漂
流
到
達
的
時

間

・
能
知
道
黑

潮
流

動
速

度
的

話
更

好
・
高

中
生

以
上

・
不

僅
是

垃
圾

問
題

，
能
與
其
他
主

題
做

相
關

連
結

組
合

・
播
放
「
椰
子
之
實
」
的
歌
曲
背
景

音
樂
的
話
效
果
更
佳
，
或
是
由
講
師

邊
唱
歌
邊
出
場

・
加
入
與
菲
律
賓
、
台
灣
、
沖
繩
、
日
本

等
相
關
聯
的
生
物
或
向
北
方
擴
散
的
生
物

等
，
藉
此
說
明
黑
潮
流
向
等
內
容
時
或
許

更
能
吸
引
參
加
者
的
興
趣

台
湾

側

道
具

非
常

精
美

，
對
於
年
輕
學
生
族
群
的
吸
引

力
強

。

可
以
加
進
漁

業
的

資
訊

，
增

加
與

生

活
的
關
聯
性

。

國
中

以
上

〜
社

區
我

想
這

些
環

境
教

育
課
程
的
目
的
和

期
待

的
終

目
標

都
是
一
樣
的
，
希

望
可

以
在

參
加

者
心
中
種
下
愛
海
的

種
子

。

台
湾

側
・

自
然

知
識

和
海
漂
物
做
大
連
結
。

・
講
師
的
專

業
性

需
進

行
為

時
較

完

整
的
培
訓
。

・
台
灣
--
沖
繩
之
黑
潮
相
關
性

(生
物
・

・
・

・
及
垃
圾
等
)

台
湾

側
易

理
解

、
反

思
。

台
湾

側
適

合
學

校
使

用
，

同
時

又
有

對
大

環
境
的
認
識
。

可
以
和
絨
布

教
學

板
結

合
。

小
學

生
到

大
人

知
道

垃
圾

怎
麼

來
的
。

感
謝
分
享
。

台
湾

側

讓
孩

子
了

解
自

己
是
黑
潮
流
域
的
一
分
子
。

可
以
依
據
不

同
年

紀
大

小
的

設
計

不

同
深
度
的
內

容
。

中
年

級
～

大
學

生
了

解
黑

潮
流

域
的

流
向
以
及
與
廢
棄

物
的

影
響

。

無
可
以
馬
上
實
施
。

台
湾

側

讓
我

認
識

黑
潮

流
域
。

日
本
老
師
用

簡
單

的
道

具
講

解
，

讓

大
家
容
易
理

解
。

小
學

生
至

大
人

希
望
今
後
能
繼
續
交
流
合
作
。

8
.し
か
た
に
自
然
案
内
　
「
與
世
界
環
環
相
連
的
黑
潮
」
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回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側
・

幼
童

也
容

易
理

解
的
課
程
很
少
見
，
所
以
特

別
難

得
可

貴

沖
縄

側

・
可

以
當

作
小

朋
友
、
或
是
還
不
能
參
加
淨
灘

活
動

的
小

孩
的

啟
蒙
教
育

・
在
進
行
分

類
教

學
時

可
以

使
用

・
針

對
大

人
要

進
行

淨
灘

活
動

前
，

可
說

明
有

什
麼

樣
的

物
品

・
針

對
大

人
要

進
行

淨
灘
活
動
前
，

可
說

明
有

什
麼

樣
的
物
品

・
簡
明
易
懂
很
好

沖
縄

側
・
小

朋
友

可
以

在
樂
趣
中
學
習

・
幼

童
～

小
學

低
年

級
・
瞭

解
垃

圾
與

自
然

產
物
的
不
同
，

以
及

有
怎

樣
的

垃
圾

・
藉
由
加
上
解
說
，
特
別
可
以
加
深

小
學
生
對
垃
圾
的
理
解

・
可
用
於
低
年
齡
層
的
淨
灘
活
動

沖
縄

側
・
簡

明
易

懂
・
小

孩
～

大
人

（
？

）
・
人

造
物

與
（

對
環

境
而
言
）
自
然

產
物

的
不

同

沖
縄

側
・
連

幼
兒

都
能

容
易
理
解
哪
些
東
西
不
應
該
在

海
灘

上
、

哪
些

東
西
不
應
該
隨
意
丟
棄

・
建
議
可
採

用
更

大
的

紙
張

，
增

加

更
多
種
垃
圾

及
自

然
產

物
等

・
開

始
懂

事
的

小
孩

（
3～

5歲
）

沖
縄

側
・
外

觀
討

喜
可

愛

・
即

使
是

小
朋

友
也
容
易
理
解

・
參

與
淨

灘
活

動
人

員
、

從
小

朋

友
到

大
人

・
還

可
在

說
明

分
類
方
法
時
使
用

沖
縄

側
・
小

孩
（

小
學

生
）

・
喚

起
各

位
的

關
心

沖
縄

側
・
簡

明
易

懂
・
托

兒
所

或
幼

稚
園

等
・
讓

大
家

認
為

淨
灘
活
動
是
理
所
當

然
的

事

沖
縄

側

・
也

有
漂

流
木

、
樹
葉
等
相
當
好

・
能

作
為

判
斷

是
否
為
垃
圾
的
材
料

・
有
A
P
P
(應

用
程
式
)的

話
更
好

台
湾

側

道
具

簡
單

，
活

動
簡
單
，
好
玩
。

海
漂
物
可
以

加
一

些
有

害
廢

棄
物

(如
針
頭
)，

讓
小

孩
子

知
道

可
怕

性
。

5～
8歳

淨
灘

前
實

施
,可

以
正

確
撿

拾
垃

圾
。

無

台
湾

側

能
快

速
讓

孩
子

了
解
活
動
內
容
以
及
意
義
。

可
以
使
用
乾

淨
海

灘
與

髒
海

灘
作

為

對
比
，
讓
孩

子
選

擇
喜

歡
哪

一
個

?

幼
教

〜
小

學
我

想
這

些
環

境
教

育
課
程
的
目
的
和

期
待

的
終

目
標

都
是
一
樣
的
，
希

望
可

以
在

參
加

者
心
中
種
下
愛
海
的

種
子

。

台
湾

側

用
道

具
引

導
說

明
，
對
小
朋
友
事
前
教
育
重
要

性
。

從
小
開
始
做

起
。

國
小

認
識

，
體

會
。

沒
有
。

可
以
彼
此
了
解
對
方
所
做
的
方
法
。

台
湾

側

・
簡

單

・
易

懂

・
方

便

如
何

減
少

垃
圾

之
分
享
。

・
絨
布
印
成
真
正
砂
灘
樣
貌
。

・
垃
圾
也
是
圖
片
，
和
海
邊
環
境
相

融
合
，
可
更
有
尋
找
的
趣
味
。

・
M
ay
be
可

製
成

電
腦

版
讓

學
生

有

檢
垃
圾
--
得
分
，
檢
生
物
or
石
頭
--
扣

分
的
遊
戲
。

1
1
.エ

コ
ツ
ア
ー
ふ
く
み
み
（
石
垣
沿
岸
レ
ジ
ャ
ー
安
全
協
議
会
　
「
用
絨
布
教
學
板
學
習
淨
灘
」
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回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

台
湾

側

1.
模

擬
淨

灘
非

常
安

全
,適

合
年

紀
小

的
朋

友
。

2.
攜

帶
方

便
。

遊
戲
開
始
與

結
束

，
加

上
真

實
的

照

片
會
有
更
強

的
連

結
。

可
以

理
解

帶
領

人
講

話
內

容
的

年

紀
，

小
應

該
可

以
到

3～
5歲

。

讓
年

紀
太

小
的

朋
友
?

或
許
可
以
問
問
小
朋
友
，
海
邊
通
常

有
什
麼
東
西
呢
？
請
大
家
畫
下
來
，

就
變
成
教
材
。

台
湾

側
說

故
事

方
式

，
行

動
教
學
是
價
值
澄
清
及
行

動
。

幼
童

簡
單

有
效

,價
值

觀
澄

清
。

學
前

童
活

動
。

台
湾

側

安
全

、
簡

單
、

好
用
。

可
自

製
依

現
地

改
變
。

幼
稚

園
到

大
人

活
動

均
可

。
馬

上
可

以
知

道
現

況
做
法
。

我
會
學
習
使
用
並
用
到
其
他
地
方
。

台
湾

側
幼

稚
園

、
低

年
級

。

台
湾

側
方

便
展

演
、

攜
帶

方
便
。

無
幼

稚
園

、
低

年
級

。
讓

幼
兒

理
解

要
有

乾
淨
的
海
灘
。

無
可
以
馬
上
實
施
。

回
答

者
3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側

・
很

少
有

人
將

焦
點
放
在
漂
流
於
海
上
的
垃

圾
，

所
以

覺
得

很
嶄
新
有
趣

・
能
以
漁
網

實
際

進
行

體
驗

相
當

好
，
不
過
建

議
可

在
體

驗
後

於
船

尾

放
置
大
型
漁

網
(如

同
垃

圾
調

查
船

)

等
，
回
收
部

分
垃

圾
的

話
更

好

・
實

際
漂

流
的

垃
圾

沖
縄

側

・
與

休
閒

活
動

相
結
合
這
點
很
重
要

・
實
際
乘
船

回
收

垃
圾

相
當

辛
苦

。

建
議
可
以
在

課
程

中
一

起
思

考
。

・
藉

由
瞭

解
問

題
所

在
，

每
一

個

人
的

行
動

或
想

法
都

會
產

生
變

化
，

我
認

為
這

是
一

個
很

好
的

做

法

・
我

認
為

這
是

可
讓
參
加
者
產
生
自

覺
的

課
程

。
透

過
實

際
參
加
的
人
將

感
想

傳
達

給
其

他
的

人
，
非
常
有
說

服
力

。

沖
縄

側
・
中

學
生

以
上

、
特

別
是

大
人

・
可

以
意

識
到

從
船

上
開
始
的
清
掃

活
動

與
海

灘
有

所
不
同

・
從
海
灘
與
船
上
、
港
口
等
開
始
清
掃
活

動
調
查

沖
縄

側
・
小

孩
、

大
人

・
共
享
照
片

沖
縄

側
・
能

實
際

體
驗

看
得
到
卻
無
法
撿
拾
的
狀
況

・
中

學
生

以
上

？
・
瞭

解
撿

拾
垃

圾
相

當
困
難
，
進
而

引
發

不
要

將
垃

圾
流
入
大
海
等
的
想

法
台

湾
側

影
本

介
紹

的
真

實
。

希
望
今
後
能
繼
續
交
流
合
作
。

台
湾

側
一

系
列

行
動

與
節

日
結
合
，

體
驗

到
海

漂
物

的
代
價
更
高
。

安
全

性
須

注
意

,可
增

加
行

動
技

能
。

所
有

對
象

實
際

體
驗

可
提

供
深

刻
感
受
。

台
湾

側
實

際
瞭

解
現

況
。

很
好
，
但
撈

船
費

很
高

。
大

小
朋

友
、

偏
大

人
。

親
身

體
會

，
可

拍
到

很
多
相
片
等
。

必
須
是
特
定
活
動
。

台
湾

側
危
險
考
量
，

建
議
用
照
片
代
替
。

2
6
.黑

潮
海
洋
文
教
基
金
會
　
「
看
見
與
看
不
見
的
」

1
1
.エ

コ
ツ
ア
ー
ふ
く
み
み
（
石
垣
沿
岸
レ
ジ
ャ
ー
安
全
協
議
会
　
「
用
絨
布
教
學
板
學
習
淨
灘
」
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回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側
・

能
在

遊
戲

中
快

樂
學
習

・
建
議
還
可

準
備

適
用

於
低

年
級

的

簡
單
版
本

沖
縄

側

・
將

問
題

以
遊

戲
方
式
呈
現
這
點
很
好

・
我

認
為

透
過

共
同

討
論
解
開
問

題
，

有
助

於
理

解

・
雖
然
準
備
上
好
像
很
繁
瑣
，
不
過

東
西
小
似
乎
容
易
使
用
，
我
也
想
嘗

試
看
看

沖
縄

側
・
大

家
共

同
思

考

・
一

起
相

互
合

作
並
瞭
解
垃
圾

・
依
問
題
內

容
，

可
擴

大
對

象
年

齡

層
的
幅
度

・
小

學
中

、
高

年
級

～
國

高
中

生
・
藉

由
討

論
加

深
理
解

・
可
依
地
區
特
色
或
對
象
變
更
問
題
內
容

進
行
活
用

沖
縄

側

・
利

用
遊

戲
方

式
，
思
考
垃
圾
的
愉
快
課
程

・
小

學
高

年
級

～
大

人
・
提

高
對

垃
圾

的
知

識
・
對
於
能
解
出
問
題
的
人
或
許
會
很

開
心
，
但
是
解
不
出
的
人
可
能
會
感

到
無
聊

・
建
議
可
一
起
共
同
舉
行
活
動

沖
縄

側
・
遊

戲
性

質
很

高
，
但
無
法
想
像
如
何
進
行

沖
縄
側

・
以

遊
戲

方
式

進
行
這
點
很
好

・
適

合
在

活
動

等
時
扎
實
進
行

沖
縄
側

・
小

孩
（

高
年

級
）

・
養

成
思

考
能

力
・
製
作
活
動
教
材
組
的
範
本

沖
縄

側
・
由

參
與

者
全

體
一
起
思
考
一
個
解
決
方
法
的

部
分

・
小

學
高

年
級

以
上

沖
縄

側
・
以

問
題

方
式

進
行
，
以
及
相
互
合
作
尋
找
解

答
的

部
分

相
當

好

台
湾

側

競
爭

感
強

，
印

象
深
刻
，
可
以
引
導
參
加
者
用

力
思

考
。

與
其
他
非
自

然
類

的
謎

題
穿

插
，

讓

參
加
的
人
有

更
豐

富
的

感
覺

，
不

只

是
純
環
保
，

而
是

很
多

元
的

G
am

e。

國
中

〜
高

中
我

想
這

些
環

境
教

育
課
程
的
目
的
和

期
待

的
終

目
標

都
是
一
樣
的
，
希

望
可

以
在

參
加

者
心

中
種
下
愛
海
的

種
子

。

台
湾

側

參
與

者
的

互
相

討
論
與
合
作
。

中
學

生
到

大
人

※
提
示
單
變
得
很
重
要

整
體
有
點
難
。

設
計
成
桌
遊
便
很
好
。

5
2
.国

立
海
洋
科
技
博
物
館
　
「
實
境
解
謎
(密

室
脫

逃
)」

資3-240



回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側

・
可

愛
的

海
龜

及
恐
怖
箱
的
驚
訝
感
可
吸
引
小

孩
的

注
意

・
「

3個
月

後
會
收
到
明
信
片
」
是
个
巧
思

・
海

龜
箱

、
插

畫
等

以
視
覺
方
式
呈

現
，

帶
來

一
定

效
果

・
收

到
明

信
片

後
可

提
高
積
極
性

沖
縄

側
・
容

易
瞭

解
、

容
易
加
入

・
動

畫
及

圖
畫

等
很
可
愛

・
即

使
是

小
朋

友
也

容
易

瞭
解

沖
縄

側
・
吸

引
小

孩
的

興
趣

・
結
合
海
龜

的
故

事
更

能
加

深
理

解
・
小

學
生

～
中

學
生

・
可

做
為

自
己

思
考
關
於
垃
圾
影
響

的
契

機

・
可
在
淨
灘
活
動
前
後
進
行

沖
縄

側
・
手

法
很

有
趣

・
小

孩
～

大
人

・
容

易
理

解
垃

圾
給

予
生
物
的
影
響

・
可
活
用
於
音
樂
劇
或
舞
蹈
上
（
不
需
要

語
言
）

沖
縄

側
・
採

用
海

龜
玩

具
進
行
環
境
教
育
這
點
非
常
有

趣

・
幼

童
～

小
學

高
年

級
・
有

助
於

環
境

意
識
與
愛
護
動
物
的

啟
蒙

教
育

沖
縄

側
・
可

以
觸

碰
海

龜
，
小
朋
友
可
以
在
開
心
的
同

時
思

考
有

關
海

漂
垃
圾
的
知
識

・
在
淨
灘
活
動
後
會
寄
出
明
信
片
這

點
是
個
很
好
的
想
法

沖
縄

側
・
藉

由
觸

摸
、

觀
看
，
實
際
體
驗
的
部
分

沖
縄
側

・
可

使
用

在
瞭

解
接
受
保
護
與
治
療
的
海
龜
及

鳥
等

的
普

及
啟

蒙
上

台
湾

側

活
潑

、
可

靈
活

應
用
，

生
活

關
聯

、

搭
配

繪
本

、
實

際
行
動
。

國
小

省
思

與
實

際
行

動
，

承
諾

行
為

改
變

。

台
湾

側
簡

單
好

用
。

海
龜
可
以
做

成
很

可
愛

會
更

吸
引

人
。

大
、

小
朋

友
均

可
。

思
考

來
源

。
非
常
適
合
活
動
使
用
。

好
用
。

5
3
.社

團
法
人
台
湾
環
境
資
訊
協
會
　
「
海
龜
恐
怖
箱
」

資3-241



回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

沖
縄

側

・
實

行
地

點
不

受
限

・
準

備
簡

單

・
衝

擊
性

很
大

・
令

人
有

雀
躍

感
及
忐
忑
感

・
如
束
口
袋

的
形

狀
再

多
下

點
功

夫
，
或
許
更

能
營

造
出

雀
躍

感
・
第

一
次

進
行

淨
灘

活
動

的
人

・
小

孩
（

幼
童

～
）

・
能

進
而

影
響

到
各
個
人
往
後
的
行

為

・
使
用
自
然
物
品
當
作
道
具
這
點
也

相
當
不
錯

沖
縄

側

・
從

愉
快

的
情

境
下
開
始
進
行
，
隨
後
與
大
問

題
相

結
合

，
反

差
很
大
這
點
很
好

・
採

用
實

際
從

胃
中
取
出
的
物
品
這
點
很
好
，

很
想

也
嘗

試
看

看

・
如
果
可
能

有
的

話
，

使
用

剝
製

標

本
更
好

・
大

人
及

小
孩

均
可

實
行

・
進

行
淨

灘
活

動
時
，
對
於
撿
拾
的

物
品

能
更

加
注

意
並

進
而
思
考

・
要
實
際
取
得
在
胃
中
的
塑
膠
等
物

品
相
當
困
難
。
我
非
常
想
實
際
實
行

看
看
，
所
以
建
議
可
以
販
賣
教
材

組
。
這
也
可
以
當
作
活
動
資
金
。
我

本
人
非
常
想
要
一
組
。

沖
縄

側

・
可

看
到

實
際

於
鳥
胃
裡
發
現
的
物
品
，
並
確

認
實

際
重

量
，

更
容
易
體
會

・
小

孩
～

大
人

・
思

考
垃

圾
對

生
態
系
的
影
響

・
雖
然
取
得
實
際
在
胃
裡
的
物
品
很

困
難
，
但
似
乎
也
可
以
用
相
同
物
品

代
替

・
在
淨
灘
活
動
前
，
先
讓
參
與
者
看
袋
子

裡
的
東
西
以
讓
他
們
可
好
好
地
思
考

沖
縄

側

・
知

道
海

鳥
胃

裡
的
東
西
令
人
相
當
震
撼

・
進
行
時
更

加
活

潑
的

話
，

在
知

道

袋
子
裡
的
東

西
時

的
反

差
會

更
明

確

・
（

將
說

明
變

簡
易

）
小

朋
友

～

大
人

・
讓

大
家

瞭
解

垃
圾
問
題
會
有
造
成

生
物

死
亡

的
影

響

・
如
漏
聽
說
明
的
話
，
會
不
知
道
教

學
的
目
的
，
這
點
有
點
可
惜

・
共
有
活
用
自
然
物
品
（
竹
製
品
）
等
資

訊 ・
可
活
用
於
加
深
人
造
物
不
能
分
解
、
細

小
垃
圾
造
成
的
問
題
、
對
生
物
影
響
等
的

理
解

沖
縄

側
・
藉

由
遊

戲
方

式
理
解
對
自
然
動
物
帶
來
的
不

良
影

響
這

點
相

當
有
趣

・
小

孩
～

大
人

・
保

護
環

境
與

愛
護

動
物

・
於
課
程
中
穿
插
說
明
海
洋
狀
態
的
影
片

沖
縄

側

・
將

手
放

入
束

口
袋
猜
測
裡
面
的
物
品
這
點
相

當
有

趣

・
知

道
鳥

胃
裡

的
東
西
後
，
因
此
受
到
衝
擊
，

進
而

能
助

於
思

考

・
適

合
在

淨
灘

活
動
前
實
行

・
參

與
淨

灘
活

動
人

員
、

從
小

朋

友
到

大
人

・
思

考
今

後
的

生
活

，
改
變
生
活
方

式

沖
縄

側
・
能

同
時

體
驗

實
際
接
觸
的
「
喜
悅
」
以
及
感

受
到

「
悲

傷
」

，
藉
此
進
而
思
考
問
題

・
小

孩
～

大
人

（
全

員
）

・
針

對
「

垃
圾

」
進

行
思
考
（
如
何

不
製

造
垃

圾
等

）

沖
縄

側
・
能

在
課

程
中

加
入
針
對
如
何
減
少
垃
圾
，
思

考
自

己
能

做
些

什
麼
這
部
分
相
當
好

・
小

孩
～

大
人

・
能

瞭
解

自
己

所
丟

棄
的
垃
圾
害
死

了
許

多
無

辜
的

動
物

・
告
訴
參
加
者
這
些
垃
圾

終
會
成

為
自
己
所
吃
的
食
物

台
湾

側

互
動

度
強

（
主

持
人
與
參
與
人
員
之
間
）
，
震

撼
度

強
，

生
活

連
結

度
強

（
生
物
誤
食
）
。

小
學

〜
社

區
我

想
這

些
環

境
教

育
課
程
的
目
的
和

期
待

的
終

目
標

都
是
一
樣
的
，
希

望
可

以
在

參
加

者
心
中
種
下
愛
海
的

種
子

。

5
7
.荒

野
保
護
協
會
　
「
遠
離
「
塑
」
命
，
「
海
」
缺
你
加
入
-
-
海
鳥
胃
教
具
及
海
廢
圖
卡
」
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回
答
者

3.
您

認
為

此
課

程
的
優
點
是
什
麼
？

4.
如
要
進

一
步

改
善

，
應

該
怎

麼

做
？

5.
能

對
哪

些
對

象
實

施
？

6.
能

期
待

有
哪

些
效
果
？

7.
其
他
建
議

8.
如
今
後
沖
繩
與
台
灣
推
動
共
同
課
程
方

案
時
，
您
認
為
哪
些
内
容
能
活
用
？

台
湾

側

從
影

片
了

解
減

少
塑
膠
的
重
要
性
。

塑
膠
影
響

生
態

的
嚴

重
性

。
從

小
到

大
的

民
眾

大
家

一
起

合
作

，
從
源
頭
管
制
，
從

而
減

少
海

漂
物

。

希
望
今
後
能
繼
續
交
流
合
作
。

彼
此
作
為
，
並
分
享
監
測
成
果
。

台
湾

側
有

趣
。

應
該
有
打
火

機
。

沒
有

限
制

。
以
海
鳥
胃
照
片
中
出
現
的
垃
圾
放
在

袋
中
。

台
湾

側

可
以

帶
著

到
處

去
，

方
便

。
模

擬
海

鳥
的

胃
,也

可
以

讓
大

家
想

如
果
你
是
那

隻
鳥

。

大
人

、
小

朋
友

都
可

以
。

讓
大

家
比

擬
垃

圾
的

量
多
少
與
人
的

關
係

。

台
湾

側
能

了
解

塑
膠

的
原

理
。

無
塑

運
動

。

台
湾

側

有
思

考
，

有
啟

發
作
用
。

讓
人

可
以

自
願

參
與
活
動
，
融
入
團
體
。

讓
大
家
有
認

同
感

。

想
法
一
致
。

可
以

從
小

到
大

。

從
本

人
做

起
，

讓
每

個
人

多
來

參

觀
。

希
望

能
減

少
海

漂
物
的
數
量
。

無
從
淨
灘
活
動
可
以
讓
大
家
體
會
海
洋
生
態

的
重
要
。

台
湾

側

親
自

體
驗

增
加

效
果
，

提
供

反
思

,行
動

能
力

利
用

實
例

來
比

較
。

可
增
加
驚
喜

感
。

學
校

、
成

人
及

親
子

提
供

省
思

及
行

動
技
能
。

提
供
省
思
、
行
動
。

淨
灘
前
後
可
帶
領
。

台
湾

側
思

考
淨

灘
之

外
還

有
哪
些
附
加
價
值
。

多
在
媒
體

曝
光

。
延

伸
到

更
多

成
年

人
。

全
民

有
降

低
垃

圾
量

的
概
念
。

5
7
.荒

野
保
護
協
會
　
「
遠
離
「
塑
」
命
，
「
海
」
缺
你
加
入
-
-
海
鳥
胃
教
具
及
海
廢
圖
卡
」
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